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宮崎県教育委員会におきましては、文化財指定のための調査、また、開

発工事等によ つて発見された遺跡についての緊急発掘調査の結果をまとめ

て、毎年報告書を刊行しております。

本年度は、別記のとおり調査を実施しておりますが、今回は昭和48年か

ら50年まで数次にわたり調査された大萩地下式横穴群の未報告となってお

りましたものを報告するものであります。特に人骨については、数次にわ

たる調査で出土しました人骨を人類学的立場から観察を行い、他資料との

比較検討した結果をまとめてあります。

本書を本県の歴史解明のための学術資料として研究に活用していただく

とともに、社会教育・ 学校教育の資料として役立てていただきたいと存 じ

ます。

なお、本書発行にあたり執筆いただいた松下孝幸氏、分部哲秋氏および

調査にあたり協力いただいた地元の方々、地元教育委員会の方々に深甚の

謝意を表 します。

昭和59年 3月 31日

宮崎県教育委員会

教 育 長 後 藤 賢二郎

。
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1.本報告は、昭和48年度に宮崎県教育委員会が実施した大萩地下式

横穴墓群 B・ C地区の発掘調査による成果を、昭和58年度において

編集したものである。

2.発掘調査時から10年余りを経て、残された資料には不明あるいは

断片的なものが多かったが、可能な限りの再編成を試みている。

3.本報告の編集は、北郷泰道が行ったが、執筆の分担と執筆年は次

例

の通りである。

I。 発掘調査の経過と報告に  岩

至る経緯

Ⅲ.地下式陵穴墓群の群構造  北

Ⅲ.地下式横穴墓群の遺構襲 物

B-5出 上の鉄鏃     茂

I比 土装等出上の遺構と遺物

V.大萩B-1鍔 墓出土の研

磨刀剣について

永 哲 夫  昭和59年

郷 泰 道  昭和59年

〃     昭和59年

山   護  昭和49年

″     昭和49年

〃      昭和55年

(昭和開年一部手直し)

4.遺構実測図は、調査時における石川恒太郎氏をはじめとする調査

員らの原図を、茂山護氏 (現埋蔵文化財センター主任)、 田之上哲

氏 (現鋲肥小学校教諭)が、昭和51年にトレースしたものである。

5。 遺物実測図は、昭和52年に面高哲郎・田之上・北郷が作成し、田

之上・北郷がトレースしたものである。

6.地下式横穴墓の番号は、調査時に調査員らによって便宜的につけ

られた「旧番号」を、昭和51年に岩永哲夫 (現埋蔵文化財センター

主任主事)が遺構実測図・遺物を対照 し作成・整理した一覧表の「

新番号」を使用している。

なお、炭山護氏の「大萩遺跡の地下式横穴一覧表」(F宮崎県文化

財調査報告書』第22集)の番号との対照及び誤認と思われるものに

ついては、本報告の一覧表で示すとおりである。
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I.発掘調査の経過と報告に至る経緯

大萩遺跡は西諸県郡野尻町大字三ケ野山に所在 し、弥生終末期の上壌基群、住居跡群、古

墳時代の地下式横穴墓群の遺跡として知られている。昭和48年以前の大萩地区は県指定野尻

村古墳 (昭和 8年12月 5日 指定)と 昭和34年に発掘調査された地下式横穴基 1基が周知され

ているのみであった。ところが、昭和48年から県西諸県農林振興局による瀬戸ノロ地区特殊

農地保全整備事業が実施されることになり、地下式横穴基をはじめとして遺跡の発見が相つ

ぎ、俄かに大萩地区が注目されるところとなった。

昭和48年度の事業地区はA、 B、 C地区と呼ぶ瀬戸ノロからlmlH内へ抜ける農道の西側の

一帯であったが、昭和 48年 12月 から翌年 3月 まで23基の地下式横穴墓が発見され、工事と

平行して県教育庁文化課による慌しい調査が行われた。当時の県教育委員会の埋蔵文化財保

護体制は極めて未熟なものであり、昭和48年度に社会教育課から文化課が独立設置されたが、

陣容は社会教育課時代と変わらず、発掘調査はすべて外部に依頼しなければ行えない状況で

あった。したがって、当然のことながら、大萩地区での事業が進行するにつれて、ブル ドー

ザーによる玄室天丼部破壊という形で次々に発見される地下式横穴墓の発掘調査は調査員不

足となりその確保のためにほん走する有様であった。県単事業で行われたこの発掘調査には

石川恒太郎 (県文化財専門委員)、 日高正晴 (同 )、 田中茂 (県総合博物館学芸課主任)、

茂山護 (同主事)の各氏に調査員として依頼し、どうにか調査を終了することができた。翌

昭和49年度には文化課に県埋蔵文化財調査員会を設置し、石川恒太郎氏をはじめ県内の研究

者に調査員を委嘱し、県教育委員会の行う発掘調査に参加して もらうことにした。大萩遺跡

の調査結果について報告書を作成すべく調査員会を開き、執筆分担などについて協議を行っ

たが、諸々の事情により執筆が大幅におくれるおそれがあり、早急な報告書作成は困難と思

われた。その後文化課の方で資料の整理を進め、大方について終了したので今回、早急に公

表の責務もあるので十分ではないが文化課でまとめ得た成果を報告することにした。

なお、瀬戸ノロ地区特殊農地保全整備事業は以後数年に亘って続けられたが、県教育委員

会も昭和49年度か ら51年度まで国庫補助事業として工事前に発掘調査を実施し、既に報告書

も発行しているので参考にしていただきたい。調査員として参加いただいた上記の方々およ

び遺跡発見から調査まで種々御協力いただいた当時高原町立広原小学校長真方良穂氏 (現野

尻町教育長)、 地元の野尻町教育委員会には記して感謝申し上げる。
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註

1.宮崎県教育委員会「大萩遺跡 (1)」 瀬戸ノロ地区特殊農地保全整備事業に伴なう埋

蔵文化財発掘調査報告  1974

同 上  1975

同 上

Ⅲ。地下式横穴群の群構造

1.B 地 区

B地区は、 F地区の西にD地区土羨墓群を狭み存在するものである。一部、D地区と関係

すると考えられる 3基の土墳墓が、県指定の円墳の北方に検出されているが、地下式横穴墓

の密集はその西側に見られる。

B-1号 は、円墳下B-2号 の南南西約20%に在り、B-3号 は、B-2号 のほば北方約
40物 にある。又、B-4号 はB-3号 から北北東約10陶、B-5号 は、B-3号 から東約 5
物にある。さらに、B-5号 に対面してほぼ 5ηの間隔でB-6号 があり、この 2基の関係
は、いわゆる<円的構成>に あると考えられる。

これらB-3～ 6の 4基の北方には、B-7、 8、 10、 11号があるが、B-8号 の所在及
び方位については実測図や記録が不明である。一つの推定としては、B-4号 に対面して、
いわゆる<円的構成>されていた可能性がある。一方、B-10号はB-7号 と方位を同じく

し、南方約 13知 に在り、B-11号はB-10号の北西約14η にある。

B-9号 は、B-2号 の西50陶にあるが、B-12号はB-9号 からさらに南西約70知、B

-13号は南42物にあり、台地縁辺にグループとしては別に構成された可能性がある。

それと同様、 B-14、 15号 も密集グループの西方に 100"近 く離れており、やはり別に構

成された可能性がある。

2 C 地 区

B地区の北西に、約 150%の 間隔をおいてC地区が存在する。最もB地区よりに位置する

のが C-6、 7号で、この 2基の方位は対面して存在している。さらに、C-7号 の北西約
60η にC-1～ 3号があり、この 3基の方位はまちまちで相互にほぼ10～ 13解の間隔をもっ

2.

3.

同 上

同 上

「大萩遺跡 (2)」

「柿サII内第 I第 Ⅲ遺跡」 1976

0,
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ている。

C-4号 は、これら3基のさらに北西約60η、C-8号 は北東約 200ηにあり、C-8号

に近接して昭和53年には大萩36号 も検出されており、群の構成を異にしていると思われる。

3.全 体 の 構 成

調査地区は、東からF・ DoB・ C地区と分れるが、F地区が12基の地下式横穴墓と2基

の上墳墓からなり、D地区は17基の土壊墓からなる。 F地区に認められる2基の土壌基は古

墳時代のもの、すなわち地下式横穴墓と大きな時間:差が認められるものではなく、D地区の

弥生時代終末期の上崚墓とは区別されると考えたい。

平面分布上では、F地区が最もまとまりが良く、B地区は北東の部分が比較的まとまって

いるほかは拡散的である。グルーピング上は、指定古墳周辺とその南西の部分とは別の構成

とみた方がよい。これと同様、C地区もC-1～ 7号 までの地下式横穴墓とC-8号 周辺 (

現在までに 3基ほどが追加されている)と は明らかに別グループに属する。

一方、垂直分布にも着目をしておきたい。 F地区は、F-9号 を除き、すべて標高 200η

上に立地している。また、弥生終末の土境墓も同様に 200解上にある。これに対し、B・ C

地区は 195物～ 200η までの比高差 5η の間に分布している。

また、垂直分布の意味合いについて言えば、現地表面上での等高線とは別に、丘陵地上の

地層の起伏には微妙かつ著 しいうねりがみられるもので、うねりに対応した占地意識も問題

とされる必要がある。

-4-



Ⅲ.地下式横穴墓群の遺構と遺物

B-1号 地 下 式 横 穴 墓

主軸の方向をほば南】Llこ もち、玄室を北、竪壊を南にする平入り型の片袖の地下式横穴墓

である。天丼部の造りは明瞭でないが、棟が表現されたとみられる屈折が、断面図に認めら

れるため、 ドーム状の天丼ではなく、切妻か寄棟の家形に整形されていたものと考えられる。

又、羨門の閉塞には、幼児大から人頭大の比較的大きな河原石が用いられていたとみられ

る。

主軸長 290 cln.竪 墳は半楕円状を呈し、竪壊最大幅 140 clB、 羨門部幅40clp、 玄室短軸 130

clp、 玄室長軸 170師 、天丼の高さ70例 をそれぞれ計る。

副葬品には、直刀ないしは鉄剣、刀子などの遺物を認めることが出来るが、現在実物の所

在が明らかでない。被葬者は 1体で、奥壁に片寄せて葬られている。

第 2図 大萩 B-1号 地下式横穴墓

0         1m

-5-



B-2号 地 下 式 横 穴 墓

県指定の高塚古墳の下に位置する地下式横穴墓である。古墳墳丘の発掘はなされていない

が、墳丘自体に他の埋葬施設の存在する可能性は少なく、当地下式横穴墓を古墳の主体部と

して認めてよいであろう。

主軸の方向をやや北東方向にし、竪 lE‐を南、玄室を北にもつ、長方形プランを呈する両袖

の地下式横穴墓である。天丼部が屋根形を成さず平天丼であるため、妻入り。平入りの区別

は微妙なところであるが、被葬の状態からみれば、基本的には平入り型を想定 していたもの

と思われる。棚状施設は、玄室の東壁にのみ造られている。

主軸長 480 cll、 竪渡は 1辺 120 cln強のほば正方形を成す。羨門部幅70m、 羨道の長さ55師、

玄室の長軸 300 clm、 短軸 240帥程で、天丼の高さ90cllを 計る。又、棚状施設の幅は20伽程度

である。

被葬者は 5体で、奥壁に添いほば肩を接する間隔で葬られており、玄室の羨門寄りにはま

だ 1彿程のスペースが残されている。

副葬品の多くは棚状施設上に、しかし玄室入口寄りの半分に集中して置かれている。これ

は、被葬者を奥壁寄りに先行 して葬ったため、埋葬者たちにとって、その上部の棚状施設が

使用し難いものとなり、被葬された遺体のない床面上の棚状施設に副葬品を集中して置かな

ければならなくなったものと推定される。又、床面上にも副葬品と思われるものの幾つかが

認められるが、これらが棚状施設上から落下したものか、当初から置かれたものかは明らか

でない。

B-3号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を南西の方向にもち、玄室を南、竪壌を北にする平入り型の両袖の地下式横穴墓であ

る。

竪羨の長軸 150 clm、 短軸90clBを計り、羨門、羨道部にかけては崩れた形をしており、明瞭

ではないが、羨門の幅は 130mを計る。又、玄室も不整形で長軸 200 cll、 短軸 120～ 160 cln

を計り、天丼の高さは85clpである。天丼部の形状はカマボコ形を呈する。

被葬者は 1体とみられ、奥壁よりに頭骨が確認されている。

-6-
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第 3図  B-2号 地下式横穴墓

表 l B-2号 出上鉄剣一覧

図面

番号
全 長

刃 部 茎 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

4-1 87.0 710 3.2-48 16.0 20～35 鏑。目釘穴 3

″-7 69,2 54.6 3.3-4.5 13.4 碧茅!こ晋鉢央9糸巻き

″-3 59.1 47.2 2.6-3.6 11.9 鏑

″-4 56.6 43.2 2.7^ツ37 0.4-0,( 13.4 14ハツ2.5 鏑。目釘穴 2

″-5 41.1 29,0 1.7-2.9 14～ 1,9
鹿角装有り。
柄部の長さ 10.2伽

″-6 55.5 42.6 一～3.8 12.9 1.5-2.5 直弧文鹿角装有り。
目釘穴 2

″-7 40.5 1.9-2.8

( )は現存長 伽
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表 2 B-2号 出上鉄鏃一覧

図面

番号
鉄 鏃 形 式 全 長

鏃 身 茎 部 矢 柄
備 考

幅 厚 さ 幅 厚 さ 長 さ 径

5-8 変形圭頭斧箭式 170 11

″-9 18.3 (35)

″-10 241 130 1.4

″ -11 17.5

″-12 圭頭斧箭式 132

″-13 変形圭頭斧箭式 24.8 (3.6) 121

″-14 14.1 10

″-15

″-16 188 1.ユ

-17

-18

″-19 片丸造墾箭式 10.8

″-34 鉄斧に付着

は現存長 単位 =cln

表 3 B-2号出上刀子一覧

は甥存長 単位 =釘

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

5-20 〕.6-1,4

″-21 07-1.5

-22 ユ0,1 1.7

″-23 12 1 ユ.0-16

″-24 (14,4) (94) 1.5-1,7 1.1

″-25 185 1 5-2.6 11
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B-2号 地下式横穴墓副葬品実測図
(1)～(71 剣  (6′ )(61の鹿角装部
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B-4号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を南西の方向にもち、竪矮を北、玄室を南にする、平入り型の両袖の地下式横穴墓で

ある。天丼部が崩壊 して発見されたものらしく、その形状は明らかでない。

竪壌は台形状を呈し、その長辺に羨門が開口している。竪壊の長辺 180 clm、 短辺 110 clB、

羨門部幅80clB、 玄室長軸220clm、 短軸140c17を計り、天丼部の高さは実測図での推定60cll程である。

実測図では、 3体の被葬を確認しているが、副葬品については明らかでない。

B-5号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ南北にし、北に玄室、南に竪渡をもつ、平入り型の両袖の地下式横穴墓である。

竪壊と玄室の大きさはほば等しく、竪残の底面は台形状を呈し、羨門のつく台形の長辺lm50

clp、 短辺は 120 clpを 計る。又、玄室の長軸は 185c12、 短軸は80clBを計り、計測し得る範囲で

の天丼の高さは50師である。天丼部の形状はカマボコ形を成す。羨F日の幅 110帥、羨道部は

20～30clnの 長さである。

被葬人骨については明らかでない。

B-5号 出上の鉄鏃 (第 6図 )

5号の副葬品は、玄室の右隅に発見された鉄 が 1本だけで、ほかに副葬品はなかった。

鉄鏃は、身幅 2.391、 身厚 0.3 clnと、薄手両刃の、一見パレットナイフ形の平根造である。

鋒は銹化のため明瞭でないが、低平な圭頭乃至円頭形と考えられる。身と茎の境は、両削関

の形をとっており、逆刺はない。茎は断面矩形を呈し、末端が折れているため全長は不明で

ある。部分的に糸巻き痕がみえるが、矢柄は伴わない。鋒の尖りはみられないが、全形から

柳棄式からの変形と考えられる。

現長 13.5師 、身長 9印を計る。

I・ . 51m

第 6図  B-5号 出上の鉄鏃

B-6号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ南北にし、竪羨を北、玄室を南にもつ、平入り型の両袖の地下式横穴墓である。

竪羨の底面の長軸 220帥、短軸80～ 100例 で、玄室の長軸 230印、短軸 155 clB、 天丼の計測し

得る範囲での高さは75釦である。

玄室床面には朱の散布面が二箇所認められ、また一箇所骨片の散乱らしき箇所もあり、 3

体の被葬の可能性が考えられる。副葬品には、刀子状のもの一箇が、実測図中に認められる。

―
-11-



B-3号 地下式横穴墓
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第 8図  B-4号 地下式横穴墓
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B-5号 地下式横穴墓



B-7号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を北北西の方向にもち、竪壌を南、玄室を北にする、定形化された切妻・平入り型の

片袖の地下式横穴墓である。

竪羨の底面は一辺90～ 100伽のほぼ正方形状を成し、羨門の幅55卸、羨道の長さ30～ 40clll、

高さ70m、 玄室もほぼ正方形を成し、一辺 150～ 160 clmで、天丼の高さは棟木造り出し部ま

でで 110釦である。

羨門の閉塞には、幼児大から人頭大の河原石を用いている。玄室の四周には、 5～ 15働幅

の棚状施設がめぐらされており、天丼部には棟木、切妻の壁面には束木を表現したと思われ

る部分がある。

被葬人骨は 4体と思われ、袖のある西側壁添から3体が相添い、 1体の人骨がやや離れて

検出されている。

副葬品はB-2号 の例と同じく、被葬遺体のない東壁から、奥壁の部分は被葬遺体の上部

にかかる程度の棚状施設上に限られて、副葬されている。

日-9号 地 下 式 横 穴 墓

主軸の方向を南北にもつ、定形化された片袖の地下式横穴墓である。実測図によれば、
こ

の地域において極めて注目すべき妻入り型の地下式横穴墓とみられる。河原石による閉塞で

あったと思われるが、竪渡は失われ、その形状は明らかでない。

玄室はほぼ正方形に近く、西壁が 190 clp、 奥壁が 230 cllで ある。天丼部の高さは、頂点で

140師を計る。四周には、最小幅 8 cll、 最大幅28clBの 棚状施設が設けられている。

被葬人骨は、 4体はどあったと推定され、奥壁に添い被葬され、副葬品は奥壁上及び西壁

の奥壁よりに置かれている。これらの副葬の在り方は、B-2号・ B-7号 の被葬人骨を避

けた副葬例とは異なり、被葬に先行してか、一体埋葬時に副葬されたものと考えられる。

el



表4 B-9号 出土直刀・鉄剣寄一覧

図 面

番 号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ
一邑 厚 さ 長 さ

百
田 厚 さ

12- ユ 72.5 57.1 18-3.0 15.4 直 刀

″- 2 59,8) (47.0) (12.8) 鉄 剣

″- 3 40.5 23.8 2.5-3.5 鉾

″-17 145) 刀 子

″-18 ),8-1.4

″-19 5.5

は】存長 単位

表 5 9号出土鉄鏃一覧

は現存長 単位 =all

図面

番号
鉄 鏃 形 式 全 長

鏃  身 茎 部 矢  柄
備 考

幅 厚 さ 幅 厚 さ 長 さ 径

12- 4 変形圭頭斧箭式 18.3 平造り

″- 5 16.3

″-6 17.7

″-7 腸快柳葉式 16.6

″-8 15.6

″-9 19.6 100

″-10 12.ユ

″ -11 116:

″-12

″-13

″-14

″-15
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B-7号 地下式横穴墓
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刀子

鉄鏃

鉄鉾

鉄鏃

直刀

鉄鏃 (柳棄形 )

鉄鏃 (鉾形 )

鉄鏃 (抑葉形逆刺 )

鉄鏃 (鮮形 )

鉄鏃

鉄片

鉄鏃 (鋒形)

0 lm

第13図  B-9号 地下式横穴墓

B-10号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を北北西の方向にもち、竪渡を南、玄室を北にする。定形化された切妻・平入り型の

片袖の地下式横穴墓である。閉塞には、幼児大から人頭大の河原石を用いている。

竪羨は一部を残して破壊されているが、形状はB-7号 などと同じように、正方形に近い

定形化されたものが、残された竪羨から推定される。

玄室もB-7号 と同じくほぼ正方形に近く、一辺 190～ 210 cllを 計る。玄室の天丼の高さ
1ま 130 cm程 である。さらに、玄室東壁面には東木と思われる浮彫があり、壁面の四周には、

奥壁に崩壊が認められるものの、幅10～ 2C脇程度の棚状施設がめぐらされている。羨門部の

幅は60帥 。羨道の長さ35～45clx、 高さ75clBを 計る。

被葬人骨は 2体で、奥壁に添い被葬され、副葬品は棚状施設の上に二箇所認められる。
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B-11号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を東西方向にもち、玄室を西、竪壌を東にもつ、不整形で小型の、平入り型の両袖の

地下式横穴墓である。

玄室は南北に長軸をもち、 165 cln、 短軸は60～70mを 計る。北側の 2隅は角ばるが、南側

は丸み帯びる。天丼部の高さは、推定される範囲で95clI程度である。

羨門幅は75帥、羨道の長さは30～40mである。竪壌は大きく、全体の形状は、B-5号 に

近い。確認出来る竪壌部幅は 135 cll程度で、隅は角ばっている。

副葬品としては、直刀のほか鉄鏃の存在が示されている。又、被葬人骨の推定は難しいが 1

骨片あるいは頭骨を示す箇所が 2箇所、朱の痕跡が 1箇所確認されている。
0

0

1号地下式横穴墓

lD



表 6 B-12号 出土鉄剣一覧

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部
備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

16- 1 644 50.2 3,3-43 142 鏑

″-2 525 28^ψ37 16.7 鏑

″-3 250185 ワ.4-3.3 (7.0) 途中欠損。鏑

″-4 36.6 (270) 鏑。鹿角装有り

⑤

(〕0

)は現存長 単位 =clE

表 7 B-13号 出土直刀 。鉄剣等一覧

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

18-1 (76.0) (679) 2.4ハツ3.8 直刀。直弧文鹿角装有し

″-2 (637) (57.4) 3.1～ 3.[ 直刀

″-3 (80.0) (644) 36-49 (15,2) 鉄剣。鏑

″-4 26.3 20.6 鉄剣

-5 (11.2) (11.2) 直刀残欠

″-6 (9,2) (92) 柄部残欠

″-7 ) (9.1)

″-8 (62) (29) (3.3) 刀 子
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第 16図 B-12号地下式横穴墓 副葬品実測図
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B-13号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を北西の方向にもち、玄室を北、竪墳を南にもつ、竪装と玄室の関係のやや歪つな、

平入り型の両袖の地下式横穴墓である。閉塞には、幼児大から人頭大の河原石を用いている。

玄室の東壁 170 clB、 西壁 130 clBを 計り、奥壁はおおよそ 180 clpを 計る。棚状施設は、東壁

と奥壁にのみみられ、10～ 20c12の 幅である。天丼までの高さは80帥 ほどで、天丼の形状は稜

線をえがかず、丸い。

竪壊は、ほぼ南北に長く、長軸75～85clB、 短軸50～70印 を計る。羨門部幅50銅、羨道の長

さ50～60clBである。

被葬人骨は奥壁に寄り 1体で、両腕には貝輪が着装されている。副葬品は棚状施設上に置

かれている。

e

B-13号地下式横穴墓
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B-14号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ東西にし、玄室を東、竪装を西にする、定形化された切妻・平入り型のタイプ

であるが、両袖の形はやや偏した地下式横穴墓である。竪壌の形状は明らかでないが、羨門

の閉塞には河原石が用いられたものと思われる。

玄室は、南北壁が 180 clp、 奥壁が 2∽ c12を計り、天丼の高さは75clBである。10～ 2C脇幅の

棚状施設は、南北壁と奥壁の 3面にみられる。羨道はやや南に偏して付いており、幅は60師

程である。

被葬人骨は奥壁に 2体認められ、副葬品は南壁にのみみられる。

0         1m

第19図  B-14号 地下式横穴墓
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表 8 B-14号 出上直刀 。刀子一覧

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

20-1 808 65,4 2.0-35 154 直刀

″-7 (8.0) 0,7-l l 刀 子

″-8 (7.0) (3.0) (40) 0

″-9 (7.8)

表 9 B-14号 出土鉄鏃一覧

図面

番号
鉄 鏃 形 式 全 長

鏃 身 茎 部 矢 柄

備 考

幅 厚 さ 幅 厚 さ 長 さ 径

20-2 変形圭頭斧箭式 17.5

″-3

″-4 15,8

″-5 20.5 11

″-6 260 145

″-10 (12,1) 121) 矢柄のみ

″ -11 132 112

″-12 片刃箭式

-13
(3,7)

(  )は現存長 単位 =9n

(  )は現存長 単位 =cl■
0

Ｅ
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B-15号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を南東の方向にもつ、不整形の平入り型両柚の地下式横穴墓である。

竪羨は失われているが、閉塞は人頭大の河原石の平積みで、羨道部の確認し得る部位での

幅は44cllと狭い。玄室の長軸は 260伽 、短軸は北壁幅で 210 cn、 南壁幅で 120 clE、 天丼の高

さ80cllを 各々計る。

人骨の被葬の痕跡は、実測図中に記されていないが、刀子が北東隅に 1本認められる。

0

Ａ
Ч lll

B-15号地下式横穴墓
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C-1号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ東西にもち、玄室を西、竪壊を東にする、竪装と玄室の関係が歪つな両袖の地

下式横穴墓である。

竪墳の掘り方は 1辺 140～ 160師の正方形に近く、底面は台形状を呈し、その長辺に羨門

が付く。台形状の長辺 110卸、短辺80cllで幅90節 を計る。羨門の閉塞は河原石積みであるが、

全体に小ぶりの人頭大の河原石を用いている。

羨門部幅50卸、羨道の長さ70clnを 計る。玄室も歪つであるが、北壁が 230 cllと 長く、奥壁

は 170帥 、南壁は 180帥を各々計る。

被葬人骨は奥壁添いから4体認められ、副葬品の多数は玄室入国の右隅に一括されている。

赤褐色ローム層

赤偶色粒子混入
黒色土層

第22図  C-1号 地下式横穴墓
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第23図  C-1号 地下式横穴墓 副葬品実測図

(1)～ 14)刀子  15)～ (81鉄鏃  19)柄部

表10 C-1号 出土刀子一覧

伽
ぽ

(  )は現存長 単位 =clB

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

23-1 (12.4) (5.8)

″-2

″-3 1.0-2.1

″-4 1.1-1.6 4.4

″-9 (9,4) (9,4) 柄部残欠

表1l C-1号 出土鉄鏃一覧

図面

番号
鉄 鏃 形 式 全 長

鏃  身 茎  部 矢  柄
備  考

幅 厚 さ 幅 厚 さ 長 さ 径

23-5 変形圭頭斧箭式 (7.0) (3.2) 残欠

″-6
３

４

８

．
５
．

7.8
5.9

1.1

11

″-7 20.0

″-8 23.4



⑮

C-2号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を南西の方向にもち、玄室を南、竪竣を北にもつ、平入り型のやや楕円形のプランを

呈する地下式横穴墓である。閉塞は河原石積みによる。

竪羨は長車由80～ 90c12、 短軸60卸程度、羨門の幅60帥を計る。玄室は、長軸 200c″ 、短軸100

clpで、実測図で推定される天丼の高さは70cll程である。

被葬者は 1体とみられる。

C-3号 地 下 式 横 穴 墓

主軸を北東の方向にもち、玄室を北、竪装を南にもつ、両袖の妻入り型とみられる地下式

横穴墓であるが、全体に造りは荒く不整形である。

竪壌の底面は長方形状を成し、長軸 170印、短軸60～90例である。羨道幅は75帥程度、高

さは 100印 を計る。玄室の長軸は 280 clR、 短軸は 190 cllを計り、推定される天丼部の高さは

110 cllである。

被葬人骨は、玄室の長軸に添い検出されており、南壁寄りに被葬されている。

C-4号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ東西にもち、玄室を東、竪壌を西にする、平入り型の両袖の地下式横穴墓であ

る。

竪渡の掘り方は長方形を呈するが、底面は極端に狭く、長軸80cm、 短軸45師を計る。玄室

は台形状を呈し、奥壁が 170帥 と狭い。南北壁共 160 clp程 で、入口壁は 220 clBで 、天丼部の

高さは推定で90卸程である。幅15clBの棚状施設は南壁にのみ認められる。羨 F]の閉塞は河原

石積みである。
0 ()

被葬人骨は奥壁に添い 1体認められ、直刀・刀子などが被葬者に相添い副葬されているほ

かは、鉄鏃など棚状施設上に副葬されている。
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表 12C-3号 出土鉄剣 。刀子一覧

)は現存長 単位 =cm

O

図面

番号
全 長

刃 部 柄 部
備 考

長 さ
百
田 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

27- 1 (64.0) (506) (127) 細紐巻き柄。鉄剣

″-2 (635) (502) (13.3) 17 細紐巻き柄。鉄剣

″-3 (15.4) 11～ 15 ( 3.9) 刀子

C-4号 地下式横穴墓



表 15 C-4号 出土直刀・鉄剣等一覧

図面

番 号
全 長

刃 部 柄 部

備 考

長 さ 幅 厚 さ 長 さ 幅 厚 さ

28-ユ (67.1) (59.3) (7.8) 直刀

″-2 53,8 2,7～ 35 平織り糸巻き柄。鉄剣

″-3 32.5

″-4 10～ 1.6 刀 子

(  )は現存長 単位 =clB

0
表 14 C-4号 出土鉄鏃一覧

図面

番号
鉄 鏃 形 式 全 長

鏃  身 茎  部 矢  柄

幅 厚 さ 幅 厚 さ 長 さ 径

28-5 変形圭頭斧箭式

(  )は現存長 単位 =働

悼
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第27図  C-3号 地下式横穴墓副葬品実測図
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C-6号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ東西にもち、玄室を東、竪竣を西にする両袖の地下式横穴墓である。

竪羨の底面は 1辺70clBのほぼ正方形を成す。羨道部幅5091、 長さ70印、高さ70印を各々計

る。

玄室もほぼ正方形に近く230～ 240 clPで 、棚状施設は南壁にのみあり、奥壁に向い35卸程

の幅広なものとなる。

副葬品は、棚状施設及びその下廉面に認められる。

C-7号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほぼ東西にもち、玄室を西、竪壊を東にする両袖の切妻 `平入り型の地下式横穴墓

である。羨門の閉塞は河原石積みである。

竪羨の掘り方は上面で長方形を呈し、長軸 175 cll、 短草由150印 で、底面は長軸 120卸、短

軸80clpを 計る。玄室は長車由230 cll、 短軸 190帥 、天丼の高さ105印 である。

被葬人骨は奥壁添いから2体埋葬されていたものと思われ、副葬品は頭部及び足下の 3箇

所で検出されている。

0

中

C-6号 地下式横穴墓



C-8号 地 下 式 横 穴 墓

主軸をほば東西にもち、玄室を西、竪渡を東にする両袖の平入り型の地下式横穴墓である。

全体に荒い造りであるが、寄棟に造られた屋根形がはっきりしており、四周には幅 5 clE前 後

の不整形な棚状施設がめぐらされている。

竪壊は台形状を成すが、北半分は破壊されている。羨門幅55cll、 談道の長さ50～ 60卿、羨

道部の高さ70帥 を計る。玄室の長軸 240 cln.短 軸 180印、棟木造りの長さ150伽 、天丼の高

さ 100～ 120伽 を計る。

被葬人骨はゃ奥壁に添い 1体認められ、 左腕には貝輪が着装されている。

一〇

至
電

曹

酔

〔
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7号地下式横穴墓
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表 15B地 区地下式横穴墓一覧

地下式
横穴墓
番 号

第 22集
構 造 形 式

※方位

(竪壌～玄室 )

被葬

者数

百
田 葬 備  考

表番号 分布図

B-1 同 同

原河由片左
塞
・
閉
り
み
入
積
平
石

(南～北)
1体 (鉄剣 1,刀子 1～ 3)

B-2
両袖
棚状施設 (1壁面のみ)
(南南西～北北東 )

51水
鉄剣 7(鹿角装)刀子 6,骨鏃
1,斧頭 1,U字型鋤先 1,
石突(鉄鐸)5,不明鉄器 1

B-3
平入り。両袖

(北東～南西)
1体 (刀子 1)

B-4
平入り。両袖

(北東～南西)
3体

竪壌に
土器片 (?)

B-5
平入り。両抽

(南～北)

?

B-6
平入り,両袖

(北北東～南南西)
3憮 ?) (刀子 1)

B-7
平入りい左片袖・河原石
積み閉塞・切妻屋根形
棚状施設(4壁面)

4体 (鉄鏃 7～ 8、
直刀あるいは鉄剣 4)

東木浮彫り

B-8 図面なし

B-9 B-9 B-10
妻入り。右片抽・河原石
積み閉塞 棚状施設(4
壁面)   (北～南)

4体
直刀 1,鉄剣 1,鉾 1,刀肝
2,飽 1,鉄鏃12

B-10 B-11 B-11
平入り。左片袖・河原石
積み閉塞・切妻屋根形
棚状施設(4壁面)

2体 (1災錫鷺ほか ) 束木浮彫り

B― 」 3-10 B-12
平入り・両4由

(東～西)
2体

B-12 B-12 B-13
鉄剣 4(鹿角装 ) 図面なし

B-13 B-13 B-14
平入り。両袖・河原石
積み閉塞 棚状施設
(2壁面)(南東～北西)

1体
直刀 2～ 3,鉄剣 2,刀子 1
員輪10～ 12,櫛 1

B-14 B-14 B-15脚斃耐

。両袖・河原石積
棚状施設 (3壁
(南西～北凍 )

2体 直刀 1,刀子 3,鉄鏃 8～ 9

B-15 3-15 B-16
平入り・両袖・河原石積
み閉塞

(北西～南東)
例 子 1)

/ B-9



表 16C地 区地下式横穴墓一覧

式
墓
号

下
穴
地
横
番

第 22集 ※方位

構 造 形 式
(竪猿～玄室 )

被装

者数

百
ロ 葬 備  考

表番号 分布図

C-1 同 同

両袖 。河原石積み閉塞

傾 南東～西北西)
4本
刀子 4,鉄鏃 6,柄部残欠 1
(直刀あるいは鉄剣)

C-2
平入り,両袖 ,河原石積
み閉塞

(北東～南西)
11本

C-3
妻入り・両袖

(南西～北東)
1イ本 鉄剣 2,刀子 1,直刀 (?)

C-4
平入り。両袖・河原石積
み閉塞 棚状施設(1壁
面) (西南西～東北東)

11水

父鉄
２生

刀
鏃
直
鉄

刀子 1

C-5 図面なし

C-6 同 同

平入り。両4由
棚状施設 (1壁面) 鈴 3

C-7
平入り。両ネ由・河原石積
み閉塞・切妻屋根形

(東～西)
2体 (鉄鏃 )

C-8 C-5 C-5
平入り。両4由・寄棟屋根
形 棚状施設 (4壁面)

(東～西)
I体 (刀子 1,貝輪 2)

C



⑤

Ⅳ.土躾等出上の遺構と遺物

B-7号 の竪穴出上遺物

土器 (第 33図 )

竪穴の埋土排出中に発見された竪穴内部の出土品である。いずれも細かに破砕されており、

完形品は出土 しなかった。

(〕は、復元の結果、扁球形の器体に広国の長頸をつけた長頸壺であった。底部を欠くが、

丸底か、丸底に近い小さな平底になるものと考えられる。器壁は、内面は刷毛目痕が残るが、

外面は箆磨きされ滑らかな光沢のある器肌を見せている。頸部外面には刷毛目調整痕が残さ

れ、箆磨きのあとはない。胎土はきめ細かく、焼成も堅緻である。色調は黄褐色を呈する。

復元器高は22cm、 国径12師 、頸長10釦、胴最大径15伽を計る。

2)と G)は、胎上、焼成、色調から同一個体の口縁部と底部とみられるものである。断片的

な胴部破片を総合 して、復合口縁をもった胴張り平底の比較的大形の壷形土器が予想される。

口縁の立上り部分は横なでされており櫛描波状文等の施文はみられない。器面には部分的に

刷毛目痕が残っている。胎土は、砂粒の混入がみられるが、全体的にはきめ細かである。焼

度も高く堅緻である。色調は灰黄色を呈する。器面の所々に朱の付着痕があり朱と同時に取

扱われたことを示 している。推定回径21例 内外である。

は)は、推定回径 9伽 ほどの椀形土器片である。器面は箆磨きされ、横なでされた口縁部と

の境には小さな段がみえる。胎土は精選されきめ細かである。焼成も良く、色調は灰褐色を

呈する。部分的に朱の付着がみられる。

上 厳

B地区では、地下式B-2号を内蔵していた指定円墳の北方に、 3基の上竣が発見された。い

ずれも、ブル ドーザーによって上部の土層 (I黒土層、Ⅱ褐色粘質土層、Ⅲ黒褐色土層)を

削除されたオレンジ層に、長方形や長楕円形に黒上の陥没があったことから存在が確認され

たものである。

3基の上壊は、調査順に指定円墳からみて右端になる東側町道寄りのものから 1号、左端

。西側に位置するものをⅡ号、両者の中間に位置した土渡をⅢ号と呼称した。

I号土娘  (第 35図 1)

指定古墳の北々東34紐の位置にある。上渡は、長軸の方位をE16°Sの東西方向に置いた全

長 135側 の長方形であった。幅は東端で58師、西端幅45clnと 、西側に狭くなっていた。オレ

五
Ч
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ンジ層内に掘り込まれた壊底は平担で、側壁はほば垂直に立ち上り、現存壁高は40卸 であっ

た。上層を削除されているため掘り込み面の確認はできなかったが、恐らく、黒褐角十層中

にあったものと推定される。人骨は遺存 しなかったが、頭位は主軸方向の東西いずれかに置

かれていたことになる。仮に、土壌両端の広狭の差が、遺骸の外形に応 じた結果だとすれば、

I号土渡の頭位は、東南東に置かれていたものといえる。

副葬品は検出されなかったが、土壊周辺から数点の上器片が採集 された。

土器片は、第34図に示した 4点である9(1注ま、くの字に屈折した胴部破片で、屈折部の上

部に斜行する9本の条線が描かれており、免田式上器と考えられる。(2)と (3)は高野の脚部破

片である。どちらも脚柱に箆調整痕が残る。邪部と脚底を欠くが、(4)の破片から、外傾する

椀状の郭部に、裾開きの脚底をもつ高郷が予想される。胎土は精選されきめ細かである。

焼成も良く比較的堅織である。色調は赤褐色を呈する。予想される器形からは、古式土師器

とも考えられる。

これらの上器が、 1号土羨の送葬に伴った供献土器の一部であることは、採集位置や出土

状況から判断して間違ないであろう。

Ⅱ号土蝦  (第 35図 2)

I号土羨の西方13れ、指定円墳からは北へ27ηの位置にある。上羨は、長径 1739B、 短径

65c12の長楕円形で、長4LE位はN35° Wに置かれていた。上層の削除がひどく、残海壁高25

c12であった。側壁は外傾し、壌底は狭く、全長 115銅 、南東根1で幅40clB、 北西端幅25cmの床

面を造成していた。人骨の遺存はなかったが、床面の形から頭部方向は南東側に置かれてい

たとtttさ れる。

副葬品は発見されなかった。

Ⅲ号土PA (第 35図 3)

Ⅲ号土羨の位置は、 I号の西方 7η 、Ⅲ号からは東に 5阿 の地点である。指定古墳までの

距離は3碁中最も遠く37れであった。

上残は、長軸方位をNポ Wの ほ 南ゞ北方向に置き、長径 126 clBの長方形に掘り込まれてい

た。幅は I、 Ⅲ号同様に広狭がみられ、南端で60帥 、北側幅50c12であった。側壁は、南北両

端は垂直に、両側の長壁は中凹みに掘り込まれていた。床面は北端に凹みがみられたがほぼ

平担であった。本土羨にも副葬品は検出されなかった。

以上大萩B地区の 3基の土装は、いずれも副葬品がなく、時代推定の手懸は I号土装周辺

から採集された土器片があるだけである。採集土器片中、免田式土器からは、弥生終末に位

Ci
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置づけられるが、古式上師器とみられる高郷の存在など、実年代はかなり下ることが考えら

れる。

また、 3基の上装は主軸の方位や、遺体の外形に適応したとみられる土羨両端の広狭から

東乃至南方向に頭位を置く慣習をもっていたことが推定される。しかし、東西寄りに方位を

とるI号 と、より南北に近く方位を置くⅢ号との間には、頭位にかなりの開きがみられる。

こうした主軸方位による頭位の違が何に起因するものか、邑」葬品や人骨の遺存がないだけに

今後の課題としたい。

第33図  B-7号 竪穴出上の上器 第34図  1号土渡供献上器実測図
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V.大萩B-13号墓出土の研磨刀剣について

大萩 B-13号墓の副葬品中、棚状施設に置かれていた剣 1振と直刀 1振、それに埋葬遺骸に沿

って納置されていた直刀 1振、都合 3振の刀剣は、出土当時刀身の一部に地金の肌がみえる

ほど極めて保存状態良好なものであった。

54年秋に、宮崎県総合博物館が開催した国体開催記念特別展「日向の古墳向 に、幾多の

地下式横穴出土品と共に、大萩 B-13号墓出上の刀剣 3振 も展示された。この時日ますaこ全体

に銹化し、出土当時の地鉄の光沢は薄れていたが、他の刀剣に比べ錆の浅いことは即座に観

察できる状態であった。偶、展観中に来場された刀剣研師星加哲見氏が、すぐにこの錆の浅

い刀剣を目にとめられたことから研磨の話が進み、出土刀の保存と、刀剣の実態を観察する

目的をもって研磨に踏み切ったのであった。なにしろ県内の出土刀としては初めての試みで

もあり、若子の危惧 もなくはなかったが、館蔵刀剣の研磨の実績の深い星加哲見氏だけに全

幅の信頼をもって研磨を依頼したのであった。研磨にあたって、出土刀剣の意外な出来に感

嘆された星加氏は、その研磨所感の中で、「…実は古代刀であるので大した事はないだろう

と思っていたが、その地鉄のすばらしさに驚嘆させられ……地鉄の表面にみる地沸は、まる

で銀梨子を見る如く、すかし見る映りは……朝霧が山の谷間にたちこめるような幽玄さに…

すっかり魅了させられてしまった一」と、述べられている。

今日、「日本刀の鑑定は、半世紀の誤差をも許さない」とまでいわれるようになっている。

出土刀剣の地鉄が容易に見わけられ、造刀年代が明確におさえることができるようになれば、

時期比定の決め手を欠く地下式横穴墓の編年 には、刀剣の副葬が多いだけにこれほど有効な

基準はないことになる。しかし、出土刀の多くは深い錆に被われ、研磨できる刀身の数は極

めて限定されるだけに、大萩 B-13号墓出土刀の研磨は、今後、地下式横穴墓出土刀剣研究上

の基礎的な指標となり得るにとどまらず、ひいては日向古刀に繋がる蝦刀技術の発達を究め

ていく上でも重要な役割を果すことになるものと信じる。同時に、県内の出土刀剣の保存研

究に関する検討資料として活かされることを願わずにいられない。

この研磨された刀剣は、昭和55年 12月 1日 から27日 までの間、宮崎県総合博物館において、

「よみがえる古代の輝き一出土刀剣展」として特別展示を行なっている。

研磨した、刀剣の概要は次の通りである。
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1.切 刃 造 直 刀

全長 (現存長)(63.9側 )、 刀長 (55,4 cll)鋒 を欠ぐ。元幅 3.6印、元重ね 0.6 clB、 茎長

(7.7卸 )、 茎の元幅 2.9 ctB、 茎の元重ね (0.7 cll)

刀姿一反りはほとんどみられない。むしろ梢々内反り気味である。先端部を欠 くために切

先の状態については明らかにし得ない。切刃は、刃先から鏑までの幅が狭く、傾斜部分の幅

は 0.8側の幅で通り、真直な鏑筋をみせる。棟は角棟に造っている。

区は、刃区の片区となっており、斜めの深い切込みに造る。部分的に欠慣もあり完形でな

いため原形については明確でないが、比較的幅の狭い茎がつく。懸通し孔の有無、日釘孔の

位置等確認できない。

地鉄については、大板目になって杢が混り、全面に地沸がこまやかにたち、特に上部の処

々に地斑をみる。地景があり、ほのかに模様をみせて映り立つ。また、棟肌は柾目に流れ地

が沸えて地景がかるなど、地鉄のすばらしさをみせている。

一方焼刃については、現存部分に関してはみられない。焼入れのない丸蝦ながら切刃部分

には刃縁が柾目状に波打って流れている。焼入れのない切刃ながら、刃色は白く浮き立つよ

うにみせた研磨となっている。

3振の研磨刀剣の中では地鉄も精良で、作柄も最良である。軟かい感じの地鉄に杢目肌を

混える地肌には、後世の粟田日系を街彿させる部分もみえる。粟田日系作刀の中に、えびの

市真幸吉田産の岩鉄を使用したとされ「日州真幸住――」の銘を切るものがあることは注目

される。本刀を含め、西諸県地方の地下式横穴墓の出土刀剣が、どこの鉱鉄を材料としたか

いまは明らかでないが、産地の問題も併せ日向古刀との関連など興味深いものがある。斜め

に深く鋤き取った片区の形態には、 6世紀場の伝統を残している。しかし、切刃造刀の出現

が 7世紀を遡り得ないとする各地の出土例に従うならば、本刀もまた 7世紀以降のものとみ

るのが妥当であろう。現在のところ、地下式横穴墓の出土刀の中で、切刀造と考えられるも

のには、カマス鋒を呈する久見迫 1号基の出土刀と、大萩27号墓出土刀が挙げられる。

2.平 造 刀

平造、角棟、片区の直刀である。現在長は (76.0側 )、 刃長 (68cln)反 りなし、元幅 3.2

cln、 先幅近く (23釦 )、 元重ね 0.6 clBを 測る。茎長は (8帥 )、 茎の元幅 3.O cllで ある。

鋒と茎先を欠損するための刀身の完形は明確でないが、全体に細身の刀身を示す。研磨前

には刀身にかなりの曲折があり地鉄の軟かさを示唆 していた。区は、切刃造と同様刃区の片

0

0



0

区であるが、切 り込みの浅い角区に造っている。茎は、半ばより欠損しているが、 3 clB幅の

やや広めの形態の茎が予想される。茎元から 5.5 cllの位置に目釘孔 1個をみる。柄元には直

弧文を刻んだ柄木装具部分が残存する。

本刀の地鉄は、板目が大まかに流れ、板目混りとなっている。地沸は厚くつき、上、中、

下の三ケ所にほのかな移りをみることができる。刀身中ほどに残る銀え合せ目の痕跡を界に

して、刀身の上下に地鉄の違いをみせている。手元近く大板目をみせる。

焼刃については、蝦え合せ目付近と、先端近くに焼入れの形跡が認められる。焼入れの見

える部分には沸粒が凝結してみられ、透しみれば勾いとしてみえる。しかしながら、全体と

しては明確な焼刃は形成されていないとみた方がよい。

刀身全体としては、大まかな柾目流れとなり蝦造の度合いの低いことをしめしている。こ

とに刀身の中ほどに残る蝦え合せ目の筋痕は、蝦造の低さを如実に物語るものである。 3振

の研磨刀の中ではもっとも粗造りの感じの直刀であるが、研ぎ当りは軟かで、大和伝えであ

り、且つ、波平そのものを感じさせる地肌をみせている。

一般に角区は 6世紀の後半には出現している。本刀の場合、棟区がなく、刃区の片区であ

る点、なお 6世紀の伝統を残しているといってよい。しかし、共伴の切刃造刀と関連してみ

れば、やはり7世紀に比定すべきかもしれない。ただ、棟刃両区の角区刀の出土例が少ない

だけになお検討の余地がある。

3。  父J

現存長 (699L)、 刃長は (64側 )、 元幅近く4.4 cll、 先幅近 く3.5 cv、 鏑重ねは0.5～ 0.6

卸、茎長 (5師 )を計測する。

剣身は比較的幅広く、身幅中央を走る鏑筋を整然と造る両刃の剣である。剣鋒及び茎先の

欠損が惜しまれる。

区は、銹化のために明瞭でないが、斜めの削り区になっている。

茎は、半以上を欠損しており、原形の確認ができないのが残念である。他の出土例との対

比からすれば、全長12cll前後の細長い形態の茎が予想されるが断定できない。部分的に遺る

柄木には、柄元部分に円形の痕跡がみえることから多分に自扱文の彫刻のあったことが推察

される。

この剣の地鉄は、小板目が柾目状に流れ、地沸厚く、しかも段うつり風にしまだった移り

となる。地肌に 3段の焼入れによる移りがみえる。ズブ焼きで、焼刃はいってない。
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出土剣の研磨は実例が少ないだけに、本例は出土剣の研究上好例となろう。直刀と同様焼

刃なく丸銀ながら鏑筋がよく通り、剣としては極めて成形の良好な作品といえる。一般に剣

は比較的早い時期の古墳に出土 していることが多いが、地下式横穴墓での剣の副葬時期がど

れだけの幅をもつか確定していないだけに問題も残るが、切刃造刀とあくまでも同時埋置と

すれば当然 7世紀の所産ということになる。逆に剣を基準に切刃造刀の上限を検討 してみる

ことも必要かとおもえる。

参 考 文 献
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切刃造直刃

全長 幌 存長)
刃長

元幅 3.69
茎長  (■ 7効 )
元幅  2.9伽

(6&9効 )
(55.4伽 )鋒欠損
元重  o.6釘

平造大刀

平造、角棟、片区の直刀である
現存長は 96m)
刃長  (68師)反 ,な し
元幅 3.2伽 先幅近く(23働 )

父J

鏑色 両刃
現存長  (69効 )刃 長  (64伽 )
元幅近く 44師  先幅近く &5働
鏑重ね 住5～ C6働
茎長  (5∽ )元重 (0.7伽 )  元重 0.6伽

茎長   (8師 )
元幅 3.0伽

大萩地下式横穴群出土遺物

(宮崎県総合博物館収蔵目録より)





大萩地下式横穴墓群

一 人 骨 編 一



|

ロ

1.本報告は、昭和48年から昭和50年 にか

けて宮崎県教育委員会が実施した西諸県

郡野尻町大萩地下式横穴群の発掘調査に

おいて出上 した埋葬人骨にかかる報告で

ある。

2.昭和58年調査されたB・ C地区で発見

された地下式横穴の遺構については、本

書27集で報告している。

3.昭和49年調査されたF地区で発見され

た地下式横穴の遺構及び出土人骨の一部

については、昭和50年刊行 した瀬戸ノロ

地区特殊農地保全整備事業に伴う埋蔵文

化財発掘調査報告「大萩遺跡位)」 で報告

している。

例
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宮崎県野尻町大萩地下式横穴出土の古墳時代人骨

松 下 孝 幸

は じめに

大萩遺跡は宮崎県西諸県郡野尻町大字三ケ野山に所在 し、弥生時代終末期の上壊墓群、住

居址および古墳時代の地下式横穴 (古墳)な どからなる遺跡であるが、この遺跡の本格的

な調査が、昭和48年 (1973年 )の秋から翌49年 (1974年)の 2月 にかけてと49年 (1974年 )

の秋から翌50年 (1975年 )の 1月 初旬にかけて行なわれた。前者の調査が行なわれたところ

はA一 C区、後者は E、 F区と呼ばれているが、このA―C区の地下式横穴 (古墳)から合

計10体 、F区から合計11体の古墳時代人骨が発掘されている。その後、昭和56年 (1981年 )

の 2月 には37号墳が発見され、発掘調査が行なわれ、 5体の人骨が検出された。 F区から出

土 した人骨については、その一部を内藤 (1974)が既に報告 しているが、A一 C区などから

出土 した人骨については今日まで報告する機会がなかった。

長崎大学医学部解剖学第二教室では、かねてから南九州に特異的に存在する地下式横穴 (古

墳)に特に注目し、人骨の収集とその人類学的研究を続けているが、最近、宮崎県の古墳時

代人に地理的変異が存在することを示唆するような資料も増えつつある。また西日本各地か

らも古墳時代人骨があい次いで発掘されており、これらの古墳時代人骨の人類学的研究を進

めていく上でも、宮崎県の古墳時代人骨の特徴を明らかにしておくことが必要である。

大萩地下式横穴 (古墳)か らは、上記の一連の調査で合計26体の古墳時代人骨が出土 した

ことになり、宮崎県の地下式古墳人の研究にとって貴重な資料となるものである。人類学的

観察および計測を行ない、他の資料との比較検討を行なったので、その結果を報告 したい。

なお、幼小児骨については、分部が別稿で詳述 しているので、本稿では成人骨についての

み報告する。

資  料

昭和48年 (1973年 )の秋から翌49年 (1974年 )にかけて発掘調査が行なわれたA― C区か

らは合計10体、49年 (1974年 )の秋から翌50年 (1975年)に かけて発掘調査が行なわれたF

*Takayuki Matsushita:(長崎大学医学部解剖学第二教室)

(Department of Anatomy,Faculty of Medicine,Nagasaki University)



区からはH体、昭和56年 (1981年 )の 37号墳の調査では 5体の古墳時代入骨が発掘された。

表 1に示すとおり、これら26体のうち男性は12体、女性は 9体、性別不明の成人骨は 2体、

幼小児骨は 3体であり、各人骨の性別、年令等は表 2のとおりである。なお人骨番号は、前

回は通 し番号を付けたが、孝古学的所見と照合する際不便なので、各墳墓毎にその墳墓番号

を冠して人骨番号を付け直した。

なお、この人骨群の所属時代は古墳時代後期である。

計測方法は、Martin― Saller(1957)に よったが、一部は Howells(1973)の 方法で計

沢1した。また睡骨の横径は森本 (1971)に ならい、オリビエの方法で計測 し、鼻根部につい

ては鈴木 (1963)の方法と松下 (1983)の方法で計測を行なった。

比較資料としては、宮崎県の地下式古墳人の例として、本庄28号 (松下、他、1982)、 灰

塚 (内藤、1973)、 上の原 (松下、1981)、 日守 (松下、1981)、 旭台 (松下、他、1983)、

す

019
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菓子野 (松下、他、1983)、 の各地下式横穴

(古墳)か ら出土 した地下式古墳人および山

口市の朝田墳墓群第二地区にある横穴墓出土

の古墳人を用い、主に宮崎県内での検討を行

なった。

また、F区から出上 した人骨の所見の一部

は、既に報告 しているが、その後の研究の進

展もあるので、再度記載 した。

表 3 F区 出土人骨
人骨番号  性別  年令  備考

成人 (含成年)  幼小児 合計
男性 女性 不明

表 1 資料叡

A― C区
F区
37号墳
合  計

表 2 A一 C区出土人骨
人骨番号  性別  年令  備考

2号墳 1号人骨  男性  熟年  顔面朱
3号墳 1号人骨  女性  壮年  顔面朱
2号人骨  男性  熟年  顔面朱
3号人骨  一  対uE  顔面朱

3号墳 1号人骨  不明
2号人骨  男性

4号墳 1号人骨  女性
2号人骨  女性

5号墳 1号人骨  男性
6号墳 1号人骨  女性
2号人骨  女性

7号墳 1号人骨  女性
2号人骨  男性

9号墳 1号人骨  男性
10号墳 1号人骨  男性

不明

壮年

不明  四肢骨朱 (少 )

壮年

熟年  顔面朱

壮年  ｀

壮年

熟年

壮年  顔面朱少 )

壮年

熟年  顔面朱

4号人骨  女性  熟年
5号人骨  男性  熟年

4号墳 1号人骨  男性  壮年
5号墳ユ号人骨  一  小児
2号人骨  不明  熟年
3号人骨  一  小児

顔面朱

顔面朱 (少 )

表 4 37号墳出土人骨
人骨番号  性別  年令 備考

1号人骨  男性
2号人骨  女性
3号人骨  男性
4号人骨  女性
5号人骨  男性

成年

成年  顔面朱
熟年  頭蓋朱
熟年  顔面朱 (少 )
壮年  顔面朱
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所  見

各骨の計測値は表 22～ 37に示すとおりである。

≪A一 C区出土人骨≫

2号墳 4号人骨 (男性、熟年 )

頭蓋と下肢骨とが残存 していた。

(1)頭蓋

1.脳頭蓋

前頭骨、左右の頭頂骨および左側の鱗部を欠く側頭骨が残存 していた。脳頭蓋の後ろ半分

を欠損 しているので、頭蓋長幅示数は算出できないし、頭型を推測することもできないもの

である。

縫合は冠状縫合と矢状縫合の前半分とが観察可能で、両縫合とも内板は癒合しているが、

外板は開離 している。また、外耳道の観察は左側のみが可能であったが、左側外耳道には骨

腫は認められない。

計測は最小前頭幅のみが可能で、その計測値は88翻 である。

2.顔面頭蓋

右側頼骨および上顎骨歯槽突起を欠いていた。眉上弓の隆起は著 しく強く、鼻根部には陥

凹が認められる。鼻根部はやや狭いが、鼻骨の隆起は強いものではない。

計測ができたのはわずかな部分のみで、上顔幅が 102阿、眼寓高は32翻 (右 )、 31翻 (左 )

で、眼寓の高径は低 く、鼻幅は27翻である。

3.下顎骨

下顎体と左側下顎枝が残存 していた。下顎体の高径はやや高い。

4.歯

下顎歯は下顎骨に釘植 して、上顎歯は遊離 して残存 していた。残存歯を歯式で示すと次の

とおりである。

//M1/Pi C 12 h 11 12 C P1/ / M2M3

h/13M21Vll P2 Pi C 12 11 1 12 C  PI P2

/:不明 (破損 )

○ :歯槽開存

● :歯槽閉鎖

MI M2/

咬耗度は BrOcalの 3度である。

以下同じ



2)四肢骨

四肢骨は下肢骨のみが残存 していた。

1)下肢骨

1.大腿骨

右側骨体の遠位半が残存 していたにすぎない。

発達 しており、矢状径は大きい。

計測値は骨体の推定中央位での矢状径が29翻

示数は lH.54(右)と なり、示数値は大きく、

2.睡骨

右側骨体の遠位部が残存 していた。計測ができたのは最珂ヽ周のみで、この計測値は 79翻

(右)である。

3.隣骨

右側骨体の遠位部が残存 していたにすぎない。骨体は著 しく扁平である。

G)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が著 しく強いことから、男性と考えられ、年令は縫合が内板で癒合

していることや歯の咬耗度から、熟年と推定される。

3号墳 1号人骨 (女性、壮年 )

頭蓋のみが残存 していた。

(1)頭蓋

1.脳頭蓋

後頭骨と右側側頭骨の大部分および左側の乳様突起を欠損 していた。頭蓋の径は月ヽさい。

縫合は三主縫合とも内外両板は開離している。また、外耳道は両側とも観察できない。

後頭骨を欠いているので、頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は 142阿で大きい。

頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測することが可能であり、頭型は短

頭型である。

2.顔面頭蓋

右側の頼骨弓を欠いていることと上顎骨前頭突起の保存状態が悪いことを除けば比較的保

存状態は良好である。眉上弓の隆起は著 しく弱く、前頭部は膨隆している。鼻根部はやや狭

く、鼻骨の隆起はやや強い。

径は中程度であるが、骨体両側面は後方ヘ

(右 )、 横径が26脚 (右 )で、骨体中央断面

骨体中央周は84脚である。

▲
▼
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顔面頭蓋の計測値は、中顔幅が92翻 、上顔高は55翻 で、ウイルヒョウーの上顔示数は5978

となり、者 しく低上顔である。

眼寓幅は41阿 (右、左)、 眼富高は33翻 (右、左)で、眼寓示数は8049(右 、左)と な

り、両側とも mesOkonch(中眼寓)に属している。鼻幅は26翻 、鼻高は48伽で、鼻示数は

54.17と なり、 Chamaerrhn(低 鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が16翻 、鼻根横弧長は19翻で鼻根彎曲示数は 84.21であり、

両眼富幅は95翻で、眼寓間示数は 1684で ある。鼻骨最小幅は 7翻、前頭突起上幅は10翻

(右 )、 9翻 (左 )、 鼻根角は 144度、鼻根陥凹示数は 16.13と なる。

側面角は全側面角が80度である。歯槽側面角は計測できないが、この角度は小さい。

3.下顎骨

下顎体のみが残存 していた。その径は著 しく小さい。

4.歯

上下両顎とも歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示せば次のとおりである。

///P2Pi C 12 11 0 12 C P1 / / M2/

/ M2MI P2 Pi C ● 11 11● C Pa P2 MI M2/

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。下顎の側切歯は両側とも残存せず、歯槽は閉鎖 してい

る。右側中切歯は遠心側へやや傾斜 し、左側の方は犬歯が切歯側へ捻転しており、また歯槽部

には歯周疾患などの病的所見も認められず、下顎両側側切歯は抜去された可能性が強い。こ

れが縄文時代や弥生時代にみられる風習的なものかどうかは、にわかに判断しがたいが、同

じ宮崎県の旭台地下式横穴 (古墳)出上の古墳時代人骨 (7号墳 7号人骨、女性)に も、下

顎の側切歯を抜去 した疑いのある例があることを指摘 しておきたい。

磁)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が著 しく弱く、前頭部も膨隆していることから、女性と考えられ、

年令は三主縫合が内外両板とも開離していることや歯の咬耗が著 しく弱いことから、壮年と

推定される。

3号墳 2号久骨 (男性、熟年 )

頭蓋と上腕骨とが残存 していた。

(J 頭蓋

1 脳頭蓋
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右側側頭骨、後頭骨の左半分および右側側頭骨の乳様突起を欠損 していた。縫合は三主縫

合とも内板は閉鎖 しており、冠状縫合および矢状縫合は外板も部分的に閉鎖 している。また、

外耳道は左側のみが観察可能で、左側外耳道後壁には軽度の骨腫が認められる。

計沢1値は頭蓋最大長が 186111111、 頭蓋最大幅は計測できないが、バジオン・ ル グマ高は128

Hulである。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測することが可能であり、

頭型は中頭型である。また頭蓋長高示数は 68.82と なり、頭高は低い。

2 顔面頭蓋

前頭骨の右側の一部、右側類骨を欠いている。眉上弓の隆起は強く、鼻骨の隆起もやや強

いので、鼻根部は陥凹 している。また鼻根部はやや狭い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が H3Hull、 上顔高は66Hulで、頼骨弓幅、中顔幅、顔高は計測で

きない。

眼高幅は411tlll(左 )、 眼高高は3311ull(左 )で 、眼高示数は 80.49(左 )と なり、左側は

mesokonch(中眼寓)に属 している。鼻幅は27Hllll、 鼻高は5211ullで 、鼻示数は 5192と なり、

chamaerrhin(低鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が171111、 鼻根横弧長は22HIlで鼻根彎由示数は 7727で ある。

鼻骨最小幅は10111111、 前頭突起上幅は10HDll(左 )、 鼻根角は129度、鼻根陥凹示数は 24.00と

なり、鼻根部は狭 く、鼻骨の隆起は強く、鼻根部の陥凹も強いことがうかがえる。また前頭

突起水平傾斜角は計測できないが、前頭突起は矢状方向を向いており、この角度はかなり刈ヽ

さいと推定される。

側面角は全側面角が87度、鼻側面角は90度、歯槽側面角は74度である。

3.下顎骨

下顎体と下顎角を欠 く右側下顎枝が残存 していた。その径は大きく、下顎切痕はやや深い。

また、右側第二刈ヽ日歯の後面に下顎隆起が認められるc

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示せば次のとおりである。

//P2PI C 11 12 C R P2 MI M2

M2MI P2 PI C 12 ● L 12 C PI P2 MI A/12 /

咬耗度はBrOcaの 3度である。

下顎中切歯は 1本 しかなく、両側側切歯との間があいており、この 1本の下顎中切歯はち

|

||

00
|

|



T

0

0

|

ょうど正中部に存在するので、左右の区別がつかない。本来 2本 の中切歯が萌出するが、本

例では左右どちらかが先天的に欠損 し、正中部に 1本だけが萌出したものと考えられる。な

お上顎左右の第二大臼歯と下顎右側第二大田歯は未萌出である。

2)四肢骨

四肢骨は上腕骨のみが残存 していた。

1)上肢骨

1 上腕骨

右側骨体の近位部が残存 していた。計測は不可能なものである。

8)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が強いことから男性 と考えられ、年令は三主縫合とも内板が閉鎖

しており、冠状縫合および矢状縫合については外板も部分的に閉鎖 していることや歯の咬耗

状態から、熟年と推定される。

3号墳 4号人骨 (女性、熟年 )

頭蓋のみが残存 していた。

(D 頭蓋

1.脳頭蓋

右側 1/3と後頭骨の大部分を欠損 していた。径は小さく、また乳様突起も月ヽ さく、前頭

部はやや膨隆している。外耳道は両側とも観察可能であるが、左右とも外耳道骨腫は認め

られない。縫合は、三主縫合のうち冠状縫合および矢状縫合の内板は閉鎖 しているが、外板

は冠状縫合で開離 しており、矢状縫合は部分的に閉鎖 し始めている。またラムダ縫合は内外

両板とも開離している。

計測値は頭蓋最大長が 1 7 1 Hul、 頭蓋最大幅は計測できないが、バジオン・ブレグマ高は127

11111で ある。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測することが可能であり、

頭型は短頭型である。頭蓋長高示数は 7427である。また正中矢状弧長は35 2 11ulで ある。

2.顔面頭蓋

前頭骨の右側の一部、右側頼骨を欠いている以外は良く残存 している。眉上弓はわずかに

隆起し、鼻根部は広いが、著 しくは扁平ではなく、鼻骨もやや隆起している。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が9411ull、 上顔高は594ullで、頼骨弓幅、中顔幅、顔高は計測でき

ない。
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眼冑幅は42Hul(左 )、 眼寓高は32dul(右 )、 31 dul(左 )で、眼高示数は 73.81(左 )と な

り、左側は Chamackonch(低 眼高)に属 している。鼻幅は25ulll、 鼻高は45Hulで、鼻示数は

5556と なり、Chamaerrhin(低鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が20mull、 鼻根横弧長は25Hlllで鼻根彎曲示数は 80.00である。

鼻骨最小幅は13Hull、 前頭突起上幅は12 dull(右、左 )、 前頭突起水平傾斜角は74度、鼻根角は 138

度、鼻根陥凹示数は 1538であり、鼻骨や鼻根部は広いが、前頭突起は矢状方向を向いてい乱

側面角は全側面角が85度 、鼻側面角は91度、歯槽側面角は61度で、強い歯槽性突顎傾向が

うかがえる。

3.下顎骨

下顎体と下顎角を欠 く右側下顎枝が残存 していた。下顎体の高さは低 く、下顎枝も低い。

また下顎切痕は浅い。なお、左側第二小日歯の後面にごく弱い下顎隆起が認められる。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示せば次のとおりである。

/ M2MI P2 PI C 12 0 0 12 C PI P2 Ml M2

M3M2MI P2 PI C 12 11 11 12 C Pl P2 MI M2 0

咬耗度は BrOcaの 3度である。なお上顎左側第二大臼歯は未萌出である。

磁)性別 。年令

性別は、乳様突起が小さく、前頭部もやや膨隆 していることから、女性と考えられ、年令

は、ラムダ縫合の内外両板はともに開離 しているものの、冠状縫合および矢状縫合の内板が

閉鎖 していることや歯の咬耗が強いことから熟年と推定される。

3号墳 5号人骨 (男性、熟年 )

頭蓋と上腕骨とが残存 していた。

位)頭蓋

1.脳頭蓋

右側側頭骨および後頭骨の右側半を欠いているが、それ以外はほぼ完全である。乳様突起

は大きい。外耳道は左側のみが観察可能であるが、左側外耳道後壁にはやや大きい骨腫が認

められる。縫合は、三主縫合のうち矢状縫合は内外両板とも閉鎖 しており、冠状縫合および

ラムダ縫合も内板は閉鎖 しており、外板も部分的に閉鎖 している。

計測値は頭蓋最大長が 1 78 1tul、 頭蓋最大幅は計測できないが、バジオン・プレグマ高は127

|

」

|

| |
|

011
|

|



下

0

0

O

脚である。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測することが可能であり、

頭型は中頭型である。また頭蓋長高示数は 71.35で ある。

2.顔面頭蓋

左右の頼骨を欠いている以外は完全である。眉上弓は強く隆起 し、鼻根部はやや広く、扁

平であり、鼻骨も鼻根側 1/3あ たりからやや隆起 している。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が 103初、類骨弓幅は計測できないが、中顔幅は 101翻、顔高

は119阿、上顔高は66翻で、ウイルヒョーの顔示数および上顔示数はそれぞれ、 65.35、

117.82である。

眼高幅は計測できないが、眼寓高は33脚 (右 )、 32脚 (左)である。鼻幅は26翻、鼻高は

53翻で、鼻示数は 49.06と なり、 mesorrhin(中 鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が20翻、鼻根横弧長は23伽で鼻根彎曲示数は 86.96である。

鼻骨最小幅は11伽、前頭突起上幅は11翻 (右 )、 10翻 (左 )、 前頭突起水平傾斜角は66度、

鼻根角は 150度、鼻根陥凹示数は 12.90で あり、鼻骨や鼻根部は広いが、前頭突起は矢状方

向を向いている。

側面角は全側面角が83度、鼻側面角は86度、歯槽側面角は71度である。

3.下顎骨

両側とも下顎底から下顎角部に至る部分を欠損 している。下顎体の高さは高く、下顎枝も

大きいが、下顎切痕は浅い。また、筋突起は強く外反 している。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示せば次のとおりである。

0● ● O Pi C 12 11 h12C P1 0● 0●

M3M2MI P2 Pi C Iユ 12 C PI P2〕ツII〕v12〕ツ13

咬耗度は BrOcaの 3度である。なお下顎の両側第三日歯には綿蝕が認められ、ほば残根

状態である。

2)四肢骨

四肢骨は上腕骨のみが残存していた。

1)上肢骨

1.上腕骨

右側は上腕骨頭の一部と骨体中央部が、左側は骨体が残存 していた。径はあまり大きいも

のではなく、また三角筋粗面の発達も良くない。
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計測値は、中央最大径が22翻 (右 )、 21翻 (左 )、 中央最小径は18翻 (右 )、 17伽 (左 )

で、骨体断面示数は 81.82(右 )、 80.95(左)と なり、扁平性は認められない。中央周は

66翻 (右 )、 64翻 (左 )である。

2)性別・年令

性別は、眉上弓の隆起が強いことから男性と考えられ、年令は、三主縫合のうち矢状縫

合は内外両板とも閉鎖 しており、冠状縫合およびラムダ縫合も内板は閉鎖 しており、外板も

部分的に閉鎖 していることや歯の咬耗状態から、熟年と推定される。

4号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

頭蓋のみが残存 していた。

(D 頭蓋

1.脳頭蓋

頭蓋冠の大部分を欠損 していた。すなわち、前頭骨前頭鱗の右側 2/3、 右側頭頂骨、左

側頭頂骨の右 1/3、 および後頭骨の底部を欠いていた。乳様突起は大きい。外耳道は両側

とも観察可能であるが、左右とも外耳道骨腫は認められない。縫合は、三主縫合のうち矢状

縫合の一部およびラムダ縫合が観察できたが、両縫合は内外両板とも開離している。

計測値は頭蓋最大長のみが計測可能で、この計測値は 184翻である。頭蓋長幅示数は算出

できないが、観察 したところ、やや長頭に傾いているようである。

2.顔面頭蓋

右側頼骨は残存してはいるが、他の部分と接合できない。眉上弓の隆起はやや強いが、鼻

根部の陥凹は強くない。鼻骨は広いが鼻根部はやや狭く、鼻骨の隆起はそれほど強くない。

顔面頭蓋の計測値は、上顔高が (73)翻 で高く、頼骨弓幅、中顔幅、顔高は計測できない。

眼寓幅は43側 (左)、 眼寓高は34翻 (右 )、 32腕 (左 )で、眼寓示数は 74.42(左 )と な

り、左側は Chameakonch(低眼寓)に属 している。鼻幅は25翻、鼻高は52励で、鼻示数は

48.08と なり、 mesOrrhin(中鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が19翻、鼻根横弧長は23翻で鼻根彎曲示数は 82.61である。

鼻骨最小幅は10印、前頭突起上 I冨は 9胸 (左 )、 鼻根角は143度、鼻根陥凹示数は 17.14で

あり、鼻骨は広いがやや鼻根部は狭く、また前頭突起水平傾斜角は測れないが、前頭突起は

矢状方向を向いている。

側面角は全側面角が (87)度、鼻側面角は89度、歯槽側面角は (82)度で、歯槽性突顎の傾
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向は認められない。

3.下顎骨

下顎骨は残存 していなかった。

4.歯

上顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示せば次のとおりである。

M3M2MI P2 Pよ C12 11 1 11 12 C PI P2 M10●

咬耗度は BrOcaの 2～ 3度である。

2)性別 。年令
)191は、眉上弓の隆起がやゃ強いことから男性と考えられ、年令は矢状縫合の一部およびラム

ズ縫合が内外両板とも開離していることや歯の咬耗が比較的弱いことから、壮年と推定される。

5号墳 2号人骨 (性月1不明、熟年 )

頭蓋の大片が残存 していたにすぎない。

租)頭蓋

左右の頭頂骨の一部、前頭骨のブレグマ付近および後頭骨の後頭鱗が残存していた。骨壁

はやや厚い。縫合は、三主縫合のうち冠状縫合のごく一部および矢状縫合が観察できた。両

縫合の内板は癒合閉鎖 しているが、外板は開離している。

2)性別・年令

性別は不明であるが、年令は縫合の癒合状態から熟年と考えられる。

≪ F区出土人骨≫

3号墳 1号人骨 (性別、年令不明)

頭蓋片、左側大腿骨近位部、上腕骨骨体の一部、

"F骨

骨体の一部、肋骨片、中手骨、下顎

右側第三大日歯などが残存していたが、保存状態は著しく悪く、計測も観察もできないもの

である。従って、性別、年令を明らかにすることはできなかった。

3号墳 2号人骨 (男性、壮年)

頭蓋片と四肢骨とが残存していた。

(D 頭蓋

頭頂骨の骨片や左右側頭骨の錐体部および下顎骨右下顎角部が残存していた。下顎体は低

01
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く、下顎枝の後方への傾斜は大きい。

遊離歯が残存 しており、これを歯式で示すと次のとおりである。

/M2M1/PI C// //C PI P2 M2 M2 M3

/ M2MI P2 Pi C / h //C///恥 /

咬耗度 は BrOcaの 1度である。

2)四肢骨

肩甲骨、上腕骨、大艦骨が残存 していた。

1)上肢骨

1.肩甲骨

左右とも関節寓あたりが残存 していた。

2.上腕骨

右側は骨体が、左側は骨体遠位部が残存 していた。骨体は遠位部ではやや細いが、中央部

はやや大きい。

計測は右側のみが可能で、中央最大径は22dul(右 )、 中央最小径16Hull(右 )で、骨体断面

示数は 72,73(右 )と なり、骨体は扁平である。中央周は66dull(右 )で ある。

1)下肢骨

1.大腿骨

左側の外側顆、骨頭などが残存 していただけである。

偲)性別 。年令

性別は、上腕骨の大きさや大腿骨骨頭が大きいことから男性と推測され、年令は、歯の咬

耗が著 しく弱いことから壮年と考えられる。

4号墳 1号人骨 (女性、年令不明 )

大腿骨と睡骨が残存 していた。

1.大腿骨

左右不明の骨体と右側の外側顆が残存 していたが、保存状態は著 しく悪い。従って、計測

はできないが、骨体は小さい。

2.睡骨

右側は骨体遠位部が、左側は骨体の一部が残存 していた。睡骨も計測はできないが、その

径は/1ヽ さい。
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3.性別 。年令

性別は、大腿骨と睡骨の径が小さいことから、女性と考えられるが、年令は不明である。

4号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

頭蓋片と大腿骨の一部が残存 していたにすぎない。

位)頭蓋

頭蓋片、下顎の筋突起と関節突起の一部が残存 していた。また上顎右側第一小臼歯と下顎

右側大臼歯がそれぞれ 1本ずつ残っていた。咬耗度は BrOcaの 2度である。

2)四肢骨

大腿骨のみが残存 していた。

1,大腿骨

大腿骨頭から頸部あたりにかけての部分が左右とも残存 していた。計測はできないが、径

は著 しく小さい。

偲)性別 。年令

性別は、大腿骨の径が著 しく小さいことから女性と考えられ、年令は、残存歯の咬耗が弱

いことから壮年 と推定される。

5号墳 1号人骨 (男性、熟年 )

(J 頭蓋

1.脳頭蓋

後頭骨を完全に欠失 している以外は完全である。乳様突起は大きく、縫合は三主縫合のう

ち冠状縫合と矢状縫合とが観察可能で、内板は両縫合とも完全に癒合 しており、矢状縫合は

外板も大部分が閉鎖 しているが、冠状縫合の外板は開離 している。外耳道は左側のみが観察

可能であるが、外耳道骨腫は認められない。

頭蓋最大長とバ ジオン。ブレグマ高は計測できないが、頭蓋最大幅は 1 45 11ullで ある。頭蓋

長幅示数は算出できないが、観簾によって頭型を推測すれば、短頭型に属しているようである。

2 顔面頭蓋

顔面頭蓋は完全である。眉上弓の隆起は強いが、鼻骨の隆起な弱いので鼻根部には陥凹は

認められない。また鼻根部はやや狭 く、鼻骨も狭い。

頼骨弓幅は 13911111、 中顔幅は99Hull、 顔高は 1 1 4 Hull、 上顔高は64Hlllで 、顔示数は82.01(K)、

01●



115。 15(V)、 上顔示数は 4604(K)、 6465(K)と なり低顔、低上顔である。

眼寓幅は43翻 (右 )、 41翻 (左 )、 眼寓高は30翻 (右 )、 31翻 (左)で、眼富示数は69.77

(右 )、 7561(左)と なり、左右とも Chamaekonch(低 眼寓)に属 している。鼻幅は27

翻、鼻高は49翻で、鼻示数は 55.10と なり、 Chamaerrhin(低 鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼高間幅が18翻、鼻根僕弧長は21翻、鼻根彎曲示数は 85,71と なり、

鼻骨最小幅は 8翻、前頭突起上幅は11翻 (右、左)、 前頭突起水平傾斜角は90度 と小さく、

また鼻根角は 138度、鼻根陥凹示数は 16.13で ある。

側面角は、全側面角が83度、鼻側面角が84度、歯槽側面角は76度で、歯槽性の突顎は認め

られない。

3.下顎骨

左右とも下顎角部を欠損 しているが、それ以外の保存状態は良好である。径はやや大きい

が、下顎切痕は浅いようである。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

O M2MIP2 Pl C 1l12C PI P2 h/110

M3M2MI P2 Pl C 1l 12C PI P2 M1 0 ●

咬耗度は BrOcaの 3度である。なお上顎左側第三大臼歯は未萌出と考えられる。

2)四肢骨

1)上肢骨

鎖骨と上腕骨とが残存 していたが、保存状態は悪いものである。

1.鎖骨

右側の胸骨端側 1/2が残存 しており、その径は大きい。

2.上腕骨

左右不明の骨体の一部が残存 していたが、保存状態は者 しく悪い。

2)下肢骨

大腿骨と睡骨とが残存 していた。

1.大腿骨

左右とも骨体が残存 していた。骨体の横径は小さいが、両側面は後方へ著 しく突出してお

り、柱状を呈 している。

骨体中央矢状径は29翻 (右)、 30翻 (左 )、 骨体中央横径は24伽 (右、左)で、骨体中央
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断面示数は 12083(右 )、 12500(左 )と なり、柱状性の著 しいことがうかがえる。骨

体中央周は84翻 (右 )、 89翻 (左 )である。

2.睡骨

左右の骨体が残存 していた。その径はあまり大きいものではない。

計測ができたのは右側のみであり、中央最大径は28翻 (右 )、 中央横径は21伽 (右)で、

中央断面示数は 75,00(右 )と なり、骨体周は77翻 (右 )である。

G)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が強いことから男性と考えられ、年令は、冠状縫合と矢状縫合の内

板が完全に癒合しており、矢状縫合は外板も大部分が閉鎖 していることから、熟年と推定さ

れる。

6号墳 1号人骨 (女性、壮年 )

(D 頭蓋

前頭骨の左側半分、左側頭頂骨、左側側頭骨および後頭骨が残存 していた。乎Llk突起は小

さく、縫合は三主縫合のうち冠状縫合の左側半分とラムダ縫合左側部とが観察可能で、この

部分は内外両板とも開離 している。外耳道は左側のみが観察可能で、外耳道骨腫は認められ

ない。また眉上弓の隆起は弱く、前頭部は膨隆している。

頭蓋の計測はできないが、径は小さいようである。

2)四肢骨

大腿骨と睡骨とが残存 していた。

1,大腿骨

右側の骨体が残存 していた。径は小さく、粗線の発達は良くないが、骨体の両側は後方へ

突出している。

骨体中央矢状径は26翻 (右 )、 骨体中央横径は22翻 (右 )で、骨体中央断面示数は H818

(右 )となり、柱状性が認められる。骨体中央周は75翻 (右)で、上骨体断面示数は 8462

となり、骨体上部は扁平である。

2.睡骨

左側の骨体が残存 していたが、保存状態が悪く、計測はできない。

は)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱く、前頭部も1彰隆していることから女性と考えられ、年令は、

00
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観察できた冠状縫合とラムダ縫合の内外両板がともに開離 していることから壮年と推定され

る。

6号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

頭蓋と四肢骨が残存 していた。

は)頭蓋

後頭骨の右側外側部の一部と右側側頭骨の錐体および歯が残存 していただけである。遊離

歯を歯式で示すと、次のとおりである。

//////// ///PI P2 M1//

|

|

|

|

|
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|

M3M2M1/P1///

咬耗度はBrOcaの 1度である。

////////

2)四肢骨

左側大腿骨の骨体と右側睡骨の骨体のごく一部とが残存 していた。保存状態が悪く、いず

れも計測はできないが、観察 したところでは径は大きくない。

G)性別 。年令

性別は、大腿骨の径が小さいことから女性と考えられ、年令は、歯の咬耗が弱いことから

壮年と考えられる。

7号墳 1号人骨 (女性、熟年 )

(〕 頭蓋

1.脳頭蓋

左側約 1/3を欠損 している以外は良く残存 していた。乳様突起は大きく、三主縫合の内

板はともに癒合しており、外板は三者とも開離 している。外耳道は右側のみが観察可能で、

外耳道骨腫は認められない。

頭蓋最大幅は計測できないが、頭蓋最大長は176翻 、バジオン・ ブレグマ高は 130翻であ

る。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測すれば、中頭型に属 している

ようである。また頭蓋長高示数は 73.86で ある。

2.顔面頭蓋

顔面頭蓋は右側半は完全である。眉上弓の隆起は弱い。鼻骨の隆起も弱いので鼻根部には

陥凹は認められない。また鼻根部はやや狭く、鼻骨も狭い。
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頼骨弓幅、中顔幅は計測できない。顔高は 1 07 Hul、 上顔高は60mullで 、顔の高径は低い。

眼寓幅は40Hlll(右 )、 眼寓高は31 nul(右 )で、眼寓示数は 77.50(右 )と なり、右側は、

mesottonch(中眼寓)に属 している。鼻幅は24Hul、 鼻高は4411ullで 、鼻示数は 54.55と なり、

chamaorrhin(低 鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が19翻、鼻根陵弧長は22阿、鼻根彎曲示数は 86.36と なり、

鼻骨最小幅は 8 1ul、 前頭突起上幅は 8 Hull(右 )である。前頭突起水平傾斜角は計測できない

が、やや大きそうである。

側面角は、全側面角が83度、鼻側面角が87度 、歯槽側面角は70度で、歯糟性の突顎が認め

られる。

3 下顎骨

右側半分が残存 していた。径はやや大きいが、下顎切痕は浅い。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M2MI P2 PI C 12 11 II 12 C Pl島  Ml M2

Mぢ Ml P2 Pi C 12 11 PI B MI M2 M3

咬耗度は BrOcaの 2度である。なお上顎左右と下顎右側の第二大国歯は未萌出である。

2)四肢骨

1)上肢骨

鎖骨、上腕骨が残存 していた。

1.鎖骨

右側は胸骨端部のみが、左側は両端を欠く大部分が残存 していた。径は小さく、中央垂直

径は8 Hul(左 )、 中央矢状径は1 l Hull(左 )で、鎖骨断面示数は7273(左)と なり、また中

央周は3211111(左 )である。

2.上腕骨

右側の骨体が残存 していた。緻密室が剥落 しているため、計測できないが、径は小さいよ

うである。

2)下肢骨

1.寛骨

右側は腸骨体が、左側は恥骨が残存 していた。大坐骨切痕の角度は大きい。

2.大腿骨

O●
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右側は遠位端を欠 く大部分が、

のものの後方への突出は弱いが、

い。

骨体中央矢状径は26Dul(右 )、

(右)である。骨体中央周は83EHa

平である。

3 睡骨

左側は大腿骨頭が残存 していた。径はやや大きく、骨体そ

粗線が柱状に突出する。また計測はできないが、長さは長

骨体中央横径は2611Hl(右 )で、骨体中央断面示数は 100.00

(右 )で、上骨体断面示数は 7419と なり、骨体上部は扁

左側の近位部の外側面が残存 していたにすぎず、径は小さい。

は)性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱いことや大坐骨切痕の角度が大きいことから女性と考えられ、

年令は、三主縫合の内板がともに癒合 していることから熟年と考えられる。

7号墳 2号人墳 (男性、壮年 )

(〕 頭蓋

1.脳頭蓋

右側後頭部を欠いている以外は良く残存 している。乳様突起は大きく、外後頭隆起は強く

突出しており、三主縫合は内外両板とも開離 している。外耳道は左側のみが観察可能である

が、外耳道骨腫は認められない。

頭蓋最大幅は計測できないが、頭蓋最大長は 1 8 8 Hull、 バジオン、ブレグマ高は 1 4 0 11ulで あ

る。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測すれば、長頭に傾いているよ

うである。また頭蓋長高示数は 7447で あり、正中矢状弧長は37 5 Hulる ある。

2 顔面頭蓋

顔面頭蓋は右側の頼骨弓を欠損 している以外は完全である。眉上弓の隆起はやや強い。鼻

骨の隆起は弱 く、鼻根部は比較的扁平である。

頼骨弓幅は計測できないが、顔長は 1 0 3 11ull、 中顔幅は 1 0 8 11ull、 顔高は 1 2 1 Hull、 上顔高は65

Hllで、顔示数は 11204(V)、 上顔示数は 60,19(V)で ある。

眼寓幅は44血 (右 )、 45dul(左 )、 眼寓高は3311ull(右 )、 3411ul(左)で、眼寓示数は 7500

(右 )、 75.56(左 )と なり、左右とも Chamaekonch(低 眼寓)に属 している。鼻幅は27

11M l、 鼻高は48Hulで、鼻示数は 56.25と なり、chamaerrhin(低鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が2111ull、 鼻根横弧長は24 Hull、 鼻根彎曲示数は 87.50と なり、
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鼻骨最小幅は12 Hull、 前頭突起上幅は1 l Hul(右 )、 9 11ull(左 )である。前頭突起水平傾斜角は

63度で、小さい。

側面角は、全側面角が85度、鼻側面角が89度、歯槽側面角は72度で、歯槽性の突顎が認め

られる。

3.下顎骨

両側とも下顎角と関節突起を欠いていた。径は大きく頑丈で、特に下顎体の高径は高い。

また下顎切痕はやや深い。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

/0● ○ /c o ll L12C P1 0● ●

M3M2MI P2 PI C 12 0

咬耗度は BrOcaの 2～ 3度である。

乾)四肢骨

1)上肢骨

鎖骨、上腕骨および不え骨が残存 していた。

1.鎖骨

左側の一部が残存 していたにすぎない。

2.上腕骨

両側の骨体中央部と遠位部とが残存 していたが、保存状態が悪 く、計測はできない。

3.Iえ骨

左側骨体が残存 していた。骨間縁は内側へ強く突出している。骨体横径は1711ull、 骨体矢状

径は14Hulで、骨体断面示数は 7059で ある。

2)下肢骨

大腿骨の骨体が残存していた。

1.大腿骨

左側の骨体が残存 していた。径はやや小さいが、粗線は良 く発達 している。骨体中央矢状

径は261tul(左)、 骨体中央横径は2511Ml(左 )で、骨体中央断面示数は 10400(左 )と なる。

骨体中央周は81 11ull(左 )である。

は)性別 。年令

性別は、層上弓や外後頭隆起の発達が良いことから据性と考えられ、年令は、三主縫合が

O 12 C PI P2 Ml M2
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内外両板ともまだ開離 していることから壮年と推定される。

9号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

(J 頭蓋

1.脳頭蓋

右側側頭骨の側頭鱗 と前頭骨の右側眼寓部の一部 とを欠いている以外は良 く残存 して

いる。乳様突起は中程度であるが、外後頭隆起の発達は比較的良好である。三主縫合は内外

両板とも開離 している。外耳道は両側とも観察可能で、両側とも前壁に外耳道骨腫が認めら

れる。

頭蓋最大長は 1 8 0 11ull、 頭蓋最大幅は 1 4 5 Hul、 バジオン。ブレグマ高は 1 3 6 dulで 、頭蓋長幅

示数は 80.56、 頭蓋長高示数は 75.56、 頭蓋幅高示数は 93,79と なり、頭型は、 braCh― ,

hyps卜,metriokran(短 、高、中頭)に属 している。

また、頭蓋水平周は 523 dull、 正中矢状弧長は 36 2 Hullで ある。

2.顔面頭蓋

顔面頭蓋は右側の頼骨弓を欠損 している以外は完全である。眉上弓の隆起はやや強い。鼻

骨の隆起は弱く、鼻骨はやや広いが、鼻根部は狭 く、また比較的扁平で、比較的端整な顔面

頭蓋である。

類骨弓幅および中顔幅は計測できないが、顔長は 1 0 1 dull、 顔高は H4H lll、 上顔高は65Hullで

ある。

眼寓幅は41Hll(左 )、 眼寓高は34dullく左)で、眼寓示数は 82.93(左 )と なり、左側は、

ch:i:埜ユ4nl橿 :§ ||:::と二li::鼻

中冨は27Hul、 多草薦:は 5011ulで、夢談示数 1ま 54.00と なり、
       O

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が 1811ull、 鼻根横弧長は22111111、 鼻根彎曲示数は 81.82と なり、

鼻骨最小幅は■ llull、 前頭突起上幅は 9 Hll(右 )、 8 Hull(左 )である。前頭突起水平傾斜角は

86度で、やや小さい。

側面角は、全側面角が84度、鼻側面角が86度、歯槽側面角は80度 で、歯槽性の突顎は認め

られない。

3.下顎骨

右側の下顎枝を欠いていた。全体の径は大きく頑丈で、下顎角は著 しく外反 しているが、

下顎体の高径は低い。また下顎切痕は浅い。
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上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M3 M2MI P2 P, C 12 11 1l 12 C P2 P2 MI M2

M3 M2 MI P2 PI C 12 11 11 12 C PI P2 Ml M2

咬耗度は BrOcaの 1～ 2度である。

2)四肢骨

1)上肢骨

c   
千

骨

蓬暑]骨

、上腕骨、機骨および尺骨が残存 していた。

右側は鳥日突起が、左側は関節寓部が残存 しており、関節寓は大きい。

2 鎖骨

右側は中部の一部が、左側は肩峰端が欠損 しているが、その他はほぼ完全である。骨体は

太 くて、頑丈である。

3.上腕骨

左側の近位 2/3が 残存 していた。中央最大径は24dul(左 )、 中央最小径は1911ull(左)く

骨体断面示数は 79,17(左 )と なり、扁平性は弱い。また中央周は70null(左 )である。

4.携骨

右側は近位部を欠いており、左側は骨体中央が残存 していた。骨体はやや大きい。

5.尺骨

左狽1の遠位 1/2が残存 していた。大きさは男性としては普通である。

2)下肢骨                       ヽ

寛骨、大腿骨、4TI骨 、BIF骨および膝蓋骨が残存 していた。

1.大腿骨
右側は大転子を欠 く以外はほぼ完全である。骨体の径はあまり大きいものではなく、粗線

の発達も悪いが、骨体後面はやや後方へ発達 している。

最大長は42 2 wll(右 )、 自然位全長は4 1 8 11ull(右 )、 骨体中央矢状径は29Hull(右 )、 28Hul

(左 )、 骨体中央横径は25Hull(右 、左)で、骨体中央断面示数は 116.00(右 )、 H2.00(左 )

である。骨体中央周は85伽 (右)、 83胸 (左)で、長厚示数は 20.33(右)である。

2.睡骨
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両側とも遠位端と内側顆を欠損 していた。骨体の径はあまり大きくないが、長さはやや長

いようである。

計測ができたのは左側のみであり、中央最大径は28dullく左)、 中央横径は2211ul(左)で、

中央断面示数は 78.57(左 )と なり、骨体周は79Hul(左 )である。

3 俳骨

左側骨体が残存 していた。骨体は扁平である。

偲)推定身長値

大腿骨最大長から、Pearsonお よび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞ

れ 16064師 、 159,14釦である。

は)性別 。年令

性別は、眉上弓や外後頭隆起の発達が良いことから男性と考えられ、年令は、三主縫合が

内外両板ともまだ開離 していることや歯の咬耗が弱いことか ら壮年と推定される。

10号墳 1号人骨 (男性、熟年 )

位)頭蓋

1 脳頭蓋

うしろ 1/3と 左側側頭骨を欠損 していた。乳様突起はやや大きく、三主縫合の内板は癒

合 しており、矢状縫合の外板も癒合 している。また冠状縫合およびラムダ縫合の外板も部分

的に癒合 している。外耳道は左側のみが観察可能であり、後壁下部には大きい外耳道骨腫が

認められる。

長罹帖 ζ亀竜 、、頭i/至≧ 層こ啓l至塁 B捲寄手弼忌Sを撮|:ま、とF::L琵 言     O

る。

2.顔面頭蓋

左側半分を欠損 している。眉上弓はやや隆起 し、鼻骨もやや隆起 している。

上顔高は67Hulで、顔面頭蓋の幅径は計測できないが、観察したところ幅径は広い。

眼寓幅は4211ull(右 )、 眼寓高は35Hull(右 )で、 眼高示数は8333(右)と なり、 右側は

mesokonch(中 眼寓)に属 している。鼻高は5411ulで あるが、鼻幅は計測できない。

鼻根部の計測値は、鼻根角が 137度、鼻根陥凹示数は 17.39である。

側面角は、全側面角が91度、鼻側面角が 100度、歯槽側面角は63度で、強い歯槽性の突顎
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が認められる。

3.下顎骨

右側の下顎枝の一部が残存 していたにすぎない。

4.歯

上顎には歯が釘植 しており、下顎の歯も遊離して残存 していた。残存歯を歯式で示すと次

のとおりである。

○ ○ O P2 Pi C 12 0 [10/P1////

/////////M2M1/Pi C//

咬耗度は BrOcaの 2度である。

偲)性別・年令

性別は、乳様突起が大きく、眉上弓がやや隆起 していることから男性と考えられ、年令

は、三主縫合の内板が癒合しており、外板も部分的に癒合していることから熟年と推定され

る。

《37号墳出土人骨≫

37号墳 1号人骨 (男性、成年)

(1)頭蓋

1.脳頭蓋

うしろ約 1/3を欠損 している。縫合は三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合の一部が観察

できたが、両者は内外両板とも開離 している。外耳道は両側とも観察可能であり、外耳道骨

腫は両側とも認められない。

頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は 139翻、バジオン・ ブレグマ高は140翻であ

る。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測すれば、短頭型である。頭蓋

幅高示数は 97.90で、また横弧長は312翻 である。

2 顔面頭蓋

顔面頭蓋は左側頼骨の一部を欠損している以外は完全である。眉上弓の隆起はあまり強い

ものではない。鼻骨の隆起は弱く、鼻骨や鼻根部はやや狭い。

顔長は94翻、頼骨弓幅は139翻、顔高は109翻、上顔高は58翻で、中顔幅は計測できない。

顔示数は 78.42(K)、 上顔示数は 41.73(K)である。

眼寓幅は42翻 (右 )、 眼高高は33翻 (右)、 33翻 (左)で、眼冑示数は 7857(右 )とな
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り、左側は mesOkonch(中 眼寓)に属 している。鼻幅は27翻、鼻高は49翻で、鼻示数は55,10

となり、 Chamaerrhin(低鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が18加、鼻根横弧長は22翻 、鼻根彎曲示数は 8182と なり、

鼻骨最小幅は 8翻、前頭突起上幅はH翻 (右 )、 11翻 (左 )である。前頭突起水平傾斜角は

104度で大きく、鼻根角は 141度、鼻根陥凹示数は 17.86で ある。

側面角は、全側面角が82度、鼻側面角が84度、歯槽側面角は67度で、歯槽性の突顎が認め

られる。

3.下顎骨

右側の下顎角を欠いている以外はほば完全である。下顎枝は広く、下顎切痕は浅い。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

O M2MlP2 Pi C 12 h I,12 C PI P2 Ml M2 M3

M3M2MI P2 PI C 12 11 1 11 12 C PI P2 MI M2 M3

咬耗度はBrOcaの 1度である。なお下顎の第三大日歯は両側とも水平智歯である。

2)四肢骨

1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨、携骨および尺骨が残存 していた。

1.上腕骨

右側は完全であるが、左側は骨体のみが残存 していた。長さはやや長く、骨頭はまだ骨体

と癒合 していない。

上腕骨最大長は291翻 (右)、 中央最大径は23翻 (右 )、 22翻 (左 )、 中央最小径は16翻

(右、左)で骨体断面示数は 6957(右 )、 72.73(左)と なり、骨体は扁平である。また

骨体最小周は59翻 (右 )、 57翻 (左 )で、中央周は64翻 (右 )、 63翻 (左 )である。

2 権骨

右側は頸の一部を欠いている以外は良く残存 しており、左側は骨体の一部が残存 していた。

径はあまり大きいものではない。また遠位部には骨端線が残存 している。

3.尺骨

右側の骨体が残存 していた。長さはやや長い。また遠位骨端は癒合 していない。

2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨が残存 していた。

O

0
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1.寛骨

左右とも腸骨が残存 していた。寛骨臼は大きく、恥骨結合面には平行隆線が認められる。

2.大腿骨

左右とも遠位端を欠いている。大腿骨頭は大きいが、骨体の径はやや小さく、丸い。骨体

中央矢状径は25翻 (右 )、 26mlT(左 )、 骨体中央横径は24翻 (右 )、 23翻 (左 )で、骨体断

面示数は 104,17(右 )、 113.04(左 )である。骨体中央周は78翻 (右 )、 77翻 (左)で、

また上骨体断面示数は 73.33(右)となり、骨体上部は扁平である。

3.睡骨

両側とも近位端を欠いている。長径はやや長く、ヒラメ筋線の発達は認められない。骨体

中央位での断面形は、右はヘリチカのV型、左はⅣ型を呈している。

中央最大径は28翻 (右、左)、 中央横径は20伽 (右、左)で、中央断面示数は 71.43(右、

左)と なり、骨体周は78翻 (右 )、 76翻 (左 )、 最小周は72伽 (右 )、 70闘 (左)であ

る。

8)推定身長値

右上腕骨最大長から、 Pcarsonお よび藤井の公式を用いて、推定身長値を算出してみると、

それぞれ 154.8 6 clB、  154.4 3 clxで ある。

は)性別 。年令

性別は、眉上弓がやや隆起していることや大腿骨頭が大きいことから男性と考えられ、年

令は、縫合が内外両板とも開離していることや上腕骨、携骨および尺骨
の骨端がまだ癒合し

ていないことから成年と推定される。

37号墳 2号人骨 (女性、成年 )

(D 頭蓋

1.脳頭蓋

うしろ半分を欠損している。縫合は三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合の一部が観察でき

たが、両者は内外両板とも開離している。外耳道は両側とも観察可能であり、外耳道骨腫は

両側とも認められない。

頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は 146伽、バジオン・ ブレグマ高は 131翻であ

る。頭型は脳頭蓋の半分を欠損しているので、推測することもできない。頭蓋幅高示数は

89.73である。また横弧長は321翻 である。
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2 顔面頭蓋

顔面頭蓋は左側煩骨を欠損 している以外は完全である。眉上弓はわずかに隆起 し、前頭結

節の発達は良好である。また鼻吾の隆起は弱 く、鼻根部はやや広い。

頼骨弓幅および中顔幅の計測はできないが、顔長は 1 0 7 11ull、 顔高はH2Hul、 上顔高は64Htll

である。

眼寓幅は41 Hull(右 )、 眼寓高は31 dull(右 )で、眼寓示数は 75.61(右 )と なり、左側は

chamaekonch(低眼寓)に属 している。鼻幅は29 Hull、 鼻高は501tullで 、鼻示数は 5800と なり、

hyperchamaerrhin(過 低鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が19Hul、 鼻根横弧長は2311ull、 鼻根彎曲示数は 8261と なり、

鼻骨最小幅は 8 HIIl、 前頭突起上幅は13dul(右 )、 1411ull(左)である。前頭突起水平傾斜角は

97度で、鼻根角は141度 、鼻根陥凹示数は 1786である。

側面角は、全側面角が89度、鼻側面角が89度、歯槽側面角は89度で、歯槽性の突顎は認め

られない。

3.下顎骨

両側の下顎角と左側の関節突起を欠いている。径はやや小さく、下顎切痕は浅い。

4歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M2MI P2 PI C 12 11 11 12 C PI P2 h/11ふ ,12

M3M2MI P2 PI C 12 11 11 12 C PI● Ml M2

咬耗度は BrOcaの 1～ 2度である。なお下顎の左側第二大臼歯と上顎の両側の第二大臼

歯は未萌出である。また下顎左側第二小臼歯の歯槽は閉鎖 しており、第一小日歯は頼側へ捻転

し、かつ遠心側へ傾斜 している。周辺の歯槽の状態は良好であり、歯槽の吸収のために歯根

が露出することもなく、病的所見は認められないことから、抜去された可能性が強い。

2)四肢骨

1)上肢骨

肩甲骨、鎖骨、上腕骨および↑え骨が残存 していた。

1.鎖骨

左側は胸骨端が残存していたにすぎないが、右側は両端の一部を欠損 していただけで保存

状態は良好である。鎖骨は細くて長い。

2.上腕骨
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左側は骨体の一部が残存 していたにすぎないが、右側は遠位部を欠 く以外の保存状態は良

好である。骨体はやや大きく、また遠位端はまだ癒合 していない。

中央最大径は2311ull(右 )、 中央最小径は15Hull(右 )で、骨体断面示数は 6522(右 )と な

り、骨体は扁平である。また骨体最小周は58Hul(右 )、 中央周は671tul(右)である。

2.本完骨

右側の近位 2/3が残存 していた。径はあまり大きいものではない。

2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨が残存 していた。

1.大腿骨

左右とも骨体と骨頭とが残存 していた。骨体の径は小さく、粗線の発達も悪 く、骨体断面

は丸い。骨体中央矢状径は23Hllll(右 )、 241tull(左 )、 骨体中央横径は231tul(右 、左)で、骨

体断面示数は 10000(右 )、 10435(左)である。 骨体中央周は76 11ul(右、左)で、ま

た上骨体断面示数は8148(右 )である。

2 睡骨

左側は近位端を欠くだけで保存状態は良いが、右側は骨体のみが残存 していた。長さはや

や長く、ヒラメ筋線はやや発達 しており、骨体中央位での断面形は右はヘリチカのV型、左

はⅡ型を呈 している。

中央最大径は284ull(右 、左)、 中央横径は18 Hull(右、左)で、中央断面示数は 64.29(右

左)と なり、骨体は扁平である。また骨体周は75Hul(右 )、 7311ull(左 )、 最小周は6611ull(左 )である。

0 性別 。年令

性別は、前頭結節の発達が良好であることや大腿骨の径が小さいことから女性と考えられ、

年令は、縫合が内外両板とも開離 していることや上腕骨の遠位端がまだ癒合 していないこと

から成年と推定される。

37号墳 3号人骨 (男性、熟年 )

(D 頭蓋

1.脳頭蓋

後頭骨後頭鱗の大部分と左右の頭頂骨の一部を欠損 している。三主縫合のうち冠状縫合は

内外両板とも開離 しているが、矢状縫合の内板の一部とラムダ縫合の内板はともに癒合 して

おり、両者の外板は開離 している。外耳道は両側とも観察可能であり、外耳道骨腫は両側と

OI
1
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も認められない。

頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は 1 4 2 Dull、 バジオン・ ル グマ高は 1 3 6 11ullであ

る。頭蓋長幅示数は算出できないが、観察によって頭型を推測すると、中頭型に属 している

ようである。頭蓋幅高示数は 95,77である。また横弧長は309dulである。

2.顔面頭蓋

顔面頭蓋は完全であり、舌骨も残存 していた。眉上弓は強く隆起 し、また鼻骨の隆起も強

いので、鼻根部はやや陥凹している。鼻骨は狭いが、鼻根部はやや広い。

顔長は9411ul、 頼骨弓幅は 1 4 5 Hull、 中顔幅は 1 0 1 Hull、 顔高は H l llull、 上顔高は64dulで、顔示

数は76.55(K)、 10990(V)、 上顔示数は 44.14(K)、 6337(V)と なり、著 し

い低、広顔傾向が認められる。

眼寓幅は41 11ull(右 )、 43mull(左 )、 眼寓高は32Hull(右 )、 33Hll(左 )で、眼寓示数 は 7805

(右 )、 76.74(左 )と なり、両側とも mesOkOnch(中 眼寓)に属 している。

鼻幅は28Hul、 鼻高は51 11ulで 、鼻示数は 54.90と なり、chamaerrhin(低 鼻)に属 している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が2011ull、 鼻根横弧長は22Hul、 鼻根彎曲示数は 90,91と なり、

鼻骨最小幅は 7 dull、 前頭突起上幅は131111(右 )、 15 Hul(左 )である。 前頭突起水平傾斜角は

120度 で、鼻根角はH8度、鼻根陥凹示数は 25,00で ある。

側面角は、全側面角が82度、鼻側面角が88度、歯槽側面角は56度で、歯槽性の突顎の傾向

が強い。

3 下顎角

ほぼ完全である。左側の筋突起は外反 しており、下顎体の高径は低 く、下顎切痕は浅い。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

V13M21V1l P2 Pi C 12 11 h 12 C PI P2 WII W12 �13

h/L M2 MI P2 PI C 12 11 11 12 C PI P2 VII〕 V12〕げ13

咬耗度は BrOcaの 2～ 3度である。

12)四肢骨

1)上肢骨

肩甲骨のごく一部、鎖骨、上腕骨、携骨が残存 していた。

1.上腕骨

右側の遠位 1/2が残存 していた。計測ができたのは骨体最小周のみで、59Hullで ある。

C)

O
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2.携骨

右側骨体の中央部が残存 していた。径はあまり大きいものではないが、骨間縁はほぼ中央

位で鋭く突出している。

2)下肢骨

寛骨、大腿骨、睡骨および左側 BJF骨の骨体遠位部がわずかに残存 していた。

1.寛骨

左右とも腸骨、恥骨が残存 していた。径はやや大きく、恥骨下角は小さい。

2.大腿骨

左右とも大転子を欠いている以外はほぼ完全である。長さはあまり長くはなく、骨体の径

もそれほど大きいものではないが、大腿骨頭は大きい。骨体の後方への発達は悪く、骨体は

比較的丸い。

最大長は398例 (右 )、 403阿 (左 )、 骨体中央矢状径は27伽 (右 )、 26翻 (左)、 骨体

中央横径は26翻 (右 )、 25翻 (左 )で、骨体断面示数は 103.85(右 )、 104.00(左 )で

ある。骨体中央周は83脚 (右 )、 81翻 (左)で、また上骨体断面示数は74.19(右 )、 71.88

(左)となり、骨体上部は扁平である。

3.lTI骨

両側とも近位端を欠いている。ヒラメ筋線の発達はあまり良いものではないが、左右とも

骨体後面に一稜を形成 している。骨体中央位での断面形は左右ともヘリチカのⅣ型を呈 して

いる。

中央最大径は30阿 (右 )、 29翻 (左)、 中央横径は19翻 (右 )、 18翻 (左)で、中央断面

示数は 63.33(右 )、 62.07(左)となり、骨体は著 しく扁平である。また骨体周は79翻

(右 )である。

0 推定身長値

大腿骨最大長から、 PearsOnお ょび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞ

れ 156.13釦 (PearSOn 右 )、 157.07 clI(PearsOn 左 )、 153.2 1 clB(藤井 、 右 )、 154.31釘

(藤井、左)と なり、低身長である。

は)性別 。年令

性別は、眉上弓が強 く隆起 し、恥骨下角も小さいことから男性 と考えられ、年令は、

矢状縫合の内板の一部とラムダ縫合の内板がともに癒合 していることから熟年と推定さ

れる。
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37号墳 4号人骨 (女性、熟年 )

(1)頭蓋

1.脳頭蓋

うしろ半分を完全に欠損 している。縫合は三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合の一部が観

察できた。矢状縫合は内外両板とも開離しているが、冠状縫合の内板は癒合 しており、また

外板の一部にも癒合が認められる。外耳道は左側のみが観察可能であったが、外耳道骨腫は

認められない。

頭蓋最大長、頭蓋最大幅、バジオン・ ブレグマ高は計測できない。従って頭蓋長幅示数も

算出できないが、観察によって頭型を推測すれば、長頭に傾いているようである。

2 顔面頭蓋

顔面頭蓋は上顎骨の歯槽突起を欠いている以外はほば完全である。眉上弓と鼻骨の隆起は

弱く、鼻根部はやや広くて、扁平である。

頼骨弓幅は (138)翻、中顔幅は101翻、顔高は 109伽で、上顔高は計測できない。顔示

数は (7899)(K)、 105,86(V)で ある。

眼寓幅は40伽 (右 )、 40爾 (左 )、 眼寓高は32翻 (右 )、 31翻 (左 )で、眼高示数は80.00

(右 )、 77.50(左)となり、両側とも mesOkonch(中 眼寓)に属している。

鼻高は51爾 で、鼻幅は計測できない。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が18翻、鼻根横弧長は21翻、鼻根彎曲示数は 85,71と なり、

鼻骨最小幅は 8翻、前頚突起上幅は10翻 (右 )、 10伽 (左 )である。前頭突起水平傾斜角は

88度で、鼻根角は150度、鼻根陥凹示数は 11,Hで ある。

側面角は計測できない。

3 下顎骨

左右の下顎角および右側の関節突起を欠いている。下顎体の高径はやや高く、下顎枝は広

く、また下顎切痕は浅い。

4 歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M3M2MI P2 P1/1211 11 12 C PI P2 MI M2/

M3M2MI P2 Pi C 12 11 1l12C Pl P2 1V[l M2 �13

咬耗度は BrOcaの 2度である。また下顎右側の第三大日歯の舌側に異常咬頭が認められ、

また頼側遠心隅には異常な結節が存在する。

〔(〔〉

0
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2)四肢骨

1)上肢骨

鎖骨、上腕骨、携骨および尺骨が残存 していた。

1.上腕骨

左右不明の骨体の一部が残存 していたにすぎない。

2.携骨

右側の骨体が残存 していた。径はやや刑ヽさいが、骨間縁は中央部で鋭く突出する。

3 尺骨

右側の遠位 1/2が残存 していた。骨体の径は小さい。

|.ヤ①   2)下肢骨
寛骨、大腿骨、睡骨および緋骨が残存 していた。

1 寛骨

右の腸骨が残存 していた。径はやや小さい。

2,大腿骨

右側は骨体と骨頭、左側は骨頭が残存 していた。骨体の径はやや河ヽさく、粗線の発達も悪

い。骨体中央矢状径は24翻 (右 )、 骨体中央横径は23TIB(右 )で、骨体断面示数は 104.35

(右 )である。骨体中央周は74翻 (右 )で、また上骨体断面示数は 74.07(右)と なり、骨

体上部は扁平である。

3 睡骨

右側のみが残存 していた。近位端を欠いている。径はあまり大きいものではないが、ヒラ

メ筋線はやや発達 している。骨体中央位での断面形はヘ リチカの■型を呈 している。

中央最大径は25翻 (右 )、 中央横径は18伽 (右)で、中央断面示数は 72.00(右)と なり、

骨体周は71翻 (右 )、 最小周は64翻 (右 )である。

0 性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱く、四肢骨も小さいことから女性と考えられ、年令は、冠状縫

合の内板が癒合 しており、また外板の一部にも癒合が認められることから熟年 と推定さ

れる。
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37号墳 5号人骨 (男性、壮年 )

(1)頭蓋

1,脳頭蓋

頭蓋底と左側頭頂骨の大片および右側頭頂骨片が残存 していた。乳様突起は小さい。縫合

は三主縫合のうち矢状縫合とラムダ縫合のそれぞれ一部が観察できた。矢状縫合の内板の一

部には癒合が認められるが、外板は開離 しており、ラムダ縫合は内外両板とも開離 している。

両側の外耳道の観察が可能であったが、外耳道骨腫は両側ともに認められない。

2 顔面頭蓋

右側上顎骨の歯槽突起のみが残存 していた。

3.下顎骨

下顎体の正中部、両側の下顎角および左側の関節突起が欠損 していた。下顎体の高径はや

や高いようである。

4.歯

上下両顎には歯が釘植 していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M3M2MI P2 P1/1212 ////P2Ml M2

M3M2MI P2 Pi C// //C PI P2 MI M2 M3

咬耗度は BrOcaの 2度である。なお上顎左側はすべて遊離歯である。

12)四肢骨

1)上肢骨

携骨および尺骨が残存 していた。

1.オ児骨

左側の骨体が残存 していた。径は著 しく大きいものではない。

2 尺骨

右側の骨体遠位部が残存 していたにすぎない。

2)下肢骨

寛骨、大腿骨、胆骨、脇F骨および膝蓋骨が残存 していた。

1.寛骨

左側の恥骨と腸骨の一部が残存 していたにすぎない。

2 大腿骨

右側は近位 1/3を欠いているが、左側は大転子部を欠いている以外は良 く残存 していた。

):iO

C、
イ0
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B,0

大腿骨頭は大きい。長さは長く、左側の骨体の両側はやや後方へ突出しているが、粗線の幅

は狭い。また骨体の径はそれほど大きいものではない。

骨体中央矢状径は2711ull(右 )、 28dun(左 )、 骨体中央横径は27dul(右 )、 26 Hul(左)で、

骨体中央断面示数は 10000(右 )、 107.69(左 )で ある。 骨体中央周は86Hul(右 )、 85 dull

(左 )で、また上骨体断面示数は 77.42(左 )と なり、骨体上部は扁平である。

3.睡骨

右側は外側顆を欠いている以外はほぼ完全であるが、左側は骨体が残存 していたにすぎな

い。長径はやや長 く、ヒラメ筋線の発達は認められない。また両側とも骨体後面の近位半に

は鉛直線が認められる。左側の骨体中央位での断面形はヘリチカのV型を呈 している。

睡骨長は3 5 7 11ull(右 )で長く、中央最大径は30dul(右 )、 中央横径は21 Hull(右 )で、中央

断面示数は 70.00(右 )と なり、骨体周は7911Ml(右)、 最小周は71 11ull(右)である。

4.序「骨

近位端を欠損 した右側勝骨が残存 していた。径は大きく、溝形成も著 しい。

0 推定身長値

左側大腿骨最大長から、Pearsonお よび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、そ

れぞれ 16327cコ 、 162 56 cmと なり、高身長である。

3)性別・年令

性別は、下顎骨の径や四肢骨の径が大きいことから男性と考えられ、年令は、矢状縫合

の内板の大部分と外板が開離 しており、ラムダ縫合の内外両板も開離 していることや歯の咬

耗が弱いことから壮年と推定される。

(1)頭蓋

1.脳頭蓋

主要計測値の平均値を算出し、他の古墳人と比較 してみた (表 5)。 男性の頭蓋最大長は

183.2 0 Hullで 、日守地下式古墳人の 1例 よりはわずかに小さいが、菓子野地下式古墳人、朝

田古墳人とは大差なく、頭蓋最大幅は 1 44 80 dulで 、菓子野地下式古墳人よりも大きく、旭

台地下式古墳人、朝田古墳人と大差ない。バジオン・ ブレグマ高は 134 50 Hulで 、やや小

さく、菓子野地下式古墳人に最も近い。頭蓋長幅示数が算出できたのはわずか 1例のみで、

80.56を 示し、この例は短頭型に属 している。頭蓋長高示数は 72.55で、やや小さく、朝田

咀110
察考
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古墳人に近く、頭蓋幅高示数は 9582と

なり、旭台地下式古墳人、朝田古墳人よ

りも大きく、菓子野地下式古墳人よりも

小さい。頭蓋水平周は 5 2 3 Hullで 、菓子野

地下式古墳人よりも大きく、朝田古墳人  '

に近似 している。横弧長は3105011」 llで、

菓子野地下式古墳人、朝田古墳人よりも

大きく、比較的旭台地下式古墳人に近い。

また正中矢状弧長は 368.5 0 1ullで 、朝田

古墳人よりは大きいが、日宇地下式古墳

人、菓子野地下式古墳人よりは小さい。
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一方、女性の平均値は表 6に示すとお

り、頭蓋最大長は 1 73 50 11ulで 、旭台地

下式古墳人、菓子野地下式古墳人よりは

小さく、朝田古墳人に近い。頭蓋最大幅

は 144.0 0 HIIlで 、いずれの比較資料より

も大きいが、バ ジオン・ ブレグマ高は

1 2933Hullで、最も小さい。横弧長は321

Hullで、どの比較資料よりも大きく、正中矢状弧長は 3555011111で 、やや月ヽさく、朝田古墳人に近い。

表 5.脳頭蓋測値 (男性、Hul)

n  ふンi    n   いンI n  M

本庄28号 宮
　
崎
　
県

①大萩   ・
0日守
   宮崎市

鹿 ~1・菓子野

児  (√＼

島

1   頭蓋最大長
8   頭蓋最大幅
17   バジオン・ ル グマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数
5   頭蓋底長
11   両 耳 幅
23   頭蓋水平周
24   横 弧 長
25   正中矢状弧長

―-      3  182 33

143 33  3  136 33

136 00  3  135 67

-      3   74 79
--       3   74 43

89 93  3   99 51

97 67  3  100 33

126 60  2  124 50
--      3  515 00

312 00  2  303 00
--      2  375 00

183 20

144 80

134 50

80 56

72 55

95,32

102 33

131.50

523

310 50

368 50

185

146

78 92

380

4  183 00

2  143 00

2  130 00

2   76 71

2   73!93

1   92 25

2  100 00

2  130 00

1  525

1  306

2  359 00

3

3

1

3

5
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男性では頭蓋長幅示数が算出できたのはわずか 1例のみで、この例は短頭型に属 していた

が、女性は 1例 も算出できなかった。 しかしこの他に観察、あるいは復元によって頭型を推

定することが可能なものが12例 あり、表 7に示すとおり、男性は 9例中 4例が短頭型、 3例

が中頭型、 2例 は長頭に傾いており、女性は4例中 2例が短頭型、 1例が中頭で、残 りの 1

例は長頭に傾いているが、男女ともどちらかといえば短頭に傾いているようである。

表 6 脳頭蓋計測値 (女性、dull)

大萩地下式

古墳人

日守地下式 旭台地下式 菓子野地下式 朝田横穴墓
古墳人   古墳人   古墳人   古墳人
(松下) (松 下、他)(松下、他)(松下、他)
n  M n   卜I    n   lwI n    h/1

|D 1   頭蓋最大長
8   頭蓋最大幅
17   バジォン・ ル グマ高
3/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数
5   頭蓋底長
11   両 耳 幅
23   頭蓋水平周
24   横 弧 長
25   正中矢状弧長

2  179 50  1  176

1  140    1  135

2  133 00  1  132

--     1   76 70

1   72 57  1   75 00

--      1   99 78

2   96 50  1   98

2  126 00  1  119

-     1  504

1  304     1  306

1  360     1  367

3

2

3

2

1

3

2

1

3

173 50

144 00

129 33

74 07

89 73

101 00

128 00

321

355 50

131

101

126

300

6  172 50

3  134 67

5  131 20

2   78 04

4   75 57

3   97 27

5   99 00

5  121 80

1  508

3  301100

2  357 00

C0

A一 C区

3-1 女性
3-2 男性
3-4 女性
3-5 男性
4-1 男性
F区

5-1 男性
7-1 女性
7-2 男性
9-1 男性
10-1 男性
37号墳

37-1 男性
37-3 男性
37-4 女性

短頭 (8503)
中頭 (7742)
短頭 (84 80)

中頭 (7809)
長頭へ傾 く

短頭 (8239)
中頭 (7500)
長頭 (7447)
短頭

短頭 (8011)

短頭 (3303)
中頭 (7760)
長頭

表 7 頭型

人骨番号 性別 頭蓋長幅示数 頭型 (推定頭蓋長幅示数)
地下式横穴から出土する古墳時代人

骨は、後頭部の保存状態が悪いため、

頭蓋長幅示数を算出できるものはほと

んどないが、観察あるいは復元によっ

て頭型を推測できるものがあり、筆者

が報告 した日守、上の原、旭台、菓子

野地下式古墳人のうち上の原、旭台地

下式古墳人は短頭であり、菓子野地下

式古墳人は長頭であった。本例にはや

や多様性が認められるが、どちらかと

いえば男女ともわずかに短頭に傾いて

いるようである。

80 56
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2.顔面頭蓋

男性の顔面頭蓋の計測値の平均値については、表 8に示すとおり、頼骨弓幅は 14100翻

で、上の原地下式古墳人よりは小さいが、旭台地下式古墳人より大きく、菓子野地下式古墳

人、朝田古墳人と大差ない。中顔幅は 10225翻で、旭台地下式古墳人よりは大きいが、上

の原地下式古墳人、朝田古墳人よりわずかに小さく、灰塚、菓子野地下式古墳人と大差ない。

顔高は 11467阿で、灰塚、上の原、旭台地下式古墳人よりは大きいが、朝田古墳人より低

く、菓子野地下式古墳人 と大差なく、低顔である。上顔高 も64.38翻 で、灰塚、日守地

下式古墳人よりは大きいが、朝田古墳人、本庄28号 2号人骨より小さく、上の原、旭台、菓

子野地下式古墳人に近 く、低上顔である。従って、顔示数、上顔示数はそれぞれ 78.99

(K)、 11373(V)、 43.97(K)、 6339(V)と なり、これらの示数値はいずれも

朝田古墳人より小さく、その他の地下式古墳人に近いかそれよりも小さく、低・広顔傾向が

強いが、 1例 (A― C区 4-1)で はあるが、高上顔と推定されるものが存在することは注

意 しておきたい。

眼寓幅は42.33翻でやや狭く、菓子野地下式古墳人に最も近く、眼寓高は 32.56翻で、低

く、灰塚、旭台地下式古墳人と大差ない。眼冑示数は 77.63と なり、mesOkonch(中 眼高 )

に属 しており、菓子野地下式古墳人に最も近い。

鼻幅は 26.78翻 で、灰塚、菓子野地下式古墳人に近 く、鼻高は、5089翻 で、鼻示数は

表 8 顔面頭蓋計測値 (男性、 dull)
旭台地下式 粟子野地下式
古墳人   古墳人
(松下、他) (松 下、他 )
n M  n  M
3  100 00

―
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大萩地下式 本庄28号 灰塚地下式 日守地下式
古墳人  2号 人骨  古墳人   古墳人

(松下、他) (内藤)  (松 下)
n  M    M   n  M   n  M

14100  -
10225   -
■467   -
64 38     72

7899   -
4397   -

上の原地下式

古墳人

(松下 )

n  hI

1  146

1  104

l H2
1   63

1(4650

1(6538)
1 44
1   35

1   79 55

2   27 50

2   52 00

2   52 89

1 (86)

1   85

3 11667
2  135 50

4  99 00

3  111 67

5   65 00

6   59 16

3   76 67

3   78 00

3   73 67

82 31

48 46

11310 2
64 84   2

43 67  3

32 67   3

75 62   3

2871

48 50

朝田積穴塁

古墳人

(松 F、 他 )

n   M

3  93 33

2  105 00

1 (140)

3  104 67

3  118 00

5   67 60

1(8500
1(4857)
2  115 86

3   66 59

3   4567

3   36 67

3  80 41

4   27 25

5   52 40

4   51 44

5   87 60

5   86 60

5   69 40

40

42

45

46

47

48

47/45

48/45

47/46

48/46

51

52

52/51

54

55

54/55

72

73

74

1  102

1 112

1   61 1   66

102 50

140

102 67

115 50

64 00

84 29

45 71

113 32

62 85

42 67

33 00

77 35

27 00

48 33

55 84

82 00

85 67

71 50

顔長

下顔長

頼骨弓幅

中顔幅

顔高

上顔高

顔示数 (K)

上顔示数(K)

顔示数 (V)

上顔示数(V)

眼高幅(左 )

眼高高(左 )

眼寓示数(左 )

鼻幅

鼻高

鼻示数

全側面角

鼻側面角

歯糟側面角

6

8

3

3

4

4

6

9

6

9

9

8

8

9

9

H373   -   1 10980    -
6339   -   1 5988   -
42 33     44      1   43      1   46

32 56    35     1   32     1   34

77 63     79 55   1   74 42   1   73 91

26 78     25      1   27      1   31

50 89     53       1   42      1   55

53 05     47 17   1   62 29   1   56 36

84 63     78      1   84 5    1   88

88 44     83      1   93 5    1   92

71 22     64      1   64      1   69
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53.05と なり、 Chamaerrhin(低 鼻)に属 しており、上の原地下式古墳人に最も近い。

側面角は、全側面角が 8371度で、灰塚、菓子野地下式古墳人に近く、鼻側面角は 8700度で、

朝田古墳人に最も近く、歯槽側面角は71.22度で、旭台地下式古墳人よりもわずかに小さいが、

本庄28号 2号人骨、灰塚、日守、朝田古墳人よりも大きく、菓子野地下式古墳人に最も近い。

女性については表 9に示すとおり、中顔 T冨は 9750翻 で、上の原地下式古墳人よりは大き

いが、日守、旭合地下式古墳人、朝田古墳人より小さく、菓子野地下式古墳人と大差ない。

顔高は 109.33翻で灰塚地下式古墳人よりは小さいが、上の原地下式古墳人、朝田古墳人よ

り大きく、日守、旭台、菓子野の各地下式古墳人と大差なく、低顔である。上顔高は 59.50翻

で、旭合、菓子野、日守地下式古墳人よりわずかに小さく、灰塚、上の原地下式古墳人、

朝田古墳人に近く、著 しく低上顔である。従って、顔示数、上顔示数はそれぞれ 10583

(V)、 59,78(V)と なり、顔示数は朝田古墳人に、上顔示数は日守地下式古墳人に最も

近く、男性と同様、低・広顔傾向が強い。

眼寓幅は 41.00翻 でやや狭く、灰塚、朝田古墳人に近く、眼寓高は 3167翻 で上の原、菓

子野地下式古墳人と大差ない。眼寓示数は 7730と なり、 mesOkonch(中 眼寓)に属 して

おり、日守、上の原、菓子野地下式古墳人よりも大きいが、灰塚、旭台地下式古墳人、朝田

古墳人よりも珂ヽさい。

鼻幅は 2600翻 で、日守地下式古墳人よりも小さく、その他の資料 と大差ない。鼻高は

47.00肋 で、上の原、菓子野地下式古墳人よりも大きく、鼻示数は 5557と なり、chamaerrhin

表 9.顔面頭蓋計測値 (女性、翻)
大萩地 卜式   灰啄地下式   日守増 い式
古墳人     占墳人     古墳人

(内藤)    (松 下)
n  M    n  M    n  M

上の原地 卜式   旭台地 卜煮   巣子野地 卜式   朝田嶺穴墓
吉墳人     占墳人     古墳人     占墳人
(松下)   (松 下、他)  (松 下、他)  (松 下、他 )
n  M    n  M    n  M    n  M

el o

1 ■2

1   60

1 37(右 )
1 31(右 )
1 8373(右 )
1   26

1   45

1   55 32

1  80 5

1   91 5

1   58 0

-      1   95

104         2   1o4 50

91         2   1ol oo

106        3   1o9 67

(58 50)     2    62 00

H648   2 1o744
-    2 6139
43         3    40 33

31         2    33 00

72 09      2    84 61

26         4    26 75

44 50      2    49 00

57 78      2    55 47

-    2 8000
88         3    85 67

-    2  6300

42   下顔長      2 11400
45   頼骨弓幅       ―

46   中顔幅      2  9750
47   顔高       3 10933
48   上顔高      4  5950
47/45 顔示数(K)      一
48/45 上顔示数(K)     ―
47/46 顔示数 (V)   1 10583
48/46 上顔示数(V)  1  5978
51   眼寓幅 (左 )   3 4100
52   眼寓高 (ん)   3 3167
52/51 眼宙示数 (左 )  3 7730
54   鼻幅      4 2600
55   鼻高      5 4700
54/55 鼻示数      4 5557
72   全側面角    4 8425
73   鼻側面角     3 8900
74   歯槽4J面角    3 7333
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(低鼻)に属しており、上の原、菓子野地下式古墳人よりも小さく、その他の資料とは大差ない。

側面角は、全側面角が 8560度で、どの資料よりも大きく、鼻側面角は 9175度で、灰塚

地下式古墳人に最も近い。歯槽側面角は 73.33度で、日守地下式古墳人よりも小さいが、灰

塚、旭台地下式古墳人、朝田古墳人よりは大きく、菓子野地下式古墳人に最も近い。すなわ

ち、歯槽性突顎の程度は灰塚、旭台地下式古墳人、朝田古墳人ほど強くはない。

鼻根部については、表10に示すとおり、男性では、前眼寓間I冨は 1888翻でやや狭く、鼻

根横弧長は 2238翻 で、鼻根彎曲示数は 8433と なり、この示数値は、鼻根部が扁平な本庄

28号 2号ノヘ、骨、灰塚地下式古墳人、朝田古墳人よりは小さく、日守地下式古墳人に最も近く、鼻根

部はそれほど扁平ではない。前頭突起水平傾斜角も8817度 とやや小さく、前頭突起の向きは朝田

古墳人のように前額位ではなく、矢状位である。また鼻根角は、136.50度で、鼻骨そのものの隆起

はあまり強いものではないが、朝田古墳人よりは隆起している。鼻根陥凹示数は1895度で、朝田

古墳 人より大きく、鼻骨の隆起や鼻根部の陥凹が朝田古墳人より強いことを示している。

表10 鼻根部計測値 (男性、翻、度 )

3

大萩地下式 本庄28号  灰塚地下式

古墳人   2号 人骨  古墳人

(松下、他) (内藤 )

上の原地下式

古墳人

(松下 )

日守地下式

古墳人

(松下 )

旭台地下式

古墳人

(松下、他 )

n  M

菓子野地下式

古墳人

(松下、他 )

n  M

朝田横穴墓

古墳人

く松下、他 )

n  MM  n  M   n  M   n  M
前眼寓間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

両眼高間幅

眼寓間示数

前頭突起上幅ぐ右)

0生)

前頭突起水平傾斜角

G― N投影距離

鼻根角

鼻根陥凹示数

18 88      17     1   24

22 38      19      1   27

84 33      89 47  1   88 89

9 63      8     1   13

10033   -  1 102
1960   -  1 2353
11 00       9      1   11

10 50       8      1   12

8817  -  1 68
217   -  1  1
13650  135     -
1895   1786   -

1   20       2   19 00

1   28       2   22 50

1   71 43    2   84 23

1   13      2   11 00

1 105         -

1 1905    -
1    7       2   10 50

1    8       1   10

1  76         -

1  3        -
1  135       1  135

1   18 75    1   19 35

8

8

8

8

3

3

6

8

6

6

8

8

4   20 50

2   24 00

2   79 12

3    9 00

4  101 50

3   19 09

3   11 00

2   10 50

1   98

2   2 50

2  137 00

2   19 62

3 1867
3   22 67

3   82 35

3    9 oo

3   99 67

3   18 73

3    9 33

3    8 67

2   83 50

2    3 00

3  134 00

3   18 65

5   19 60

5   22 00

5   88 98

5    8 80

5  106 00

2   18 88

5    9 60

5    9 60

4  113 75

1    2

4  144 75

4   13 08 el l

一方、女性では、表 11に 示すとおり、前眼寓間幅は 18.40翻でやや狭く、鼻根横弧長は

22.00翻 で、鼻根彎曲示数は 83.78と なり、この示数値は男性と同様、鼻根部が扁平な灰塚

地下式古墳人、菓子野地下式古墳人、朝田古墳人よりは小さく、上の原、旭台地下式古墳人

に最も近く、鼻根部はそれほど扁平ではない。前頭突起水平傾斜角も86.33度 とやや小さく、

男性と同様、前頭突起の向き,よ朝田古墳人のように前額位ではなく、矢状位である。また鼻

根角は14325度で、鼻骨そのものの隆起はあまり強いものではないが、朝田古墳人よりは

隆起 している。鼻根陥凹示数は 15.12で、日守、旭台地下式古墳人、朝田古墳人より大きく、

鼻骨の隆起や鼻根部の陥凹が朝田古墳人よりは強いことを示している。
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表11 鼻根部計測値 (女性、IIul、 度 )

大 萩 地 下 式

古墳人

灰 塚 地 下 式

古墳人

(内藤 )

n  Mn  M

上の原地下式  日守 地 下 式
古墳人    古墳人

(松下)   (松 下 )
n M    n  M

菓子野地下式  朝 田 横 穴 墓
古墳人    古墳人

(松下、他) (松 下、他 )
n M   n M

旭 台 地 下 式

古墳人

(松下、他 )

n  M

前眼寓間幅

鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

鼻骨最小幅

両眼寓間幅

眼寓間示数

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

G一 N投影距離

鼻根角

鼻根陥凹示数

1   97

1   22 68

1   12

1   11

18 40

22 00

3378

8 80

95 00

17 90

10 60

11 25

86 33

? 00

143 25

15 12

2   18 00      1   21         3   20 00

2   22 00     1   26        2   26 00

2   89 91      1   80 77     2   82 74

2    9 50     1   13        3    0 33

--        1  103         2   96 50

--         1    20 39      2   20 29

2    9 00      1   11         2    9 50

2    9 50      1   10         4   10 25

1   77         1   54         2   89 50

1    2         1    2         4    1 75

1  132         1  148         2  160 00

1   20 00      1   12 50     2    7 41

1   18         7   17 29

1   20         7   20 57

1   90 00      7   85 35

1 7   7 814

1   96         3   96 00

1   18 75     3   19 83

1   10         7    9 57

1   10         7    9 14

1   71        6  101 50

1    4         6    1 00

1  138         6  153 83

1   16 67      6   11 420, |

C10

(2)四 肢骨

1)上肢骨

1.上腕骨

男性の計測値の平均値を算出し、右側について他の資料と比較 してみると、表12に しめす

とおり、最大長は2 9 1 Hul(1例 )で、長さは短 く、中央最大径は22Hull、 中央最小径は 16.67

Hullで、ともに旭台地下式古墳人より小さく、菓子野地下式古墳人、朝田古墳人に近い。骨体

最小周は 57.0 0 Hulで 、いずれの比較資料よりも小さく、中央周は 65.3 3 11ulで、菓子野地下式

古墳人よりも大きく、旭台地下式古墳人、朝田古墳人と大差ない。骨体断面示数は 7471と

なり、菓子野地下式古墳人よりも小さく、旭台地下式古墳人、朝田古墳人と大差ない。また

長厚示数は 20.27で 、これは菓子野地下式古墳人、朝田古墳人と大差ない。すなわち男性上

腕骨の径はやや小さいものである。

表12 上腕骨計測値 (男性、右、Hull)

大萩地下式

古墳人

旭 台地下式

古墳人

(松下、他)

n   M

菓子野地下式

古墳人

(松下、他 )

n  M

朝 田横穴墓

古墳人

(松下、他)

n  M

1

5

6

7

7(a)
6///5

7/1

n   A/1

1   291

3    22 00

3    16.67

3    57 00

3    65,33

3    74 71

1    20 27

23.50

17 50

61 25

66 75

74 37

1   292

2    21.50

2    16 50

2    58 50

2    63 50

2    76_73

1     20 89

1   299大長ド

中央最大径

中央最小径

骨体最小周

中央周

骨体断面示数

長厚示数

4

4

4

4

4

4

4

2

4

4

1

2250(左 )

16 50 往 )

6250佐 )
6500往 )
7347往 )
20 74
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一方、女性については、表 13に 示すとおり、中央最大径は23 Hullで 、比較資料よりも大き

く、中央最小径は15Hullで比較資料と大差ない。骨体最小周は5811ul、 中央周は6711111で、これら

はいずれも比較資料よりも大きい。骨体断面示数は 6522と なり、この示数値は最も小さく、

扁平性は強い。

表13 上腕骨計測値 彼 性、右、Iul)

大 萩地下式

古墳人

旭 台 地 下式

古墳人

(松下、他)

n   lvI

菓子野地下式

古墳人

(松下、他)

n  M

朝 田横穴墓

古墳人

(松下、他)

n  M
5

6

7

7(a)
6///5

23

15

弱

67

65 22

中央最大径

中央最小径

骨体最小周

中央周

骨体断面示数

4    20 00

4    15 50

2    54 00

4    59 00

4    77 67

1    21

1    15

1    55

1    61

1     71 43

2    19 50

2    15 00

2    53 00

2    57 50

2     お 84

0 |

2)下肢骨

1.大腿骨

男性の計測値の平均値を算出し、右側について他の資料と比較 してみた (表14)。 最大長

は41011111で、菓子野地下式古墳人よりも大きく、朝田古墳人の平均値に一致する。骨体中央

矢状径は 27.67 Hulで 、比較資料と大きな差はないが、骨体中央横径が 25 33 HIlで 、どの比較

資料よりも小さいので、骨体中央断面示数は 10640と なり、どの比較資料よりも大きく、

骨体の両側面はやや後方へ突出している。骨体上断面示数は 7376と なり、どの比較資料よ

りも小さく、骨体上部は扁平である。また長厚示数は 20,63で 、小さい。

表14 大腿骨計測値 (男性、右、 Hull)

大萩 地下式

古墳人

旭 台地下式

古墳人

(松下、他)
n    lvI

菓子野地下式

古墳人

(松下、他)
n  M

朝 田横穴墓

古墳人

(松下、他)
n  M

el l

10    骨体上矢状径
6/7  骨体中央断面示数
10/9  上骨体断面示数
8/2  長厚示数

1

6

7

8

9

2

6

6

6

2

2

6

2

2

最大長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

4    28 25

4    27 00

4    87 75

2    31 00

2     25 00

4   1o488

2    80 84

1   383

2    27 00

2    26 00

2    85 00

2    29 50

2   23 50

2   105 06

2   81 01

2   410 00

6  2717(左 )
6  2667(左 )
6  8517(左 )
6    30 17 佐 )

6  2450(左 )
6 10203(左 )
6    81 290生 )

2    21 03

410 00

27 67

25 33

83 33

30 50

22 50

106_40

73 76

20 63
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一方、女性については、表15に しめすとおり、骨体中央矢状径は 24 7 5 dulで 、比較資料と

大きな差はないが、骨体中央横径が 23 50 Hulで 、朝田古墳人よりも小さく、旭台、菓子野地

下式古墳人と大差ない。骨体中央断面示数は 10563と なり、 菓子野地下式古墳人よりは小さ

く、旭台地下式古墳人、朝田古墳人よりもわずかに大きい。骨体上断面示数は 78.59と なり、

菓子野地下式古墳人よりわずかに大きく、旭台地下式古墳人よりわずかに小さく、朝田古墳

人に近く、骨体上部はやや扁平である。最大長を計測できるものは 1例 もなかったが、 7号

墳 1号人骨 (F区)の長さは長いようである。

表15 大腿骨計測値 (女性、右、Hull)

0)|
大萩地下式  旭 台地下式
古墳人     古墳人

(松下、他)

n  M

菓子野地下式  朝 田横穴墓
古墳人     古墳人
(松下、他)  (松 下、他)
n  M n    ⅢI

6.  骨体中央矢状径
7.  骨体中央横径
8   骨体中央周
9・   骨体上横径
10。   骨体上矢状径
6/7 骨体中央断面示数
10/9 上骨体断面示数

24.75

23 50

77.00

27 75

21 75

105 63

78 59

5    24 80

5    24 40

5    78 20

3    27 00

3    21 67

5   102 12

3   80 41

1    25

1    23

1    78

1    29

1     22

1   108 70

1    75 86

7    24 00

7    25 29

7    77 43

4    28 75

4    22 75

7    95 47

4     79 15

劇10

2.胚骨

男性の計測値の平均値を算出し、右側について他の資料を比較 してみた (表 16)。 中央最

大径は 29 00 Hullで 、比較資料と大きな差はない。中央横径は 20 25 Hulで 、比較資料よりもわ

ずかに小さく、中央断面示数は 69.94と なり、旭台地下式古墳人←朝田古墳人よりも小さく、

菓子野地下式古墳人に最も近 く、骨体はわずかに扁平である。骨体周は 78.251111で、どの比

較資料よりも小 さく、最小周は 74.00 1tulで 、菓子野地下式古墳人よりは大きく、旭台地下式

古墳人および朝田古墳人と大差ない。

一方、女性については、表 17に 示すとおり、中央最大径は 26 50 11ullで 、比較資料と大き

な差はない。中央横径は 18.0 0 11ullで、比絞資料よりもわずかに小さく、中央断面示数は6815

となり、どの比較資料よりも小さく、骨体はやや扁平である。骨体周は 73.0 0 Hullで 、朝田古

墳人よりも大きく、旭台、菓子野地下式古墳人と大差ない。最小周は64dullで、旭台地下式古

墳人よりも小さく、菓子野地下式古墳人、朝田古墳人と大差ない。

0 推定身長値

大腿骨最大長および上腕骨最大長から、 Pearsonお よび藤井の公式を用
いて、推定身長値を
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表16 匹骨計測値 (男性、右、翻 )

大萩地下式

占墳人

旭台地下式

古墳人

(松下、他)

菓子野地下式   朝日横穴墓
古墳人     古墳人
(松下、他)  (松 下、他)

n  M n   トン生 n  M

8    中央最大径
8乳   栄養孔位最大径
9   中央横径
9乳   栄養孔位横径
10    骨 体 周
10a   栄養孔位周
10b。   最 ノ↓ヽ 周
9/8  中央断面示数
9a/8a 栄養孔位断面示数

4

3

4

3

4

3

3

4

3

29 00

32 00

20 25

22 33

78 25

87 33

74 00

6994

69 96

4   30 25

3   33 00

4   22 50

3   24 00

4   83 00

3   92 00

2   74 00

4   74 95

3   72 96

2   30 50

2   34 00

2   21 00

2   21 00

2  80 50

2  89 00

2   71 00

2   68 93

2   62 00

2   29 50

2   34 00

2   21 50

2  24 00

2  80 00

2  9200

2  75 00

2   72 81

2   70 48

|

表17 睡骨計測値 (女性、右、伽)

大萩地下式

古墳人

旭台地下式

古墳人

(松下、他)

菓子野地下式   朝田横穴墓
古墳人     古墳人
(松下、他)  (松 下、他)

n  M n  M n   l� I

8   中央最大径
8a   栄養孔位最大径
9    中央横径
9a。   栄養孔位横径
10   骨 体 周
10a.  栄養孔位周
10b  最 小 周
9/8  中央断面示数
9a/8a 栄養孔位断面示数

26 50

30 00

18 00

21 50

73 00

80 50

64

68 15

71 67

3   27 33

3   31 00

3   19 33

3   21 67

3  73 00

3  83 67

1   69

3  70 72

3  69 84

1  27

1   30

1   20

1  20

1   73

1   78

1  65

1   74 07

1   66 67

6   26 00

7   29 57

7  19_14

7  21 43

6  71 33

6  79 17

4  65 00

6  75 19

7  72 61

el l

算出すると表18の とおりである。次いで、Pearsonの 公式を用いて右大腿骨最大長から求め

た推定身長値の平均値を他の資料と比較してみた (表 19)。 本例男性の推定身長値は15839

例となり、日守地下式古墳人の 1例 よりは小さいが、菓子野地下式古墳人よりも大きく、朝田

古墳人の平均値に一致 し、低身長である。しかし、この 2例 のうち 1例 (F区 9-1)は

16064例 であり、この推定値は日守地下式古墳人の 1例 にきわめて近いものであり、残り

の 1例 (37-3)は 15613師で、菓子野地下式古墳人同様低身長である。このように現在の

ところ、地下式古墳人据性の推定身長値には著 しい高身長の例は認められず、わずかに160

伽を越えるか、あるいは156～ 6勤 の低身長である。
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また女性の推定身長値を求めることはできなかった。

表18 推定身長値 (男性、伽)

F区

9-1
平 均

人骨番号 37-3 37-5    37-1

大腿骨 (右) Pearson
藤井

(左) PearSOn
藤井

160 64

159 14

Q6121)

(159 81)

156 13

153 21

157 03

154 31

163 27

162 56

一
　

一
　

一
　

一

2

2

2

2

158 39

156 18

160 15

158 44

上腕骨 (右) Pearson
藤井

一
　

一

一　

　

一

154 86

154 43

1   154 86

1   154 43

表19 推定身長値 (伽 )(右大腿骨最大長より、PearsOn)‐
0| 大萩地下式

古墳人

旭台地下式  菓子野地下式  日守地下式   朝田横穴墓
古墳人 古墳人 古墳人 古墳人

n   h/1

性

性

男

女

2   158 39 -     1  15331

1   145 78(2こ)1   147 73

160 27      2   158 39

-    2 14792(左 )

00

A― C区
2-1 男性
3-2 男性
3-4 女イl■
3-5 男性
4-1 男性
F区
5-1 男畦
6-1 女性
7-1 女性
7-2 男性
9-1 男性
10-1 男性
37号墳

37-1 男性
37-2 女性
37-3 男性
37-4 女性
37-5 男性

41

有

左右とも無

有

左右とも無

左右とも無

左右とも無

左右とも無

笹

左右とも無

14)特殊所見

1.外耳道骨腫

本例には比較的多くの外耳道骨腫が認められた。表20に示 しているとおり、観察が可能で

表20 外耳道骨腫
あった16体中 4体 (男性 3体、女性 1体)(25%)

に外耳道骨腫が認められた。本県の地下式古墳人

には比較的多くの外耳道骨腫が観察され、高原町

の旭台地下式古墳人にも多数認められている。

2.抜歯

A― C区の 3号墳 1号人骨 (女性、壮年)と 37

号墳 2号人骨 (女性、成年)に抜歯と推測される

所見が認められた。前者は下顎の両側の側切歯が、

後者は下顎左側第二小日歯が存在せず、その部分

の歯槽は閉鎖 しており、歯槽部には病的な所見は

認められず、先天的欠損とも考えられないので、

抜歯の可能性が強い。しかし、これらが縄文時代

や弥生時代にみられるいわゆる風習的なものかど

うかについては、本県では縄文時代人骨や弥生時

人骨番号 性別 観察可能部位 骨腫の有無

有も

無

無

無

無

と

有

右左

左
左
筋
左
筋
　
左
左
右
左
筋
み
　
筋
筋
紡
左
柄
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代人骨の発見例が極端に少なく、従って、この時代の抜歯の有無、その様式などが全く不明

であるので、にわかに決めがたい。なお、旭台地下式古墳人(7号墳 7号人骨、女性、壮年 )

にも抜歯の疑いのある例が存在 しており、これは下顎右側の側切歯がなく、歯槽が閉鎖 して

いた。

3.異常咬頭、異常結節

37号墳 4号人骨 (女性、熟年)の下顎右側の第三大臼歯の舌側には異常な咬頭が、また同

じ歯の頼側遠心隅には異常結節が存在する。旭台地下式古墳人にはカラベリー結節や臼状結

節が認められたが、本例にはこれらは存在 しなかった。

4.先天的欠損

A― C区の 3号墳 2号人骨 (男性、熟年)の下顎には中切歯が 1本 しか存在しておらず、

しかもこの 1本の中切歯はちょうど正中部に釘植 している。本来 2本の中切歯が萌出するべ

きであるが、おそらくどちらかが先天的に欠損 して、正中部に 1本だけが萌出したものと考

えられる。

5.下顎隆起

A― C区の 3号墳 2号人骨 (男性、熟年)と 3号墳 4号人骨 (女性、熟年)の下顎骨後面

には骨隆起が存在する。前者は右側のみで第二小臼歯の下位に、後者は左側のみで、同じく

第二小臼歯の下位に認められる。

宮崎県西諸県郡野尻町大字三ケ野山に存在する大萩地下式横穴 (古墳)の 1973年から1981

年に至るまでの発掘調査によって、古墳時代後期に属する人骨が合計26体出土 した。保存状

態は比較的良好であり、南九州の古墳時代人骨の研究にとって貴重な資料となるものと考え

られるので、人類学的観察および計測を行ない、本県の地下式古墳人および他県の古墳人と

の比較検討を行なった。その結果は次のように要約することができる。

1 出土総数26体のうち成人骨 (含成年)は 23体で、残りの 3体は幼小児骨であった。成人

骨のうち男性骨は12体、女性骨は 9体で、残りの 2体は性別を明らかにすることはできな

かった。

2.男性の頭蓋最大長は 183.20翻、頭蓋最大幅は 14480翻、バジオン・ブレグマ高は

13450励で、頭蓋長幅示数は 80.56、 頭蓋長高示数は 7255、 頭蓋幅高示数は 95.82と

り、頭型は、 brachy―,ortho― ,metriokran(短 、中、中頭)に属 している。頭蓋水平周

|O

―

el l

括総
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e▲
▼

は 5 2 3 Hul、 横弧長は 3 10 501ull、 正中矢状FJK長は 368.5 0 11ullで ある。頭蓋長幅示数が算出でき

たのはわずか 1例のみであるが、この他に観察、あるいは復元によって頭型を推定するこ

とが可能なものが 8例 あり、 9例 のうち4例が短頭型、 3例が中頭型、 2例 は長頭型で、

全体としては短頭に傾いているようである。

3.女性の頭蓋最大長は 173.5 0 11ull、 頭蓋最大幅は 144,0 0 HMll、 バジォン・ ブレグマ高は

1 29 33 Hulで ある。横弧長は 3 2 1 11ull、 正中矢状弧長は 3 5 5 5 0 11ullである。頭蓋長幅示数は

1例 も算出できなかったが、頭型を推定することが可能なものが 4例 あり、 4例中 2例が

短頭型、 1例 が中頭型で、残りの 1例 は長頭型で、女性も短頭に傾いているようである。

4 男性の頬骨弓幅は 141,0011111、 中顔幅は 102 25 Hul、 顔高は 114.67 dul、 上顔高は 64.38

11ull、 顔示数、上顔示数はそれぞれ 7899(K)、 ■ 3,73(V)、 43.97(K)、 63.39(V)

となり、低 。広顔傾向が著 しい。眼寓幅は 42.3 3 11ull、 眼寓高は 32.5 6 Hul、 眼寓示数は 77.63

となり、mesOkonch(中 眼寓)に属している。 鼻幅は 2 6 78 11ull、 鼻高は 50.89 11ull、 鼻示数は

5305と なり、 Chamaerrhin(低 鼻)に属 している。側面角は、全側面角が 8371度、鼻

側面角は 87.00度 、歯槽側面角は 71.22度 である。

5,女性の中顔幅は 97.50 dul、 顔高は 109,3 3 Hull、 上顔高は 59.5 0 11ul、 顔示数、上顔示数は

それぞれ 105,83(V)、 59.73(V)と なり、男性と同様、低 。広顔傾向が強い。眼寓

幅は 41 00 Hull、 眼寓高は 31.6 7 11ull、 眼寓示数は 77.30となり、 mesOkonch(中 眼寓)|こ属 し

ている。鼻幅は 26.0 0 4ul、 鼻高は 47.0 0 ulll、 鼻示数は 55.57と なり、chamaerrhin(低鼻)

に属 している。全側面角は 35.60度 、鼻側面角は 91.75度、歯槽側面角は 73.33度である。

男性上腕骨はやや小さく、女性はやや大きいものであった。

男性大腿骨はあまり長いものではなく、また男女とも骨体の径は大きくはないが、骨体

面側面の後方への発達は比較的良好であり、骨体上部も扁平である。

8 睡骨は男女ともやや小さく、また骨体はやや扁平である。

9.右大腿骨最大長からの男性の推定身長値 (PearSOn)は 158.39 cmと なり、低身長である。

10.特殊所見として、外耳道骨腫、抜歯、異常咬頭、異常結節、歯の先天的欠損、下顎隆起

などが認められた。外耳道骨腫の出現頻度はやや高く、また抜歯についてはこれがいわゆ

る風習的なものかは判断しがたい。

H 以上のように、本例は男女 とも短頭型に傾き、顔面頭蓋には強い低・広顔傾向が認めら

れ、また鼻根部もそれほど扁平ではない。四肢骨は一様にやや小さく、女性上腕骨は扁平

であり、4r.骨および大腿骨上部も男女ともに扁平であり、また男性大腿骨の両側面は後方

d10
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へ突出 している。

宮崎県の地下式横穴から出土 した古墳時代人骨については、表21の とおり現在まで、灰

塚、日守、上の原、旭台、本庄28号墳および菓子野の各地下式横穴出土人骨合計75体 (う

ち成人骨63体)についてその形質の特徴が明らかにされている。本例の26体を含めると合

計 101体 となり、資料としては貴重なものである。これらの一連の研究の結果、本県の地

下式古墳人のうち上の原、旭台および大萩地下式古墳人は短頭で、菓子野地下式古墳人は

長頭であるが、顔面頭蓋は本庄28号墳地下式古墳人を除いて、一様に低 。広顔傾向が強く、

またこれらの鼻根部は山口県の朝田古墳人ほど扁平ではない。 しかし近年、本庄28号墳出

土人骨や柿の木原地下式横穴出土人骨(未報告)な どにはこれらと異なる特徴が認められてお

り、本県の地下式古墳人にはある程度の地域差が存在するのかもしれない。まだ資料数も少

表21 地下式横穴出上人骨資料数

|O

V ~

00

遺跡名 成   人 幼対ヽ児  合 計

なく、また地域的にも

偏在しており、推定身

長値など不明な点も多

いので、今後も地下式

古墳人の全体像を解明

するために資料の収集

とその研究を続けてい

きたい。

灰塚

上の原

日守

本庄28号

旭台

菓子野

大萩

2

4

2

1

15

3

12

8

11

5

2

36

13

26

合 計
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表22 脳頭蓋計測値 (男性、llul)

人旨番号

A― Ctt A― C tt A― Ctt A― Ctt Ftt  F EX  F tt  F区

1   頭蓋最大長

8   頭盤最大幅

17   バフォン・ ブレグマ高

8/1 頭誌長幅示敷

17/]頭 工長高示数

17/8 頭蓋幅高示数

5   頭蓋底長

9   最小前頭幅

10  最大前頭幅

11   両 耳 幅

12   最大後頭幅

7   大後頭TL長

16   大後頭孔幅

16/7 大後顕孔示数

23   頭言水平周

24   機 弧 長

25   正中矢tkJA長

|||

表23 脳頭蓋計測値 (女性、 llull)

人骨番号

A―Ctt A一 Ctt F区
3-1  3-4  7-1 37-2 37-4  平  均

n    トンI
1   頭蓋最大長
3   頭蓋最大幅
17   バジオン・ブレゴマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数
5   頭蓋底長
9   最小前頭幅
10   最大前頭幅
11   両 耳 幅
12   最大後頭幅
7   大後頭孔長
16   大後頭孔幅
16/7 大後頭孔示数
23   頭蓋水平周      '
24   横 弧 長
25   正中矢状弧長
Vertex Rad
Nasion Rad
Substho Rad
Prost.Rad

142
一

４６

３‐

一

一

８９

０５

９５

一

３‐

．

一

一

一

一

一
３２

２７

監

一

一
５９

一

十

一

一

一
２５

一
３２

２９

ｍ

一

一
５２

‐８

騨

鶴

９２

一　

一　

一

鶴

‐１６

一　

十　

一　

一　

十　

一　

十　

一　

一　

一　

一　

一

171       176

127      130

74 27    73 86

98      100

73    -―

88

108

321       ・ ―

122      119

90       90

2    173 50

2    144 00

3    129 33

2     74 07

1     89 73

3    101 00

3     92 00

2    112 00

2    128 00

2     32 00

2     28 00

2    87 51

1    321

2    355 50

3    119 67

3     89 67

00

―-100-―

91       --      2     89 50
9氏        ―-      2     9∩  Бn



―

―

_

表24 顔面頭蓋計測値 (男性、伽 )

A― CX A― Ctt A― C tt A― C tt  F区

人骨番号  2-1  3-2  3-5  4-1  5-1

F tt   F区

10-1  9-1  37-1  37-3

F区

7-2

n M S.d.

40   顔 長     ―

41   側顔長     ―

42   下顔長     ―

43   上顔幅     102

45   娠骨弓幅    ―

46   中顔幅     ―

47   顔 高     ―

48   上顔高     ―

47/45 顔示数(K)  ―

48/45 上顔示数(K) ―

47/46 顔示数(V)  一

48/46 上顔示数(V) ―

51   眼寓幅 (右)  ―

(左)  ―

52   眼寓高 (右)  32

(左)  31

52/51 眼寓示数 (右) ―

(左) ―

54  鼻 幅     27

55  鼻 高     ―

54/55 鼻示数     ―

5駅0  梨状日高    ―

56   鼻骨長     ―

57   鼻骨最小幅   ―

5mO  鼻骨最大幅   ―

60   上顎歯槽長   ―

61   上額歯槽幅   ―

62   □蓋長     ―

63   日蓋幅     ―

64   口蓋高     ―

61/60 上顎歯槽示数  ―

63/62 回蓋示数    ―

64/63 □蓋高示数   ―

72   全側面角    ―

73   鼻側面角    ―

74   歯槽側面角   ―

‐３

７４

２６

一

66

41

33

80

27

52

51

10   11

-      16

-      56

70        58

-     50

43      -

15      -

3488   -

87        83

90        86

74        71

103

117

106

101

■9

66

117 82

65 35

―       -      103

74       74        78

-       -      107

-   106   111

-   1働
    ―

-       99      108

-   114   121

-        64        65

-    3201   -

-    4604   -

―   ■515  11204

-   6465  6019

-   43    44

43       41        45

34       30        33

32       31        34

-   6977  7500

74 42    75 61      76 56

25        27         27

52        49         48

48 08    55 10     56 25

32     31       -

23     19       -

lo      8      1?

~     16       -

~     52      50

64     64      -

~     47       -

-    39     -

~    14     -

-   12308   -

~   8298   -

~   3590   -

-   83    85

89       84        89

82       76        72

-   101    94    94   6 10133707

73(右) 71     73(右 ) 76   6  7450 235

-   110   104   103   6 ■117884

-      -     106     107     6  10633 289

-    -    139    145   3 14100 -

―    ―   (105)  101   4 10225 395

-   J4   109   ■1   6 ■467 458

67        65        58        64      8    64 38  2 77

-    -    7842  7665 3  7899 -

―    -    4173  4414 3  4397  -

―    ―   (10381) 10990 4 11373346

-   ―  (5524)6337 4 6339229

42    -    42    41   5  4240 114

-    41    _    43   6  4233164

35    -    33    32   8  3275 149

-    34    33    33   9  8256112

8333   -    7857  7805 5  7694500

-    8293   _    7674 6  7763334

-    27    27    28   9  2678083

54        50        49        51      9    50 89 2 02

-    5400  6510  5490 8  5305305

-    30    30    -   4  3075096

-   22   20    -  4 2100183

-    ■    8    7   8  963177

-    19    _    -   3  W00

-    52    48    50   6  5133274

-    -    66    65   6  6450389

-    45    40    41   5  4460416

-    37    40    40   5  3980217

-    -    8    13   4  1250311

-    -   13750  13000 3 13019 -

-    8222  10000  9756 4  9069940

-    -    2000  3250 4  3002735

91        34        82        82      8    84 63 3 07

100        86        84        88      9    88 44 4 86

63        80        67        56      9    71 22 823

||

．

３３

３２

二

２６

開

４９

一

４９

　

　

能

0‖ 0

一-101-―



表25 顔面頭蓋計測値 (女性、 llull)

人骨番号

A■Ftt A― Ftt F区
3--1    3--1    7-… 1   37--2    37--4 均

n M s。 ■

40  顔 長
41   側顔長
42   下顔長
43   上顔長
45  頼骨弓T邑
46   中顔幅
47   顔 高
48   上顔高
47/45 顔示数 (K)
48//45 上顔示数 (K)

47/46 顔示数 (V)
48/46 上顔示数 (V)

94      101      107

70   77陶  7381
-      109     119

--      107      112

59       60       64

―-       40      4ユ

42      -―       ――

32      31      31

31   -   一

3  100 67

3   70 67

2  114 00

2  101 50

2   9750

3  109 33

4   59 50   3 70

1   59 78

4   40 50   0 58

3   41 00

5   31 80   0 84

3   31 67

|| 10

68

102

92

55

74

101

103

109

105 83   1  105 83

59 78   -一

40

40

32

31

51   眼寓幅 (右)  41
(左)  41

52   眼寓高 (右)  33
(左)  33

52/51 眼高示数 (右) 8049
(アこ)   80 49

54      壕討    晰邑         26

55   鼻  高    48
54/55 鼻示数      5417
5駅〕 梨状口高    一
56   鼻骨長      21
57   鼻骨最小幅    7
5質〕  鼻骨最大幅   15
60   上顎歯槽長   一
61   上顎歯槽幅   一
62   □蓋長     一
63   口蓋幅     一
64   口蓋高     一
61/60上顎歯槽示数  ―
63/62 口蓋示数    ―
64ノ /石63 口蓋高示数   ―
72   全側面角     80
73   鼻側面角    一
74   歯槽側面角   ―

一-        77 50    75 61 80 00    4   78 40   2 28

73 81    -―       ―― 77 50   3   77 27

25       24       29 --       4   26 00   2 16

45       44       50 48      5   47 00   2 45

55 56    54 55    58 00 --      4   55 57  1 72

31       1   31

18      2   19 50

13        8       8
ピ   i l:80 2.39      010

--       50       43 --       2   46 50

64        61       67 62      4   63 50   2 65                    '

一-       44       41 --       2   42 50

--       40       42 --      2   41,00

11       13       10 10      4   11 00   1 41

--       122 00   155 81 --       2  138 91

--        90 91   102.44 --       2   96 68

--        32.50    23 81 --       2   28 16

85       83      89 --       4   84.25   3 . 78

91       87       89 --       3   89 00

61       70       89 --       3   73 33

-102-



表26 鼻根部計測値 (男性、Hull、 度 )

人骨番号

A― Ctt A一 Ctt A― C tt F tt  F tt  F tt  F区

3-2 3-5 4-1 5-1 7-2 9-1 10-1 37-1 37-3 n  M  sd.

|

50  前眼寓間幅     17

鼻根横弧長     22

鼻根彎曲示数    7727
57  鼻骨最小幅     10
44  両眼高幅      ―

50/44眼 寓間示数     ―

前頭突起上t邑 (右 )一

(左) 10

前頭突起水平傾斜角 ―

G一N投影距離   ―

鼻根角       129

鼻根陥凹示数    2400

20      19

23      23

86 96   82 61

11       10

H  ―

10   9

66      -―

2  -

150     143

1290 1714

18     21      18     -

21       24      22      -―

85 71   87 50   81 82  -

8     12     11     -

96     107     -―      一

18 75   19 63   -      ―

■   ■   9  -

■   9   8  -

90     63     86     -

1   2   1   -

138   -   1弱   137

1613 -   2121  1799

18      20

22      22

81 82   90 91

8       7

--        98

--        20 41

11      13

11      16

104     120

4       3

141      118

17 86    25 00

8   18 88   1 37

8   22 38   0 92

8   84 33   4 27

8    9 63   1 77

3  100 33

3   19 60

6   11 00   1 27

8   10 38   2 13

6 8817 2189

6    2 17   1 67

8  136 50   9 61

8   18 95   4 12

表27 鼻根部計測値 (女性、Hul、 度 )
A一 Ctt A一 Ctt F区 平    均

人骨番号      3-1  3-4  7-1 37-2 37-4  n  M  s.d.
50  前眼高間幅     16   20   19   19   18   5  1840 152
鼻根横弧長

鼻根彎曲示数
57   鼻骨最小幅
44   両眼寓幅      95   -   一   ―
50/44眼高間示数     1684
前頭突起上幅 (右) 10

(左)  9
前頭突起水平傾斜角 一
G一M投影距離   一
鼻根角       144
鼻根陥凹示数    1613

19       25       22       23       21       5    22 00   2 24

84 21    80 00    86 36    82 61    85 71    5    83,78   2.56

7      13       8       8 8       5     8.80   2.39

95      2    95 00

18 95   2    17 90

10       5    10.60   1 95

10       4    11.25   2 22

88       3    86.33

2      3     2 00

150      4   143 25   5 12

12        8

12       -―

74      -―

2       -―

138        -

1588 -

・
‐３

‐４

９７

２

‐４‐

17 86    11^11    4    15 12   2 87

峨le

表28 鎖骨計測値 (Hull)

F tt  F区

人骨番号   5-1 9-1 37-1 37-3

右  ,左   左   右

平 均

右   左

F区

7-1 37-2

左   右

性

37-4      平 均
右   左   右    左

n  M  n  M n   M   n

2a 骨体彎曲高   ―   ―   -   31  1 31    -  -   27   -   -  1 27   -

4  中央垂直径   9   12   11   10  2 950 2 ■ 醐  8   10   9   10  2 9 50 2 9 oo
5   中央矢状径   14   15   1o   12  2 13 00 2 12 50 H   n   12   H  2 11 50 2 J IXl
6   中央周     41   47   31   37  2 3900 2 3900 32   36   36   38  2 36 00 2 351Xl
4/5鎖 骨断面示数  64 29 80 00 1lo lx1 83 33 2 73 65 2 95 00 72 73 90 91 75 00 9091 2 32 96 2 81 82

-103-
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表29 上腕骨計測値 (伽 )
男     性 女 性

A― C tt  F tt  F区
3-5 3-2 9-1 371 373  平 均   37-2
右 左   右   左  右   左  右   有    左  右

n M n M
1  上腕骨最大長
2  上腕骨全長
3  上端幅
3(D 横上径
5  中央最大径
6   中央最小径
7  骨体最小周
7(a)中 央 周
6/5骨 体断面示数
7/1長 厚示数

22    21

18    17

66    64

81 82 80 95

22     24
16    19
53     -
66     70
72 73  79 17

2027  -

．
．
．
．
２

６
７

３
肝

翻
閣
　
・

- 1 291     -   一
-  1 288      -    ―
一     ―     -   49
-     ―     -   53
-  3   22 33  3 22 33  23
-  3   16 67  3  17 33  15

59  3   57 00  1 57     58

-  3   65 33  3 65 67  67
-  3   74 71  3  77 62  65 22

- 1  2027    -   ―

23

16

59

64

69 57

||
表30 桟骨計測値 (爾 )

女 4f

人骨番号

F tt   F区

7-2 9-1
左  右  左

37-1   37-3 37-5
右 左 右 右

平  均 37-2 37-4
右   右

勘
右

n M  sd n M n  M

3     最小周
4     骨体横径
4a    骨体中央横径
42)   顕横径
5     骨体矢状径
5住)   小頭矢状径
5a    骨体中央矢状径
52〕    顕矢状径
5(0    頸 周
56)   骨体中央周
56)   骨下端幅
5/4   骨体断面示数
5a/4a 中央断面示数

43    -   40    38    -    41

17     17    15     14    17     15

15     16    14     14    16     15

13     13     11     11     11     10

12     12    12     11    11     11

43     44     40     40     43     41

32-29-― ―

76 47  76 47  73 33  78 57  64 71  66 67

80 00  75 00  35 71  78 57  68 75  73 33

3  4よ  33        1  38

4  16 00  1 16  3  16 1111

4  15 00 082  2  15 00

-       1 14

4  11 25 1 26  3  12 00

4  11 50 0 58  2  11 50

-         1 14

4  41 75  1 50  2  42 00

2 3050       -
4  70 30  5 53  8  75 21

4 76 95 7 44  2  76 79

17

14

12

14

一

‐５

‐５

‐３

‐０

‐５

コ

一

Ъ

４５

一

６６

７３

34      1  34

16     2  1550

13     2  14 00

-    1 13

10      2  10 00

-    1 15

10     1  10 50

-    1 45

37      2  41 00

62 50   2  64 59

76 92   2  75 13

91
表31 尺骨計測値 (肋 )

性 女性

F区
人骨番号  9-1 37-1 37-5 37-4

左

3   最小周    38   36
11   尺骨矢状径   -   13
尺骨横径   -   14

S   中央最小径  12   12
L   中央最大径  16   15
C   中央周    45   46
11/12 骨体断面示数  -  9286
S/L 中央断面示数 7500 8000

３６

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

33

11

14

11

14

44

78 57

7857

-104-
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表32 大腿骨計測値 (男性、 Hull)

|
▲
▼

A―Ctt Ftt   F tt   F区
人骨番号       2-1  5-1  7-2  9-1  37-1  37-3  37-5   平   均

n  M  s d
1   最大長     (右 ) 一    一     -   422   -   398    -   2 41000

(左)一 一 ― ζ25)-403436241950
2   自然位全長   (右 ) 一    ―    -   418   -    397   -   2 40750

(左 ) 一    ―    ―    (420)   一    -   435    1 435

6   骨体中央矢状径 (右 ) 29    29   -    29    25    27    27   6  276i 163
(左 )30262826262862733164

7   骨体中央横径   (右 ) 26    24   -    25    %    26    27   6  2533 122
(左 )      24    25    25    23    25    26   6  2467 102

8   骨体中央周   (右 ) 84    84   -    85    
“

    83   86   6  8333 281
(左)      89    81    83    77    81    85   6  8267 407

9   骨体上横径    (右 ) ―    ―    一    -    30    31   -    2  3050

(左 )一 一 ― -323123150
10   骨体上矢状径  (右 ) 一    ―    ―    -    22    23   -   2  250

く左)一 一 一 -232422350
15   頸垂直径    (右 ) 一    ―    -    32    -    一    -    1  32

く左)     一    十   ~
16  頸矢状径    (右 ) 一    一    一

(左)      一    ―    ―
18   頭垂直径     (右 ) 一    ―    ―    -    4・    一    -    1  47

(左)一 ― -46--146
19  頭横径     (右 )一    一    一    -    47   -   -    1  47

(左 )一 ― -47--147
20頭 周 (右 )一 ― ― -150--1150

く左)一 一 -149--1149
8/2 長厚示数    (右 ) 一    一    -    2033  -    2091  -    2  21163

(左)一 ― (1976)一 十 一  一

6/7 骨体中央断面示数(右)11154  12083  -   11600  10417  10385  10000  6 10940 807
(左 )   ,2500 10400 11200 H304 10400 10769 6 11096 788

10/9 骨体上断面示数 く右) 一    ―    十    ~    7333  7419  -   2  7376
(左 )一 一 一 -71887742-27465

16/15頸 断面示数    (右 ) 一     一    ―
(左)      一    一    一

19/18 頭断面示数   (右 ) 一    ―    ―    -    10000  -    -    1 10000
(左 ) 一    ―    ―    -    ll12 17  -    -    1  10217

表33 大腿骨計測値 (女性、dull)

飢 0 人骨番号

F tt   F区
6-1 7-1
右    右

37--4
右

平

右
n   M  s d

2   自然位全長    一
6   骨体中央矢状径   26
7   骨体中央横径    22
8   骨体中央周     75
9   骨体上横径     26
10   骨体上矢状径    22
15   顕垂直径     ―
16   頸矢状径     一
18   頭垂直径     ―
19   頭横径      

「
20  頭 周      一

8/2 長厚示数      ―
6/7 骨体中央断面示数  ■818
10/9 骨体上断面示数   8462
16/15 頸断面示数     ―
19/18 頭断面示数    ―

26        23

26        23

83        76

31    "
%        22
31   -
24   -
41   -
41   -

100 00    100 00

7419  8148
77 42     -―

100 00     -―

104 35

十

一

２４

２３

７６

・　

一

一　

一　

一

一　

一　

一

一　

二

　

一

十

一

２４

２３

７４

２７

釣

一　

一

鵠

３９

‐２５

一

‐０４

７４

一

‐００

24 75   1 50      1

23 50   1 73     J

77 011   4 08     1

27 75   2 22

21 75   1 26

31

24

40 00

40 00

125

105 63

78 59

74 42

100 1Xl
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表34 胚骨計測値 (男性、肋)

人骨番号

A― C tt F tt  F区

2-1  5-1 9-1   37-1

右 右 左 右 左

平  均

n M sd n M sd

37-3

右  左

37-5

lb   睡骨長

2    Rl竪 巨出]距離

7    下鵡矢状径

8    中央横径

8a   栄養孔位最大径

9    中央横径

9a   栄養孔位横径

10    骨体周

10a   栄養孔位尉

10b   最小周

9/8  中央断面示数

9a/8a 栄養孔位断面示数

28     28       30     29

31     30      34     33

20    20      19     18

22     22      22     20

78    76     79     -

86     81      89     85

72    70      -     ―

71 43  71 43   63 33  62 07

70 97  73 33   64 71  60 61

357    -

(340)  一

36   -

30    -

31     32

21    -

23     23

79    -

87     88

71    -

7000 -

74 19  71 88

1  357

1 (340)

1   36

4   29 00  1 16

3   32 00

4   20 25  0 96

3   22 23

4   78 25  0 96

3   87 33

3   74 00

4   69 94  4 88

3   69 96

3  28 33

4  31 50  1 29

3  20 00

4  21 50  1 29

2  77 50

4  85 00  2 94

2  71 50

3  70 69

4  68 39  5 70

28       28

-     31

21      22

-    21

77       79

-    86

-    73

75 00   78 57

-   6774

||

表36 1JF骨 計測値 (男性、翻)

人骨番号

F区
9-1  37-5
左    右表35 睡骨計測値 (女性、爾 )

Z   中央最大径
3   中央最小径
4   中央周
4(劉  下端幅
3/2 中央断面示数

17

11       12

49        51

-     21
64 71     70 59

人骨番号 37-2 ３７． ４
一右右  左

lb   睡骨長

43

30

25

30

18

22

71

82

64

72 00

73 33

2    顆距間距離     ―  ―
6    最大下端幅    ―  一
7    下端最大径    ―  ―
8    中央最大径   28  28
8a   栄養孔位最大径  30  29
9    中央横径     18  18
9a   栄養孔位横径  21  20
10    骨体周     75  73
10a   栄養孔位周   79  78
10b    最/1ヽ周          -  66
9/8  中央断面示数   64296429
9a/8b栄 養孔位断面示数 70006897

表37 膝蓋骨計測値 (男性、翻) CI
人骨番号

F区

9-1
右   左

37-5
右  左

1  最大高
2  最大幅
3  最大厚
4  関節面高
5  内側切面幅
6  外側切面幅
1/2高 幅示数

43     42      42     41

46 (45)
21    -
31     31

23   -
28     28

93 48 (93 33)

43    -
19     19

29    -
23   -
26     28

9767  -
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頭蓋上面

A一 C区 3-2(男 性 ) A一 C区 3-5(男 性 )

F区 5-1(男 性 ) F区 7-2(男 性 )

010

F区 9-1(男 性 )

鯛
Ｆ
ゝ

F区 10-1(男 性 )
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頭蓋上面

37-1(男 性 )
|:

37-3(男 性 )

A一C区 3-1(女 性 )

呵 |

A― C区 3-4(女 性 )

Ｖ
ン
々
ケ
毯
摩
壽
津
彰

37-4(女 性 )

一-108-―



ロ

|.0

餓 |

A― C区 3-5(男 性 )

F区 5-1(男 性 )

F区 7-2(男 性 )

―-109-
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|〕
|

CI

F区 9-1(男 性 )

37-1(男 性 )

37-3(男 性 )
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37-2(女 性 )

37-4(女 性 )

歩等.

吼||

外耳道骨腫 (F区 10-1、 男性 )
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宮崎県野尻町大萩地下式横穴出上の古墳時代小児・成年骨

分 部 哲 秋

は  じ め  に

宮崎県西諸県郡野尻町にある大萩地下式横穴 (古墳 )は、1978年の秋から1974年の 2月 に

A～ C区が、1974年 の秋から1975年の 1月 に F区が、1981年 2月 に37号墳が発掘調査され、

合計26体の人骨が出土 し、そのうち 5体が小児・成年骨であった。なお、これらの人骨群は

考古学的所見により、古墳時代後期に属するものである。

筆者は、縄文時代から現代に至る幼小児・成年の成長、化骨あるいは歯の萌出等の問題を

研究するため、資料を収集するとともに、各遺跡から出土する幼小児骨および成年骨につい

ての報告を行なっている。大萩遺跡出上の小児・成年骨は、数少ない古墳時代のもので、当

時の幼小児や成年の形質を知るうえで貴重な資料となると考えられ、詳細な観察および計測

を行なったので、その結果を報告 したい。

資 料 ・ 方 法

大萩地下式横穴出上の小児・成年骨の資料数は、表 1に示 しているように、A～ C区では

10例中 3例が小児骨、F区では未成人骨はなく、37号墳では 5例中 2例が成年骨であった。

小児骨と成年骨の年令、年令区分および性別は、表 2に示すとおりである。

年令については、小児骨は藤田 (1965)の歯の萌出時期と金田 (1957)の歯根形成時期を

用い、成年骨は、鈴木 (1943)の レ線学的調査による骨癒合年令と、筆者 (未発表)の肉眼的

観察による近代人の骨癒合年令を用いて、古墳時代とそれらの時期が大差ないと仮定 したう

えで推定を行なった。

性別に関しては、成年骨 2例は同定することができた。幼小児骨の性差については、種々

の研究がなされているが、なお、性別を同定することは難 しいのが現状である。

計測については、Martin― Saller(1957)の方法で行なったが、睡骨の横径については

森本 (1971)に ならい、オリビエの方法に従った。

比較資料は、小児骨については、近代 (明治)万 児ヽ骨 (分部、未発表)と大友弥生時代小

児骨 (分部、1981)の 成績を用い、成年骨については、大萩成人骨 (松下)、 上の原成年骨

(分部、1981)、 旭台成年骨 (分部、1983)の 地下式横穴出土古墳人の成績を用いた。

飢||

*Tetsuaki Wakebe

(Department of

(長崎大学医学部解剖学第二教室 )

Amatomy,Faculty of Medicime,Nagasaki U� versity)
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表 1 資料数 表 2 小児・成年骨資料
成人 幼児 小児 成年 合計 人 骨 番 号 推定年令 年令区分 性別

A一C区  7  0  3
F  区  11  0  0
37手争ち自     3     0     0

A一C区  3号墳 3号人骨   8才  小児 I期 不明
5号墳 1号人骨 10～■才 小児 I期 不明
5号墳 3号人骨   不明 小児 I期 不明

0

0

2

10

11

5

言+  21    0    3 26 37号墳 1号人骨 18～ 19才
2号人骨 17～ 18才

成年 男性
成年 女性

《 A～ C区出土人骨≫

3号墳 3号人骨 (小児 1期 、 8才 )

小児骨の中では最も保存状態が良いものであるが、頭蓋のみが残存 していた。計測値は表

3、 4に示すとおりである。

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

後頭部および側頭骨の岩様部と錐体を欠損 している。骨壁は薄 く、前頭結節はよく1彰隆 し

ている。また、眉上弓の隆起も認められない。

頭蓋最大長は 1 6 5 Hull、 頭蓋最大幅は 1 4 4 11ullで、頭蓋長幅示数は 87.27と なり、 頭型は
hyperbrachykran(過 短頭)に属 している。また、最小前頭幅は9311ul、 最大前頭幅は■ 7 Hull、

両耳幅は 1 1 7 11ul、 頭蓋水平周は 49 2 Hull、 横弧長は 3 1 9 11ullで ある。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は、下顎骨の下顎角と下顎枝を欠 くほかは、ほぼ完全である。

頬骨弓幅は H811u l、 中顔幅は96HHl、 顔高は99 Hull、 上顔高は56dullで高径の割に幅径は大きい

ものである。従って、顔示数、上顔示数は 83.90(K)、 4746(K)、 10313(V)、

58.33(V)と なり、顔型としては、それぞれ、 euryprosop(広 顔)、 euryen(広上顔 )

hyperchamaeprosop(過 低顔 )、 hyperchamaeprosop(過 低顔)に属 している。

鼻根部は広 くて扁平で、前眼高間幅は171ul、 両眼寓幅は831111で 、眼寓間示数は 20,48と な

り、示数値は大きい。

眼高は、眼高幅が35Hlll(右 )、 34null(左 )、 眼寓高が31111(右 、左)で、眼宙示数は 8857

(右 )、 9118(左)と なり、面側ともに hypsiknoch(高 眼寓)に属 している。また、鼻幅
は21 11ull、 鼻高は41 dulで、鼻示数は 5122と なり、chamaerrhin(低鼻)に属 している。

3)歯

見所

|

電|
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歯はすべて残存 しており、歯式で示すと次のとおりである。

t()

(MD//////1/////Ml(M2)

十ヽ
Ｉ
Ｊ

　
Ｍ

歯槽内埋伏

II

歯の萌出状態は永久歯では、上顎、下顎ともに 11、 12、 Mlが萌出し、 C、 Pl、 P2、 M2

は未萌出である。咬耗の程度は、乳歯はすべて BrOCaの 2度、永久歯は上・下顎の Iと 、

Mlが 2度で、12には咬耗が認められない。従って、上、下顎の 12は萌出直後と推測される。

2)化骨

化骨の状態は、前後頭内軟骨結合はすでに骨癒合しているが、蝶後頭軟骨結合は未癒合で

ある。その他は欠損のため観察不能である。

8)年令

藤田 (1965)の永久歯の萌出時期 (現代人 )に よれば、萌出 している歯のうち最も遅 く萌

出するのは、上顎の 12で、男性平均 8才 7ケ月、女性平均 8才 1ケ月である。上顎の 12は

萌出直後であることから、本人骨の年令は 8才 と推定される。また、本人骨の歯根のレ線像は、

金田 (1957)の歯根形成時期 (現代人)の 8才後半に相当するものである。

5号墳 1号人骨 (小児 I期、10～ 11才 )

頭蓋のみが残存 していた。

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

前頭骨左半、左側の頭頂骨、後頭骨の外側部から底部、左側頭骨の錐体および蝶形骨体が

残存 していた。保存状態が悪 く頭型を知ることはできないが、骨壁は薄 く、前頭骨の前頭結

節はよ、く膨隆している。また、眉上弓の隆起は認められない。

2)顔面頭蓋

左側の下顎枝の上部と遊離歯が 7本残存 していたにすぎない。

残存 していた歯を歯式で示すと次のとおりである。

唖10

///PI C 12/1//C//

歯はすべて歯冠のみが残存 している。咬耗の程度は、

が BrOCaの 1度で、上顎のM2 には咬耗が認められない

推測される。

ソ景岳引/ /

上顎の M2

。従って、

、下顎の 12、 C、 PIが

上顎 M2は、未萌出と
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2)化骨

化骨の状態は、前後頭内軟骨結合と後後頭内軟骨結合はすでに骨癒合を完了し、蝶後頭軟

骨結合は未癒合である。

8)年令

藤田 (1965)に よると、萌出していたと推演1さ れる歯の中で最も遅く萌出するのは、下顎

のPlで 男性平均9才 10ケ 月、女性平均 9才 7ケ 月である。また、未萌出と推測される上顎M2

は、男性平均11才 11ケ 月、女性平均12才である。従って、Plの 咬耗度を考え合わせると、本

人骨の年令は、10～ 11才 と推定される。

5号墳 3号人骨 (小児 I期、不明)

保存状態がきわめて悪く、左頭頂骨の後部、後頭骨の後頭鱗正中部および左側頭骨の錐体

が残存 していたにすぎない。

歯が残っていないために、これからの年令の推定はできないが、脳頭蓋の各骨の大きさや

骨壁の厚さは、幼児骨 (0～ 6才 )の ものよりはやや大きくて厚く、小児Ⅱ期 (12～ 15才 )

のものより小さくて薄い。また、外後頭隆起もほとんど認められないことから、本人骨の年

令は、小児 I期 (7～ 11才 )に相当するものと推定される。

≪ 37号墳出土人骨≫

各骨の主要計測値は表 5～ 12に示すとおりである。

37号墳 1号人骨 (男性、成年、18～19才 )

松下が別項で報告しているように、性別は男性であるの

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

脳頭蓋はうしろ約 1/3を欠損 しており、頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は139

翻、バジオン・ ブレグマ高は 140伽である。観察による頭型は、短頭型と推測される。その

他、最小前頭幅は95阿、最大前頭幅は112翻、両耳幅は131翻、横弧長は312翻 である。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は、左側頼骨の一部を欠く以外は、ほぼ完全である。

煩骨弓幅は 139翻、中顔幅は復元値で (105)爾 、顔高は 109爾、上顔高は58翻である。

従って、顔示数 (K)は 7842、 上顔示数 (K)は 41.73と なり、それぞれ hypereuryprosop

|

旺|
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(過広顔)、 hypereuryen(過 広上顔)に属 している。

眼寓では、眼寓幅が42翻 (右 )、 眼富高が33岡 (右 )で、眼寓示数は 7857(右 )と なり、

右側は mesOkonch(中 眼寓)に属 している。また、鼻部では、鼻幅が27翻、鼻高が49翻で、

鼻示数は 5510と なり、 chanaerrhin(低 鼻)に属 している。

3)歯

残存 していた歯を歯式で示すと次のとおりである。

る。咬耗度は、すべて BrOcaの 1度である。

鬱)四肢骨

1)上肢骨

肩甲骨 (右、左)、 鎖骨 (左 )、 上腕骨、ォ尭骨、尺骨が残存 していた。

1.上腕骨

左側がほぼ完全であるが、左側は骨体が残存 していた。上腕骨最大長は291翻 (右 )でや

や長い。中央最大径は23翻 (右 )、 22伽 (左)、 中央最小径は16翻 (右、左)で、骨体断面

示数は 69.57(右 )、 7273(左 )と なり、骨体は扁平である。また、骨体最小周は59翻

(右 )、 57翻 (左)で、中央周は64伽 (右 )、 63翻 (左 )である。

2.↑発骨

右側は頸部が欠損 しているほかは完全であるが、左側は両端を欠く骨体が残存 していた。

骨体中央横径は14翻 (右 、左)、 骨体中央矢状径は12翻 (右 )、 11爾 (左)で、中央断面示

数は 8571(右 )、 78.57(左)と なる。また、最小周は40翻 (右 )、 38翻 (左 )で、骨体

中央周は40翻 (右、左)である。

3.尺骨

左側の骨体のみが残存 していた。中央最大径は16翻、中央最小径は12翻で、中央断面示数

は 80.00と なる。また、最小周は36翻、中央周は46翻である。

2)下肢骨

寛骨 (右、左)、 大腿骨、睡骨が残存 していた。

1,大腿骨

左右とも大転子と遠位端を欠いていた。骨体中央矢状径は25伽 (右 )、 26翻 (左 )、 骨体

ll吾悟厨E伏
上顎の M3ま で萌出しているが、下顎の M3は両側とも水平智歯で、歯槽内に埋伏 してい



中央横径は24阿 (右 )、 23翻 (左)で、骨体断面示数は 104.17(右 )、 11304(左)と な

る。また、骨体中央周は78翻 (右 )、 77伽 (左)で、骨体はやや小さい。

2 睡骨

両側とも近位端を欠いていた。中央最大径は28励 (右、左)、 中央横径は20翻 (右、左 )

で、中央断面示数は 71.43(右、左)と なる。骨体周は、78翻 (右 )、 76翻 (左 )で、最ノ!ヽ

周は72翻 (右 )、 70翻 (左 )である。

偲)化骨

頭蓋では、蝶後頭軟骨結合がすでに骨癒合を完了している。

上肢骨で骨癒合を完了している部は、肩甲骨の烏口突起、上腕骨の滑車、小頭および内側

上顆、権骨の近位端で、未癒合の部は、鎖骨の胸骨端、上腕骨の骨頭、1完骨と尺骨の遠位端

である。なお、尺骨の近位端は欠損しているため観察不能である。

下肢骨で骨癒合を完了している部は、寛骨臼、大腿骨の骨頭と小転子、睡骨の遠位端で、

未癒合の部は、腸骨稜のみである。その他の部は、欠損のため観察不能である。

は)年令

歯は M9ま で萌出し、M2の歯根も完成 しているので、年令は20才に近いものと考えられる

が、さらに詳細な年令を追究するため、化骨の進行状態から年令の推定を行なった。ちなみ

に、鈴木 (1943)の レ線学的調査による現代人の骨癒合年令と、筆者が肉眼的観察により、

現在資料収集および検討中である近代人の骨癒合年令は、表13に示すとおりである。

頭蓋底の蝶後頭軟骨結合は骨癒合を完了しており、本例は男性であるので、この部からは

18才以上と推測される。四肢骨では、比較的遅い年令で化骨する上腕骨の内側上顆、大腿骨

の骨頭と小転子、睡骨の遠位端が骨癒合を完了しているので、少なくとも17才以上である。

また、未癒合の部は、近代人の成績によれば、上腕骨の骨頭が19～ 20才、権骨および尺骨の

遠位端が20才で骨癒合することから、この部からは、19才以下となる。従って、本人骨の年

令は、18～ 19才 と推定される。

37号墳 2号人骨 (女性、成年、17～ 18才 )

松下が別項で述べているように、性別は女性である。

(J 頭蓋

1)脳頭蓋

脳頭蓋は、うしろ半分を欠損 しているため頭蓋最大長は計測できないが、頭蓋最大幅は

|

虹|
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1 4 6dull、 バ ジオン・ブレグマ高は 131D41で 、頭蓋幅高示数は、 8973と なる。また、最小前

頭幅は9511ul、 両耳幅は 1 3 1 Hul、 横弧長は32 1 Hllで ある。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は左側の頼骨を欠 く以外は、ほば完全である。頼骨弓幅および中顔幅は計測でき

ないが、顔高は H2dull、 上顔高は6411ullである。

眼寓幅は41 Hull(右 )、 眼寓高は31m(右 )で、眼寓示数は 7561(右 )と なり、右側は
chamaekonch(低 眼寓)に属 している。鼻幅は2911ul、 鼻高は50Hlllで 、鼻示数は 58.00とな

り、 hyperchamaerrhin(過低鼻)に属 している。

|| 1    豊と号てぃた歯を歯式で示すと次のとおりである。

IP)暮ほ唇篭刑

Ю

歯の萌出状態は、下顎の右側 M3ま で萌出し、下顎の左側 M3と上顎の両側 M3は未萌出である。

咬耗の程度は、BrOcaの 1～ 2度であるc

12)四肢骨

1)上肢骨

鎖骨 (右 )、 肩甲骨 (右、左)、 上腕骨、本え骨が残存 していた。

1 上腕骨

右側は遠位部を欠き、左側は骨体の一部が残存 していた。中央最大径は231tull(右 )、 中央

最小径は15HIIll(右)で、骨体断面示数は 65.22(右 )と なり、骨体は扁平である。また、骨

体最万ヽ周は58mll(右)、 中央周は671111(右 )で骨体はやや大きい。

2 オ尭骨

右側のみが残存 し、遠位部を欠損 していた。骨体中央横径は1511111、 骨体中央矢状径はH Hul

で、中央断面示数は 73.33と なる。また、骨体中央周は45Hullである。

2)下肢骨

寛骨 (右 )、 大腿骨、胆骨が残存 していた。

1 大腿骨

両側とも骨体および骨頭が残存 していた。骨体中央矢状径は23dull(右 )、 241ul(左)、 骨

体中央横径は22Hul(右、左)で、骨体断面示数は、 10000(右 )、 104.35(左 )である。

また、骨体中央周は7611ull(右、左)でやや細い。
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2 睡骨

右側は骨体が残存 し、左側は近位端を欠いていた。中央最大径は281ull(右、左)、 中央最

小径は18dull(右 、左)で、骨体断面示数は 6429(右 、左)と なり、骨体は扁平である。ま

た、骨体周は751ul(右 )、 73m(左 )、 最珂凋 は6611ull(左 )である。

G)化骨

頭蓋では、蝶後頭軟骨結合がすでに骨癒合 している。

上肢骨において骨癒合 している部は、肩甲骨の鳥口突起、権骨の近位端で、未癒合は上腕

骨の骨頭である。下肢骨では、大腿骨の骨頭と小転子、睡骨の遠位端が骨癒合を完了 してい

る。その他は、欠損のため観察不能である。

研)0
は)年令

歯は下顎の右根l M3はすでに萌出 しており、上 。下顎のM2の歯根も完成 していることから、

本人骨の年令は少なくとも16才以上と推測されるが、さらに詳細な年令を追究するために、

化骨の状態から推定を行なった。 (表 13)

蝶形後頭軟骨結合はすでに骨癒合 していることから、16才以上と推定される。四肢骨では、

近代人の成績で17才で骨癒合を完了する大腿骨の骨頭や小転子、睡骨の遠位端はすでに骨癒

合を完了し、19才 で骨癒合する上腕骨骨頭は未癒合である。従って、これらのことから、本

人骨の年令は17～18才 と推定される。

表 3 脳頭蓋主要計測値 (llMll)
大萩A一 C区 大 友 弥生 人    近 代 人

3-3
瞼

8才     9才    7才 (男性) 8才 (女性)

n    A/1    n    M    n    Ⅲl

1.  頭蓋最大長   165    1 164   4 16875  3 16333

8   頭蓋最大幅   144    2 13700  4 13800  3 12933

8/1 頭蓋長幅示数  8727   1  8049 4  81.96  3  7922
9。   最小前頭幅    93    1  90   4  9000  3  8600
10. 最大前頭幅   117    1 106   4 113.25 3 104,33
11.  両 耳 幅   117    2 11650 4 11475 3 10833
23.  頭蓋水平周   492    1 469   4 484 50  3 455 CXl

24   横 弧 長   319    1 294   4 31225  3 29233
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表 4 顔面頭蓋主要計測値 (Itul)
大萩A一C区 大 友 弥生 人
3--3

近 代 人

9才8才 7才 (男性)
n  M

8才 (女性)
n   M

ⅢⅢ!|

41. 側顔長
43   上顔幅
45. 頼骨弓幅
46   中顔幅
47. 顔 高
48   上顔高
47//45 顔示数 (K)
48/45 上顔示数 (K)
47ノ/46 顔示数 (V)
48/46 上顔示数 (V)
49α .    眼間幅

50.  前眼高間幅
44. 両眼富幅
50/44 眼寓間示数
51, 眼富幅 (右 )

∝ )

52   眼寓高 (右 )
tム三)

52/51 眼寓示数 (右 )
0⊆ )

54   鼻幅
55. 鼻高
54/55 鼻示数

68

95

118

96

99

56

83 C0

47 46

103 13

58 33

20

17

83

20 48

35

34

31

31

88 57

91.18

21

41

51.22

1    62

2    92 50

1    86

2    98 00

2    55 50

1    118 60

1    67 44

1    18

2    15 50

2    89 00

2    17 42

2   4000
2    40 00

1   (35)

2   (32 00)

1   (83 33)

2   (80 00)

2    23 00

2    41 00

2    56 11

64 75

90 75

110 00

80 00

94 00

54,25

85 47

49 34

117 63

65 70

17 25

13 25

84 75

15 63

37 75

38 25

31 50

32 00

83 43

83 66

20,25

38 75

52 28

3    60.00

3    88 00

3   104 33

3    79 67

3    91,00

3    51 00

3    87 30

3    48 93

3   114_27

3    6404

3    16 00

3     13 00

3    81 67

3    15 91

3    37 00

3    36 33

3    30 67

3    30 33

3    82.88

3    83_43

3    21 67

3    38.00

3    57.24

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

表 5 脳頭蓋主要計測値 (llull)
大 萩     大 萩
37-1 37-2    成人骨
男性  女性  男性    女性

上の原  旭 台
8-1   3-3
性別不明 性別不明

成年  成年  n M  n M   成年 成年

1   頭蓋最大長
8.  頭蓋最大幅
17.  バジォン・ル グマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数
5.  頭蓋底長
9。   最小前頭幅
10   最大前頭幅
11,  両 耳 幅
24.   駕皆 4jFl 辱

――     ―-     5  183 20  2  173 50    164       172

143     146     3  144 00   1  142        -―       (147)

140     131     5  133 40  2  128 50    127       136

-  -  1 8056   +    ~   (8448)
――      ―-     4   72.55  2   74 07     77 44     78 16

97 90   89 73  2   94 78      -―
        一―       (92 52)

l ol     105    5  103 20  2   99 50     91        96

95      95     5   93 00  2   90 50     96        99

112     --     4  117.00  2  112 00     --        123

131     131     1  132      1  125        -―
        ――

312     321     1  309         -―
        ――
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表 6 顔面頭蓋主要計測値 (翻 )
大

37-1

男性

成年

萩

37-2
女性   男性

上の原  旭台   旭台
8-1  3-3  11-2
性別不明 性別不明 性別不明

大萩

成人骨

女性

成年  n  M 成年 成年 成年

40,

41.

42

43

45

46

47

48.

47///45

48///45

47///46

48///46

50.

44

50///44

51

52.

52/51

54

55

54///55

顔 長
側顔長

下顔長

上顔幅

頼骨弓幅

中顔幅

顔 高
上顔高

顔示数(K)

上顔示数(K)

顔示数(V)

上顔示数(V)

前眼高間幅

両眼富幅

眼高間示数

眼宙幅(右 )

眼寓高(右 )

眼富示数(右 )

鼻 幅
鼻 高
鼻示数

94

73(右 )

104

106

139

(105)

109

58

78 42

41 73

(103 81)

(552つ

18

107     5

73(右 )6

119    5

-   5
-   2
-   4

112    5

64     6

-   2
-   2
-   4
-   4

19     7

-   3

102 80

74 50

11260

106 40

142 00

102 25

115 80

65 00

79 28

45 09

113 73

63 39

19 00

100 33

19 60

42 67

32 33

74 27

26 75

50 71

5276

97 50

70 67

109

101.50

108 00

5800

105 83

59 78

18 25

95 00

17.90

40 33

32 00

79 33

25 00

46 25

54 76

89

74

95

58

61.05

18

09)

18 18

42(左 )

33(左 )

7857(左 )

25

45

55 56

2

3

1

1

2

3

94         -

65      -

106      -

94        98

57        59 lll) ●

一    -   3

42      41     3

33      31     6

78 57   75 61  3

27      29     8

49      50     7

55 10   58 00  7

1

1

4

2

2

3

4

3

3

4

3

60 64

99

33

25

43

58 14

60 20

42

32

76 19

25

43

58 14

表 7 鎖骨主要計測値 (右、伽 ) C●
大 萩

成人骨

大 萩

女性男性

７．２
鯉
麟

７．３
馳
麟

4   中央垂直径

5   中央矢状径

6   中央周

4/5 鎖骨断面示数

11(左 )

10(左 )

31(左 )

11000(左 )

10

11

36

90 91

9 50

13 00

39 00

73 81

9

12

36

75 00

2

2

2

2

1

1

1

1
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表 8 上腕骨主要計測値 (右、翻)
大 萩 大 萩

成人骨

上の原    旭台
8-1   11-2
性別不明  性別不明

37-1
男性

成年

87-2
女性

成年

1.   上腕骨最大長
2,   上腕骨全長
5。    中央最大径
6.   中央最小径
7.   骨体最小周
7(a)  中 央 周
6/5  骨体断面示数
7/1  長厚示数

二

　

一　

一　

一　

一　

一　

一

９‐

８８

２３

‐６

５９

６４

６９

２０

23

15,

58

67

65.22

2   22 00

2   17 00

2   56 00

2   66 00

2   77.28

18

12

47

51

66 67

17.6

13.2

49 0

51.0

75,00

表 9 犠骨計測値 (右、脚)

37-1
男性

成年

37-2
女性

成年

男性

大 萩 大 萩

成人骨

旭台

3-3
性別不明

成年

旭台

11-2
性別不明

成年n   WI

3。

4.

4a.

5,

5a.

5(5)

5(6)

5/4
5a//4a

40

15

14

11

12

40

29

73 33

85,71

66 67

73.33

2  42.00

3  16 33

3  15.33

3  11 33

3   11.33

3  42.33

1   32

3   69,28

3  74,03

1

1

1

1

1

1

1   62 50

1   76.92

31.5

123
12.0

9.5

9.2

34.0

77.24

76.67

12.4

12.0

93
91
34.0

75 00

75.83

最小周

骨体横径

骨体中央横径

骨体矢状径

骨体中央矢状径

骨体中央周

骨下端幅

骨体断面示数

中央断面示数

３４

‐６

‐３

‐０

‐０

３７

一

‐５

‐５

‐０

‐１

４５

表10 尺骨計測値 (右、御)

頬
口
馳
鮮

大萩

成人骨

男性

旭台

11-2
性別不明

成年n  WI

3.  最 小 周
11.   尺骨矢状径
12.  尺骨横径
S.   中央最小径
L。    中央最大径
C.  中 央 周
11/12 骨体断面示数
S/L  中央断面示数

36

13

14

12

15

46

92.86

80 00

1   38

1   75.00

11.0

129

107
12.5

36 5

85.27

85 60

‐２

‐６

４５

一
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表 11 大腿骨主要計測値 (右 、 I lll)

大 萩
37--1   37--2

男性  女性
成年  成年

大萩

成人骨

男性 女性

上の原   旭台   旭台
8--1   3-3   11-2

性別不明 性別不明 性別不明
成年   成年 成年

6.  骨体中央矢状径
7.  骨体中央横径
8   骨体中央周
9   骨体上横径
10   骨体上矢状径
6/7 骨体中央断面示数
10/9 骨体上断面示数

25      23

24     23

78      76

30      27

22      22

104 17  100 00

73 33   81 48

5

5

5

1

1

5

1

28 20   3   25 33     22

25 60   3   23 67     18

84 40   3   77 33     63

31      3   28 00     20

23      3   21 67     23

110 44   3  107.51    122 22

74 19  3   77 63    115 00

22 4     22 3

19 5      19 6

65 0     66 5

114 87   113 78

表12 腫骨主要計測値 (右、 I ull)

大 萩

37--1  37--2

男性  女性
成年  成年

大萩

成人骨

上の原  旭合   旭台
8-1   3-3   11-2
性別不明 性別不明 性別不明
成年   成年   成年

男性 女性

8.  中央最大径
8a  栄養孔位最大径
9   中央横径
9a  栄養孔位横径
10   骨 体 周
10a  栄養孔位周
10b  最 小 周
9/8 中央断面示数
9a/8a栄養孔位断面示数

28     28

31      30

20     18

22     21

78      75

86     79

72     -―

71 43  64 29

70 97   70 00

29 33   1   25

32 50   1   30

20 33   1   18

22 50   1   22

73 33   1   71

88 00   1   82

75 00   1   64

69 44   1   72 00

69 45   1   73 33

3

2

3

2

3

2

2

3

2

20(左 )

22(左 )

16(左 )

17(左 )

58(左 )

61(左 )

54(左 )

8000(左 )

7727(左 )

23 5

25 4

182

195

66 0

70 0

62 5

7745

76 77

242(左 )

173(左 )

65 0(2と )

7149(左 )
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表 13 化 骨
大萩

37-1

(男性)

大萩

37-2

(女性)

骨 癒 合 年 令

近代人 (分部) 現代人 (鈴木)

男性 女性 男性 女性

頭 蓋  蝶後頭軟
骨結合

鎖 骨  胸 骨 端
肩甲骨  烏口突起
上腕骨  骨  頭

滑  車
小 頭頭
内側上顆

機 骨  近 位 端
遠 位 端

尺 骨  近 位 端
遠 位 端

寛 骨  寛 骨 臼
腸 骨 稜

坐骨結節

大腿骨  骨  頭
大 転 子

小 転 子

遠 位 端

睡 骨  近 位 端
遠 位 端

17-18    15-16

20以上  20以上

16      14-16

19-20      19

14       13

14        13

17-19      16

16       14

20        19

16        13

20        19

16        14

20以上   19

20以上  20以上

17-20      17

17～ 19     17

17-20      17

20        17

20        17

17‐ψ19      17

24       23

16.5      15

17.5      17

16.5      14.5

15       13

17        15

16        14

18       17

15.5      13 5

18       17

16       14

20       20

20        20

16        15

17        16

17        16

18        16.5

16.5      16.5

16 5      15

○○

げll) ①

×

○

×

○

○

○

O
×

×

○

△

○

○

○

○

×

○

○

○

O

〔O骨癒合完了,△骨癒合途中,X未癒合, 一観察不能〕
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幼小児骨の出土率

大萩地下式横穴から出上 した人骨総数26体のうち、小児骨 3体の占める割合は 1154%と

低いものである。各遺跡出土の幼小児骨の例数は、表14に示 しているように、弥生時代の遺

跡から出土する幼小児骨の割合はかなり高く20%以上を占めており、古墳時代および近世の

それは低率である。また、弥生時代の遺跡においては、幼児骨の割合が高く、低年令での死

亡例が多いのに対して、古墳時代や近世の遺跡では、その割合は低 く、低年令での死亡例は

少ない。

大萩地下式横穴の場合も、出土総数に対する幼小児骨の割合は低く、かつ幼児骨は出土 し

ておらず、いままで報告 した限りでば、従来の古墳時代の各遺跡にみられる特徴と一致する

ものである。

表14 各遺跡における幼小児骨の出土数
遺 跡 名 時代  出土人骨総数 幼児 小 児   不明

I期  亜期
合計 (%)

宮の本

宇久松原

大友 (3、 4次 )

安永田

大友 (3、 4次 )

朝田墳墓群第Ⅱ地区

日守地下式

旭台地下式

大萩地下式

成川

松の尾

成岡・西ノ平 近

39

34

55

9

3

25

5

36

26

103

25

29

6

11

10

2

0

1

1

0

0

1

1

1

9

17

14

4

1

2

1

5

3

4

2

3

弥生

弥生

弥生

弥生

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

古墳

中。近世

2     0

5     0

3     1

2     0

1    0

0     1

0     0

4    1

3     0

3     0

0     1

1     1

(路 08)

(50 00)

(25 45)

(44 44)

(3333)

( 8 00)

(20 00)

(13 89)

(11.54)

( 3 88)

( 8 00)

(10 34) C●

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

小児・ 成年骨の形質

小児骨 (A～ C区、 3号墳 3号人骨 )

頭蓋における主要計測値をほぼ同年令の大友弥生小児骨 (9才 )、 近代小児骨男性 (7才 )

および同年令の近代小児骨女性 (8才 )と表 3、 4において対比してみた。

脳頭蓋においては、大萩小児骨の頭蓋最大長は 165翻、頭蓋最大幅は 144伽で、頭蓋長幅

示数は 87.27と なり、比較小児骨群の頭型がほぼ短頭型であるのに対して、過短頭に属 して

いる。一方、大友弥生成人骨 (松下、1981)の 頭蓋長幅示数は男性の平均値が 7793で 、中

頭型に属 し、また、大萩地下式横穴出土の成人骨は、短頭型のものが多いことが内藤 (19
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74)、 松下 (1984)に よって指摘されており、成人骨においては、大萩古墳人は大友弥生人

に比べ短頭の傾向が著 しい。一般に幼小児の頭型は短頭であることが明らかにされており、

筆者による近代人の成績によっても同様な特徴が認められるが、大萩小児骨には、大友弥生

小児骨に比べ、短頭の傾向がよりいっそう強く認められる。このように、大萩小児骨の頭型

における特徴は、成人骨における大友弥生人と大萩古墳人との間にみられる傾向と一致 して

いることから、すでに幼小児期から成人の特徴を現わしていることを推測させるものがある。

顔面頭蓋においては、頼骨弓幅はH8Hul、 中顔幅は96111111、 顔高は99dull、 上顔高は56dullで、

比較小児骨群に比べ、幅径がとくに大きい。従 って、顔示数、上顔示数は、それぞれ 83.90

(K)、 4746(K)、 103.13(V)、 5833(V)と なり、それらの示数値は、比較小

児骨群に比べてかなり小さいもので、低・広顔の傾向が著 しい。一方、大友弥生人骨男性 (松

下、1981)の 顔示数、上顔示数は、それぞれ 83.85(K)、 47.55(K)、  11655(V)、

64.46(V)で 、大萩古墳成人骨男性 (松下、1984)の顔示数、上顔示数は、それぞれ7899

(K)、 43.97(K)、 11373(V)、 6339(V)で 、両者とも低・広顔を特徴とする

人骨群であるが、大萩古墳人は大友弥生人に比べて、その傾向がより著 しい。一般に、幼小

児の顔面型態は低顔を特徴とするが、大萩小児骨の顔面には、低・広顔の傾向が大友弥生小

児骨よりもいっそう強く認められる。この特徴は、大友弥生成人骨と大萩古墳成人骨との間

に認められる傾向と一致することから、頭型と同様に、すでに幼小児期から成人の特徴が現

われていることを推測させるものがある。

成年骨 〔37号墳 1号人骨 (男性)、 37号墳 2号人骨 (女性 )〕

年令は両人骨とも成年期の後半と推定されるもので、大萩地下式横穴出上の成人男性およ

び女性、成年期の前半と推定される上の原 8号墳 1号、旭台 3号墳 3号、旭台11号墳 2号の

各人骨と表 5～ 12に おいて対比を行なった。

脳頭蓋における大萩37-1号および 2号の計測値は、大萩成人骨とほば同じか、それをや

やうわまわるものである。他の古墳成年骨との比較では、頭蓋底長は両成年骨よりかなり大

きいが、その他は大差ないものである。また、大萩37-1号の頭型は、観察所見によれば短

頭型で、上の原および旭台成年骨の頭型と同 じである。

顔面頭蓋では、大萩37-1号の頼骨弓幅は 1 39 11ull、 中顔幅は (105)Itull、 顔高は 10911111、

上顔高は5811ullで、これらの計測値は、成人男性骨と比較 して大差ないが、幅径については、

上の原および旭合成年骨よりも大きい。従って、大萩37-と の顔示数、上顔示数は、 7842

(K)、 41.73(K)、 (10381)(V)、 (55.24)(V)と なり、大萩成人男性骨や

Cl●
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比較成年骨群に比べ、低 。広顔の傾向が著 しい。眼寓の計測値や示数値は、大萩37-1号 、

2号ともに、大萩成人骨および他の成年骨群とほぼ同じ値である。鼻幅、鼻高も、大萩37-

1号、 2号 ともに成人骨と大差ないものであるが、他の成年骨群に比べてやや大きい。

四肢骨において、大萩成年骨の上腕骨骨体の大きさは、他の成年骨群に比べかなり大きく、

大萩成人骨とほぼ同 じである。また、大萩37-1号 、2号の骨体断面示数は、それぞれ69.57

(右 )、 6622(左 )で、上の原成年骨と同様に骨体は扁平である。大腿骨の骨体は、成人

骨に比べてやや小さいが、他の成年骨群よりもかなり大きいものである。骨体中央断面示数

は、大萩37-1号が 10417(右 )、 2号が 10000姑)で 、いわゆる柱状形成の像は全 く認めら

れない。睡骨では、骨体の諸径は大萩成人骨の値 と大差なく、他の成年骨群よりも大きい。

中央断面示数は、大萩37-1号 、 2号が、それぞれ 7143(右 )、 6429(左 )で、大萩37

-2号の骨体は扁平であるc

このように、四肢骨の骨体の大きさは、大萩成人骨のものに近似 しており、上の原および

旭台成年骨のものよりかなり大きい。大萩地下式横穴出土の成年骨 2例の年令は、化骨の状

態から成年期後半と推定 したものであるが、四肢骨の大きさからみても、同様に化骨 より成

年期前半と推定 した上の原および旭台成年骨よりはかなり大きく、骨の成長は成人の域に達

していたものといえる。

宮崎県西諸県郡野尻町にある大萩地下式横穴 (古墳)か らは、古墳時代後期人骨26体が出

上 し、そのうち 5体が小児・成年骨であった。小児 。成年骨についての観察および計測の結

果を要約すると、次のとおりである。

1 出土総数26体のうち、 3体が小児 (I期 )骨、 2体が成年骨で、幼児骨は存在 しなかっ

た。小児骨 3体の占める割合は、 1154%で 、他の古墳時代の遺跡と同様に、幼小児骨の

割合は低いものである。

2 小児骨 1例 (8才 )の頭蓋最大長は 1 6 5 Hull、 頭蓋最大幅は 1 4 4 Hulで 、頭蓋長幅示数は

87.27と なり、頭型は過短頭に属 している。

頼骨弓幅は H8Hull、 中顔幅は96 dul、 顔高は9911ull、 上顔高は5611111で 、顔示数、上顔示数は、

それぞれ 8390(K)、 4746(K)10313(V)、 58.33(V)と なり、低 。広顔の

傾向が著 しい。また、眼寓は高眼寓、鼻部は低鼻に属している。

3 成年骨 2例のうち、37号墳 1号人骨 (男性)の頭型は、短頭型に属 している。

約要
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37号墳 1号人骨の頼骨弓幅は139翻 、顔高は 109爾、上顔高は58翻で、顔示数、上顔示

数は、それぞれ 78.42(K)、 41,73(K)と なり、低 。広顔の傾向が著 しい。37号墳 2

号人骨 (女性)の顔高は 112阿、上顔高は64伽である。また、眼寓および鼻部の型態は、

37号墳 1号人骨が中眼寓、低鼻に、37号墳 2号人骨が低眼寓、過低鼻に属 している。

4.成年骨 2例の四肢骨は、成人骨とほぼ同じ大きさで、骨の成長はすでに成人の域に達 し

たものである。また、上腕骨や睡骨の骨体は扇平である。

5.大萩地下式横穴出上の小児・成年骨には、短頭かつ低・広顔の傾向が強く認められ、成

人骨にみられる地域的特徴がすでに小児期に現われているものと推測されるが、小児骨の

例数はわずか 1例であるので、今後、この地域での小児骨の収集につとめ、追究 していき

たい。

《欄筆するにあたり、本研究の機会を与えていただいた宮崎県教育委員会文化課ならびに人

骨研究に関して御指導いただいた内藤芳篤教授に感謝いたします。≫
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(付) 昭和57・ 58年度埋蔵文化財発掘調査一覧
(昭58, 2～昭59, 3)

番号 遺  跡  名 所 在 地 発掘調査 E 調査主体 調 査 員 遺構・遺物 備 考

1 塚 本 古 墳
日向市大字

富高字塚本

S58. 2.28

S58.;3. 4

日 向 市

教  委
永免良 典

現代陶磁器等 古墳と
認めら
れず

中 村 遺 跡
山田町

夫字山田

S58. 3. 7

S58.;4.8

山 田 町

教  委
日高孝治

竪穴住居跡

縄文土器・石器

越 シ 遺 跡
日向市大字

日知屋字越シ

S58. 3.28

S58.i3.31

日 向 市

教  委
面 高哲郎

集石遺構

縄文土器・石基

弥生土器

4 生 目古墳群
宮崎市大字

跡江字城平

58. 4.13
;

58. 4115

宮 崎 市

教  委
野間重孝

円 墳

現代陶磁器

5 山塚原古墳群
木城町大字

高城字山塚原

58. 4.25

58. 7. 4

木 城 町

教  委
石川恒太郎

円形周溝状
遺構

須恵器
土師器

6 尾 畑 遺 跡
西都市大字

穂北字
大木ノ原

58. 6.20

58, 7. 5
県 教 委 日高正 晴

縄文土器・石基

土師器・須恵碁

陶磁器

7 セベット遺跡
高千穂大字

三田井

58. 5.16

58.;6.11

高千穂町

教  委
長津宗 重

竪穴住居跡

縄文土器石器

下屋敷遺跡
新富町大字

上富田

58. 5.23

58. 5。 27

町

委

一昌新

教
永友良典

円 墳
前方後円墳

須恵器

野 首 遺 跡
日向市大字

日知屋野首

58. 6.13

58.;8. 6
県 教 委 菅付和樹

柱穴・敷石状遺

構・輸入陶磁器
土師器 。石器
弥生土器

芳ケ迫第 1遺跡

田野町字

芳ケ迫甲

58. 7. 4

59. 2.28

田 野 町

教  委
面高哲 郎

集石遺構・土羨

縄文土器・石器

下屋敷 遺跡
新富町大字

上富田

58. 7. 6

58.;9.21

新 富 町

教  委

石川恒太郎

有 田 辰美

山中 悦雄

古 墳

質恵器土 師器

勾玉.管玉.剣



番号 遺  跡  名 所 在 地 発掘調査E 調査主体 調 査 員 遺構・ 遺物 備 考

九塚地下式

横穴
野尻町東麓

58 816
;

58 825
県 教 委 北郷泰道

地下式横穴

剣・直刀

鉄鏃

西 ノ原 遺 跡
宮崎市大字

熊野字西ノ原

58  9  8
;

58 914
県 教 委 永友良典

溝状遺格柱穴

縄文土器
土師器

須恵器土製品

本庄古墳群
国富町大字

本庄字義門寺

5810. 1
;

5812.28

国 富 町

教  委 長津宗
重

越 シ 遺 跡

日向市大字

日知屋字越シ

912

127

日 向 市

教  委 緒方博文

集石遺構

竪穴住居跡

縄文土器石器

弥生土器

上 床 遺 跡
須木村大字

中原字上床

58.1027
;

5811 3

焼畑農耕

史研究会
甲元 真之

縄文土器

石器

17 寺原第 1遺跡
西都市大字

三宅

58;926

5810.13

西 都 市

教  委
日高正 晴

竪穴住居跡

土師器

弥生土器

縄文土器

茶臼原古墳群
西都市大字

穂北字上野

581128
;

5812 8

西 都 市

教  委
日高正 晴

円形周溝墓

弥生土器

又五 郎遺跡
田野町字

又五郎

58.12 5
;

59  3.31

田 野 町

教  委
伊 東  但

集石遺構

竪穴住居跡
土器 。石器

西 ノ原遺跡
宮崎市大字

熊野字西ノ原

5812.12
;

581227

宮 崎 市

教  委 野 間重 孝

溝状遺構
縄文土器
弥生土器
土師器

蔵園地下式

横穴

新富町大字

三納代字蔵園

59 118
;

59 121

新 富 町

教  委
北郷泰道

地下式横穴

骨片

浮ノ城遺跡他
宮崎市吉村町

浮ノ城他

59 117
;

59 210

宮 崎 市

教  委 野 間重 孝

水田跡 ?

弥生土器
土師器

須恵器

『
帝

吋⑬

●
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番号 遺  跡  名 所 在 地 発掘調査日 調査主体 調 査 員 遺構・遺物 備 考

権現掘地下式

横穴

国富町大字

八代南俣字

権現掘

59, 2. 6
Ⅲ
59. 2  8

国 富 町

教  委
茂山  護

地下式横穴

直刀 。鉄鏃

栗須地下式

横穴

国富町大字

八代南俣字

栗須

59, 1 30

59;2.  3
飲肝囃珊

式

・
・
・

灯
馘
鶴憾
訴

地蔵寺地下式

横穴

国富町大字

本庄字

地蔵寺

59. 2. 8

59;2.10

地下式横穴

直刀。刀子

鋤先

朱線文

あり

瀬戸 口遺跡

新富町大字

新田字

瀬戸口

59. 2.13
;

59. 3.31

新 富 町

教  委
日高孝治

集石遺構

縄文土器

石器

上 の原 遺 跡
国富町大字

本庄字上の原

59. 2. 14
;

59. 2. 20

国 富 町

教  委
長津宗 重

竪穴住居跡
集石遺構
縄文土器
弥生土器

寺原第 1遺跡
西都市大字

三宅

59. 3. 5

59,;3.10

西 都 市

教  委
日高正 晴

29 宮崎学園都
市遺跡

4・ 9・ lo
ll・ 14
号地
宮崎市大
字熊野

農高用地
清武町大
字木原

58.4。 5

59。 3。 20

59。 2。 29

59.3.30

県教委 県文化
課職員

集石遺構
堅穴住居
跡
縄文 。土
師器
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